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政略懐妊～赤ちゃんを宿す、エリート御曹司の甘く淫らな愛し方～










プロローグ




　まるで逃がさないというように私を抱く力を強め、彼は部屋から廊下に出た。そして間接照明を灯した寝室に入ると、大きなキングサイズのベッドに優しく私を下ろす。

　すぐに覆いかぶさり、私を見下ろす彼はとても妖艶で胸が締めつけられた。

「千ち波なみ……」

　愛しそうに名前を呼んだ彼が、ゆっくりと近付いてくる。

　キスだ――。そう理解すると同時にギュッと瞼を閉じれば、唇に温かな感触が触れた。

　初めてのキスに、息が止まりそう。

　名前を呼びながら再び唇を塞がれ、何度も口づけが繰り返される。

「千波、口開けて」

　言われるがまま口を開けたら、彼の舌が入ってきた。

「んあっ」

　思わず漏れた声に触発されたように、彼は執拗に逃げる私の舌を搦めとる。

　どんどん息が上がり、静かな寝室には私と彼の息遣いが響く。少しして唇が離れると、彼は私の首に顔を埋めた。

　さっきまで私の口の中を甘く痺れさせた熱い舌が這い、初めて感じる快楽に身をよじる。

「あっ……んんっ」

　自分のものとは思えない声が止まらなくなる。

「悪いけど、これからもっと恥ずかしいことするから」

「えっ？　あっ……」

　胸の頂を口に食み、舌先でコロコロと転がされ、快楽の波が次から次へと押し寄せてくる。

　胸を舌でいじりながら、彼の手は腹部をなぞってショーツに触れた。

　彼は私の口をキスで塞いだ。そのままあっという間にショーツを脱がされ、私は一糸まとわぬ姿にさせられてしまう。

　どうしよう、恥ずかしい気持ちが溢れて止まらない。

「んっ……」

　思わず口を手で覆い必死に声を我慢したら、彼はすぐにその手を掴んだ。

「どうして我慢するんだ」

「だって……っ」

「もっと聞かせて」

　耳を塞ぎたくなるような甘い囁きの後には、食べられそうなほど激しいキスが落とされた。

　熱い舌に音を立てて舐められ、吸ったり甘噛みされたりするたびにとめどなく甘い声が漏れて止まらなくなる。

　次第に汗ばむ素肌。私の中の奥まで入ると、彼はそっと私の頭を撫でた。

「やっと俺のものになった。……もう絶対に離さないからな」

　独占欲を露わにした言葉に耳を疑いつつも、私は意識を手放した。

　二十歳を迎えた瞬間に、私の初めてを捧げた人。どうか彼が運命の人でありますように。そう願ってしまうのは、たとえ私たちの間に愛がないとしても、彼に惹かれているからだ。










突然舞い込んだお見合い




　幼い頃からずっと母が私に言い続けてきた言葉がある。それは『結婚は好きな人と以外したら絶対にだめ』という、当たり前のことだった。

　どうして母が耳にタコができるほど言うのか、私は理解できなかった。しかし今この瞬間、やっと母がどんな思いで言ってくれたのかを痛感している。

　母には悪いけれど、言いつけを守ることはできそうにない。私は大切な家族を守るためなら、なんだってする。それがたとえ、愛のない結婚だったとしても……。




　そろそろ秋の気配が近付いてくる九月下旬頃。

　母の形見の着物を着て、向かう先は今の私には入ることに躊ちゅう躇ちょするような場所。

「いらっしゃいませ、お連れ様はすでにお待ちです。どうぞこちらへ」

　世界的にも有名なホテルの最上階にある高級日本料理店。なかなか予約が取れないことで有名な店の個室で、私は人生の岐路に立たされていた。

　前髪は眉毛よりも短い爽やかな短髪に、くっきりとした二重瞼の切れ長の目が印象的な彼は、表情を変えずに言った。

「俺と結婚して子供を産んでくれたら、借金はもちろん、妹さんの医療費もすべて支払う」

　こんなにも究極の選択を迫られたのには理由がある。その始まりは、今から二週間前のこと。




＊　＊　＊




「千波ちゃんー！　ちょっとちょっと！」

　名前を呼ばれ足を止めれば、肉屋のおばちゃんが私に向かって手招きをしていた。

「ちょうど今、コロッケが揚がったところなんだ。持っていきな」

「いいんですか？」

「もちろんだよ！」

　今晩のおかずはどうしようかと悩んでいたから、本当にありがたい。

「いつもありがとうございます」

　心から感謝の思いを伝えれば、おばさんは目を潤ませた。

「なに言ってるんだい、私と千波ちゃんの仲だろ？　ねぇ、あんた」

　おばさんが店の奥でコロッケを揚げているおじさんに声をかけた。

「あぁ、もちろん！　千波ちゃんは商店街みんなの娘みたいなもんだからな。みんな千波ちゃんみたいな、べっぴんさんの娘が欲しかったってよく嘆いているよ」

「そうそう、だから遠慮はいらないよ」

　嬉しい言葉に胸が熱くなる。

「ほら、一個は揚げたてのうちに食べちゃいな」

「は、はい」

　渡されたのは本当に熱々のコロッケがふたつ。フーフーと冷ましてから口に入れても熱くて、だけどそれがまた美味しい。

　じゃがいもと肉のバランスが絶妙で何個でもいけちゃう。

「千波ちゃんはいつも美味しそうに食べるねぇ。その顔見たさになんでもあげたくなっちゃうよ」

「本当に美味しいですから」

　なによりおばさんたちの厚意が嬉しい。

「嬉しいことを言ってくれるね。どれ、メンチもサービスしておくよ！　まだ面会に行くまで時間はあるんだろ？　一度家に帰って熱々を食べてから病院にお行き」

「はい、そうします。……ありがとうございます」

　コロッケとメンチカツが入った紙袋を受け取って改めてお礼を言い、歩を進めれば視線の先には山に沈む綺麗な夕陽が見える。

　美しい景色を見るたびに、大丈夫、まだ頑張れるって思えるよ。




　私、来くる栖す千波は代々続く老舗旅館を経営する両親の長女として生まれた。都内近郊の山間にある、昔の風情が残る温泉街にあった旅館で、幼い頃から両親の仕事姿を目の当たりにしてきた。両親をとても尊敬していたし、私も大きくなったら母のように女将おかみとして働くのが夢だった。

　しかしその夢は、永遠に叶わなくなってしまった。

　一年半前、私が高校を卒業する頃に母が大病を患い、一年の闘病生活の末に亡くなった。両親の夫婦仲は良く、互いになくてはならない存在だった。母が床に臥せるようになってから父の覇気はなくなり、仕事にも身が入らなくなってしまった。

　そして母の死期が近付いてきた頃には、姿を見ていられないほど父はつらそうだった。

　母が亡くなり悲しみの中で葬儀を済ませた後、多くの借金だけを残して父は蒸発した。経営者を失い、いつの間にかできていた借金がある旅館を続けていくことは叶わず、父の代で旅館は倒産。

　私は借金返済と、生まれた時から心臓が弱く入退院を繰り返している三つ下の妹、瑠る璃りの治療費を稼ぐためにわずか一年しか通っていない大学を中退し、今は旅館があった商店街の本屋と土産物店をかけもちで働いている。

　母の死の悲しみに浸る余裕もない間に父が蒸発し、将来女将として働くことが夢だった旅館はなくなり、大学も辞めることになってしまった。そして多額の借金だけが残り、この辺りで一番安い賃貸アパートで暮らす日々に正直、泣きたくなることはたくさんあった。

　だけど泣いたって現状は変わらない。それに私には守るべき家族がいる。前を向いて生きることをきっと母も望んでいるはずだし、いつか父も戻ってきてくれると信じたい。

　ちょうど来月は私の二十歳の誕生日。もしかしたら父が祝いに戻ってきてくれるかもしれないと密かに期待していた。

　だけど私と瑠璃が塞ぎ込んでいたら、父は私たちのもとへ帰るに帰れない可能性もある。だからつらいとは思わず、毎日どんなに小さなことでもいいから、幸せだと感じて暮らすのが私の目標なんだ。そうすれば父もなにも気負うことなく帰ってこられるはずだから。

　それに泣いたってなにかが変わるわけではない。だったら笑って過ごした方がいいに決まっている。

「コロッケも美味しいけど、やっぱりお肉がぎっしり入ったメンチカツも最高」

　サクサクで中からは肉汁が溢れてくる。

「瑠璃にも食べさせたかったな」

　小さなワンルームのアパートに必要最低限の家具しか置かれていない殺風景な部屋で、ひとりで食事することにも慣れてきた。

　瑠璃は一年のほとんどを病院で過ごしている。家に戻ってこられるのは、体調が安定している時だけ。

　歳を重ねるごとに心臓の働きが悪くなっているらしい。今後は心臓の移植手術も頭に入れておいた方がいいと医者に言われている。

　でも移植を待っている人は大勢いて、なかなか順番が回ってこないと聞く。だから高額でも海外で移植を考える人が多いそう。

　瑠璃の心臓がいずれ正常に機能しなくなることは、瑠璃が生まれた時から覚悟していたことだった。でもそれは両親がいたから乗り越えられるもの。

　私ひとりで瑠璃を支え、今後もちゃんとした医療を受けさせることができるのかと時々不安になることがある。

「ううん、弱気になったらだめ。瑠璃なら大丈夫だよ」

　そう自分に言い聞かせなければ、マイナスなことばかり考えてしまう。

　残りのメンチカツを急いで口に入れ、手早く片付けを済ませて家を出た。




　辺りが薄暗くなった頃に到着した病院は、アパートから徒歩で十五分ほどの場所にある大きな総合病院だ。生まれた時からずっとこの病院でお世話になっている。仕事が終わってから面会に行くので、いつも夕方の時間になってしまう。

「こんにちは、千波ちゃん。いつもご苦労様。瑠璃ちゃんならちょうど夕食を食べ終わったところよ」

「ありがとうございます」

　看護師ともすっかり顔なじみとなり、こうして気さくに『千波ちゃん』と呼んでくれる。

　廊下の一番奥にある四人部屋の窓側が瑠璃の病室。そっと室内を覗くと、瑠璃は本を読んでいるところだった。

「瑠璃」

「お姉ちゃん！」

　私の声にすぐさま反応した瑠璃は、嬉しそうに私に向かって手を振る。

　私の髪が背中まであるのに対して、瑠璃はショートカット。笑うと愛らしい瑠璃にはとてもよく似合っている。

　クリッとした猫目は、よく昔からそっくりだと言われてきた。だけど絶対に瑠璃の方が私よりうんとかわいいと思う。

　同室の患者に挨拶をしながら奥へと進む。

「ごめんね、遅くなっちゃって。肉屋のおばちゃんにコロッケとメンチもらっちゃったから、ご飯食べてきたんだ」

「ううん、気にしないで。おばちゃんのところのコロッケは出来立てを食べるに限るもの。美味しかった？　昔と味は変わらない？」

「うん、美味しかったよ。……今度、家に帰れる時は肉屋のコロッケとメンチにしようね」

「本当？　楽しみ」

　満面の笑みを見せる瑠璃を眺めながら、椅子に腰かけた。

「体調はどう？」

「うーん……相変わらずかな？」

「そっか」

　瑠璃の言う『相変わらず』は、あまりよくないということ。現にここ数カ月は家に帰れていない。高校も休学したままだし、そろそろ本気で心臓移植を考えた方がいいのかもしれない。

「私のことよりお姉ちゃんだよ。また痩せたんじゃない？　無理、してないよね？」

「ちょっと太ってきたからダイエット中なの。無理はしてないし、元気いっぱいだから大丈夫」

　心配そうに私を見つめる瑠璃を安心させるように笑顔で伝えた。だけどなかなか瑠璃の表情は晴れない。

「本当に？　……いつもごめんね、私がこんな身体じゃなければ一緒に働いて少しでもお姉ちゃんの負担を減らすことができるのに。私、お荷物だよね」

　今にも泣きそうな瑠璃の手を私はギュッと握った。

「なに言ってるの？　お荷物なわけないでしょ？　家族は助け合って当然なの！　私はいつもこうして瑠璃に会うだけで元気をもらえているんだから。だから瑠璃はなにも気にしないで、病気を治して元気になることだけを考えていればいいの。それと毎日笑顔でいることも忘れずにね」

「お姉ちゃん……」

　瑠璃は大きく瞳を揺らした後、目に涙を溜めてにっこり笑った。

「わかった。じゃあ私はいつもお見舞いに来てくれたお姉ちゃんを、笑顔で出迎えるね」

「うん、じゃあ約束ね」

「はーい」

　お互いクスクスと笑いながら小指を絡ませた。

　瑠璃とは小さい頃から指きりをして、約束を交わしてきた。それは今も変わらない。

　母が亡くなり、父がいなくなっても真っ直ぐに生きていられるのは、瑠璃の存在があるからだ。瑠璃は私にとってなによりも大切な存在。瑠璃を守るためなら、なんだってする。

　指きりをしながら改めて強くそう誓った。

　それから面会時間ギリギリまで瑠璃と他愛ない話をして病院を後にした。

「すっかり暗くなっちゃったな」

　日が落ち、街灯の明かりを頼りに家路を急ぐ。

　明日は休日で、多くの観光客が来るから土産物店は忙しい。いつもより一時間早くシフトに入っている。

　家に帰ってから布団に入るまでの流れを頭の中でシミュレーションしながら足を進めていると、アパートの前に見慣れた車が一台停まっているのが見えた。

　運転席から私の姿を確認したのか、降りてきたのは母の兄である伯父、如月きさらぎ和かず之ゆきだ。顔は母と似ているものの、性格は似ていない。それは私たちに接する態度も同じだ。

　温厚で常に優しく私たちを見守っていた母とは違い、伯父は厳しい人だ。もちろんそれは両親がいない今、父親代わりとして私たちを思っての言動だと理解してはいるけれど、会うたびにちょっぴり緊張してしまう。

「久しぶりだな」

「はい、お久しぶりです」

　距離を縮めながら挨拶を交わす。そして目の前で足を止めた私に、伯父は片眉を上げた。

「こんな遅い時間まで瑠璃に会いに行っていたのか？」

「はい」

「瑠璃のためなのはわかるが、千波はもう少し自分の身体を労わるべきだ。明日も仕事なんだろう？　お前が無理して倒れでもしたら瑠璃が悲しむだけだ」

「……はい、気を付けます」

　伯父は私のことを考えて言ってくれているとわかってはいるけれど、声や口調が冷たくて叱られている気分になる。

「話がある、家に上がってもいいか？」

「あ、はい。もちろんです」

　慌てて家の鍵を手に取り、ドアの前へと急ぐ。伯父も私の後をついてきた。

「どうぞ」

　鍵を開けて伯父を招き入れ、急いでお茶の準備に取りかかる。

「いいぞ、気を遣わなくて」

「いいえ、そういうわけにはいきません」

　急須から湯呑にお茶を注ぎ、テーブルに湯呑を並べ、伯父と向かい合うかたちで腰を下ろした。

　伯父がこうして連絡ナシに訪ねてくることは滅多にない。話っていったいなんだろうか。

　淹れたてのお茶を飲む伯父の様子を窺う。

　父が見つかったというような話ではなさそう。もしかしてまた新たな借金が見つかったとか？

　アレコレ考えながら私もお茶を啜る。少しの沈黙の後、湯呑をテーブルに置いて伯父は口を開いた。

「率直に言う。千波に縁談の話がある」

「私に縁談って……えっ？」

　予想外の話に耳を疑う。

　縁談ってお見合いのことだよね？　どこの誰が、なぜ私に？

　混乱する中、伯父は渋い顔で続けた。

「千波、『庵あん野の不動産会社』は知っているか？」

「もちろんです」

　度々メディアで取り上げられるほど、全国的にも有名だもの。国内のみならず海外にも展開している大手の不動産会社。その創業者である庵野家は昔から地主として有名な資産家で、毎年世界長者番付で必ずランキング入りしている。

　だけどなぜ今、庵野不動産会社の話をするのだろうか。

　頭にハテナマークがいっぱい並ぶ中、伯父はため息交じりに言った。

「その庵野不動産会社社長の長男から、千波と見合いがしたいと申し入れがあったんだ」

　現実的ではない話に、目を白黒させてしまう。

「なにかの冗談ですよね？」

「私も最初は間違いだと思ったさ。だが、どうやら向こうは本気で千波と結婚したいようだ」

　会ったこともない私と結婚したいなんて嘘でしょ？　それともどこかで会ったことがあるとか？　ううん、そんなわけがない。そんな人と会ったら絶対に覚えているはずなのに、記憶にないもの。

　じゃあどうして私なんかと結婚したいなんて言ってきたのだろうか。

　答えの出ない問題に頭を悩ませていると、伯父が真剣な瞳で私を見つめた。

「本来なら断りたいところだが、相手が相手だけにそういうわけにもいかない。……申し訳ないが千波、会うだけ会ってきてくれないか？」

　たしか伯父は、庵野不動産会社の下請け会社で働いていたはず。立場上、断れるわけがない。それに父が蒸発してからというもの、伯父にはなにかとお世話になっている。

　このアパートを借りる際の保証人になってくれたし、未成年の私に代わって瑠璃の保護者として病院で様々な手続きもしてくれた。

　なにより私ひとりの稼ぎでは毎月借金返済だけで生活費がなくなってしまうため、借金返済のための一部を立て替えてくれている。そんな伯父の頼みを私に断れるはずがない。

「わかりました、会ってきます」

「本当か？」

「はい。どんな理由があって私と結婚したいとおっしゃったのかわかりませんが、到底私なんかが釣り合う相手ではありません。会えば向こうも理解してくれると思います」

　そもそも借金を抱えている私と結婚したって、相手にはなんのメリットもない。お金持ちのただの気まぐれなのかもしれない。だったら一度会えば気が済むだろう。

「すまない、不甲斐ない伯父で」

　申し訳なさそうに頭を下げる伯父の姿を見て、慌てて言った。

「なに言ってるんですか、伯父さんには返しきれないほどの恩があるんです。だから頭を上げてください」

「千波……」

　ゆっくりと顔を上げた伯父は、悔しそうに唇を噛みしめた。

「今は私が千波の父親代わりだというのに、本当に申し訳ない。さっきも言ったが、会うだけでいい。それ以上のことを千波に強要させるわけにはいかない。……優ゆ美みからも言われていることだと思うが、結婚はなにがあっても好きな人としなさい」

　優美は私の母の名だ。どうやら母は、伯父にもその話をしていたようだ。伯父も母と同じように、私の気持ちを第一に考えてくれていると思うと嬉しくて胸が熱くなる。

「はい、わかりました」

　私の返事を聞き、少しだけ表情を和らげた伯父は「ちょっと待っててくれ」と言うと立ち上がり、出ていった。

　そして少しして戻ってきた伯父の手には、呉服箱が抱えられていた。それをテーブルにのせ、開けるよう促す。

「千波が二十歳を迎える時か、これを着るような機会が会った時に渡してほしいと優美に頼まれていたんだ」

「お母さんが？」

「あぁ、入院前に俺に預かってくれと持ってきた。……もしかしたら優美は千波の父親が借金を抱えていることを知り、こうなることを予想していたのかもしれない」

　もし家で母が大切に保管していたら、この着物は間違いなく家とともに差し押さえられていただろう。

　そっと蓋を開けると、蝶や花の柄が印象的でかわいらしい淡いピンクと白が混じった振袖が入っていた。

「当時は優美にとても似合っていると思っていたけど、こうして見るとその着物は優美より千波に似合いそうだ」

「そうでしょうか？」

　こんなかわいい着物が似合うと言われ、ちょっぴり照れくさくなる。

「当日はふたりで会いたいと言うから私は同席できないが、会場までの送り迎えはするし、なにかあったらすぐに駆けつけられるよう、近くで待機している」

「ありがとうございます」

　伯父が近くにいてくれるなら心強い。

「いや、当然のことだ。……いつも言っていることだが、どんなに些細なことでもいい、なにか困ったことがあったらいつでも連絡をしなさい。話は以上だ」

　先に立ち上がった伯父に続いて私も立ち上がり、玄関まで見送った。

「夜分遅くにすまなかった」

「いいえ。着物、ありがとうございました」

　思いがけないかたちで母の形見を手にすることができたのだから。

「いや、礼には及ばん。戸締まりを忘れないように」

　最後にそう言って伯父は帰っていった。

　言い方は素っ気なく感じるけれど、心配してくれているのがひしひしと伝わってきて温かな気持ちになる。

　言いつけ通りにしっかりと戸締まりを確認して、入浴を済ませた。

　そして寝る前にもう一度母の着物を眺める。

「本当に素敵な着物」

　着物をレンタルする余裕なんてないし、成人式に参加するなら働いていた方がいいと思っていたから行くつもりはなかった。

　だけどきっと、母が生きていたら私の晴れ姿を見て喜んでくれたはず。……うん、この着物を着て成人式には必ず出席しよう。

「その前にお見合いだよね」

　着物を片付けて布団を敷き、スマホを手にして横になる。目覚ましをセットしてからお見合い相手を調べようとしたけれど、途中でやめた。

　どんな相手だってたった一度しか会わないのだから、前もって調べることはないよね。それよりも明日は忙しいんだから早く寝よう。

　枕元にスマホを置いて就寝した。




　それから毎日、借金返済と瑠璃の治療費を少しでも多く稼ごうとできるだけシフトに入れてもらい、その合間に瑠璃のお見舞いにも行き、お見合いの日まで目まぐるしく過ぎていった。

　そして迎えた、お見合い当日。

　伯父が着付けとヘアセットを予約してくれて、朝早くから美容院で準備を済ませ、伯父の車で都内にあるお見合い会場に向かったわけだけれど……。

　伝統のあるホテルの一室で始まったお見合い。初めて彼を見た時は、息が止まるかと思った。同性で綺麗だと思う人はいたけれど、異性でそう思う人はいなかったもの。

　切れ長の目に筋の通った高い鼻。それとかたちがよい唇。それこそ彼の外見はよくドラマや小説に登場する、ヒーローのよう。

　家柄もよく見た目も完璧だなんて、天は二物は与えずとよく言うけれど、彼には当てはまらないようだ。

　しかしそうなると、ますますなぜ彼が私とのお見合いを望んだのかという疑問が大きく膨らんでいく。

　それに彼は対面を果たしてもただ頭を下げただけで、料理が運ばれてくるまでひと言も言葉を発しなかった。

　それでやっと開口一番に放った言葉が、『俺と結婚して子供を産んでくれたら、借金はもちろん、妹さんの医療費もすべて支払う』だった。

　それも見るからにからかっているようでも、冗談で言っているようでもない。

　伯父からこの話を聞いた時から、なにかの間違いか冗談だと思っていたけれど、彼が本気で言っているとしたら？

　彼と結婚して子供を産めば借金だけではなく、瑠璃の医療費も払ってくれるなんて……。

　完全に私にしかメリットがないように思う。だって彼ほどの人なら、いくらでも無条件で結婚して子供を産んでくれる人はいるはず。それなのに、どうしてわざわざ私と？

　彼の真意が読めず、私はしばらくの間、なにも言うことができなかった。










古からの結びつき




　シンと静まり返る室内で、ただお互いを見つめ合う時間がどれくらい流れただろうか。

　彼、庵野さんはさっき衝撃的なひと言を放った後、口を開かない。もしかして私の答えを待っている？

　いや、でもあの提案になんて答えればいいの？　そもそもなぜうちの事情を知ってあんな提案をしてきたのだろう。

　確か庵野さんは今年で二十六歳になるはず。そんな大人の男性が私に興味を持つとは考えられないし、かといって私にそこまでの魅力があるとは到底思えないし……。

　さっきまではただ茫然と彼を見つめていたけれど、改めてじっくりと観察をして思うのは、本当にカッコいい人だということ。

　しかし恋愛未経験の私は、こんなに素敵な人とふたりっきりの空間に慣れていない。いくつか恋愛を経験していれば、変に緊張もせずにはっきりと彼に真意を聞くことができていただろうか。

　何度か誰かを好きになりかけたことはあるけれど、心から好きだと思える人はできなかった。それに女将になるという夢に向かっていたし、母の死後は目まぐるしい日々で恋愛どころではなかったもの。

　そんな私でも、こんなカッコいい人に見つめられたらやっぱりドキドキしてしまう。

　耐えられなくなって視線を落とした時、再び庵野さんが口を開いた。

「返事を聞かせてほしい」

「えっ？」

　返事ってさっきの〝俺と結婚して子供を～〟に対してだよね？　確かに今日は名目上お見合いってことになっているし、そういう話をされてもおかしくないのかもしれないけど、あまりに突拍子もなさすぎない？

　自分の人生がかかったことだ。疑問ばかりの提案に、そう簡単に答えなど出るはずがない。

「あの、まずはお互いの自己紹介が先ではないでしょうか？」

　このままでは彼のペースに流されるばかりだ。ちゃんと順を追って話を聞きたい。

　恐る恐る当たり前のことを言ったら、庵野さんは目を閉じて小さなため息を漏らしたものだから、ドキッとなる。

　もしかして私、庵野さんの機嫌を損なってしまっただろうか。伯父さんの仕事に支障をきたすことになりかねないことをした？　いや、でも私は間違ったことを言っていない。

　私と彼は初対面だし、今日はお見合いなんでしょ？　だったらまずは自己紹介をするべきだ。

　そう自分に言い聞かせて毅然と振る舞う。すると彼は再び目を開けて真っ直ぐに私を見つめた。

「失礼した。庵野航こうという」

「あ……いいえ。えっと、来栖千波です」

　怒っているわけではないんだよね？　でも庵野さんの表情は硬くて機嫌を損ねてしまったかもという不安が拭い切れない。

　彼がなにを考えているのか、わからないからこそ余計かも。

「今日、ここに来てくれたということは、俺との結婚を受け入れてくれたのだと思ったんだが……」

　少しだけ眉根を寄せて私の様子を窺う庵野さんに、慌てて答えた。

「それはその……なにかの間違いだと思って、会って確認しようかと思いまして」

　きっとただの気まぐれ、一度会えば気が済むだろうと思ってきましたなんて、本当のことは絶対に言えない。

「どうして間違いだと思ったんだ？」

「どうしてって……」

　そう思って当然じゃない？　なぜ庵野さんは理解できないと言いたそうにしているの？

「私と庵野さんでは、あまりに不釣り合いすぎます。……それにご存じでしょうけど、うちには多額の借金がありますし、母の死後、父は蒸発してしまい行方不明です。こんな私に結婚を申し込むなんて、誰だって間違いだと思うはずです」

「じゃあ間違いじゃないとわかってもらえるよう、もう一度言う」

　間髪を容れずに言って庵野さんは真剣な瞳を私に向けた。

「俺はどうしてもキミと結婚がしたい。そして、俺の子供を産んでほしいんだ。そのためなら、どんな条件も聞き入れる」

　ここまで彼が私との結婚にこだわるには、なにか裏がありそうな気がしてきた。

「あの、どうしてそんなに私との結婚にこだわるんですか？」

　何度考えても、私と結婚するメリットは庵野さんにはない。借金返済に瑠璃の医療費まで出してくれるほど、私と結婚をしたい理由はなに？　絶対なにか理由があるはず。

　彼の本音を聞きたくて答えを待つ。

「キミはご両親からなにも聞かされていないのか？」

「両親からですか？」

「あぁ。うちとキミの家系の結びつきについて、俺は小さな頃から祖父に何度も聞かされてきた」

　庵野家とうちの結びつき？　そんな話、聞いたことがない。

「その顔だと、どうやら知らないようだな」

　少しだけ困ったように眉尻を下げた彼は、知っていることをすべて話し始めた。

「キミの家系は、遥か昔から不思議なことに三世代に一度しか女児が生まれない。現にそうじゃないか？」

　そう言われてみれば、父も祖父も男兄弟しかいない。今までとくになんにも疑問も思わなかったし、昔のことは知らないけど、それがずっと続いていたってこと？

「それには理由がある。……うちの一族はキミの家系に三世代に一度生まれてくる女子が二十歳を迎えた時に契りを交わし、そして宿った子が繁栄をもたらすと言い伝えられている。その証拠に庵野家が始める事業はどれも成功してきた。それはキミも知っているだろう？」

「……はい」

　庵野家を知らない人は少ないほど有名だもの。不動産はもちろん、多くの事業で次々と成功を収め、『庵野グループ』として国内のみならず海外にも知られている。だけどその成功にうちの家系が大きく関わっていたなんて……。

　すぐには信じることができない話で戸惑いを隠せない。だけど、庵野さんが嘘を言っているようには思えなかった。

　庵野さんは一族の繁栄のために私と結婚して、私に子供を産んでほしいんだ。やっと彼が好きでもない私に求婚してきた理由に納得がいった。それと同時に、昔から母に言われ続けてきた言葉が頭をよぎる。

「母は幼い頃からずっと私に、結婚は好きな人としなさいと言い聞かせていました。……どうしてそんな当たり前のことを言うんだろうって不思議に思っていましたけど、母の気持ちを今、初めて理解することができました」

　きっと私に庵野家との関わりを伝えなかったのは、両親の優しさだったと思う。聞かされていたら、二十歳を迎える瞬間を不安に思いながら過ごしていただろうから。

　でも庵野さんは？　私とは違い、一族の行く末の責任がすべて自分に圧しかかっていることを聞かされ続けてきたんだよね？

　彼の気持ちを考えると、複雑な思いに駆られる。

「キミの母親の気持ちは理解できるが、俺には庵野家の今後の命運がかかっている。……どんな条件だって呑む。だから俺と結婚して、二十歳を迎える瞬間を一緒に過ごしてほしい」

　彼の言う言葉の意味を理解できないほど子供ではない。でも庵野さんはそれでもいいの？

「私は、結婚は愛する人とするものだと思っています。だってこの先の未来をずっと一緒に過ごす相手ですよ？　それなのに庵野さんはいいんですか？　もしかしたら迷信かもしれません。庵野家が栄えてきたのは、実力があったからではないですか？」

「じゃあキミの家系が、三世代に一度しか女児が生まれないという事実はどう説明するんだ？　これはしっかりと調査済みの事実だ」

「それは……っ」

　確かに言い伝えは事実だと裏付けることになることかもしれない。だからってそれを守って結婚して、二十歳になる瞬間に子供を宿す行為をするなんてあり得ない。

「俺は言い伝えは本物だと信じている。それに、キミにとっても悪い話ではないだろう？」

　言い伝えのことはともかく、結婚については悪い話どころか申し訳なくなるほどありがたい話だ。借金に瑠璃の医療費もサポートしてくれるというのだから。

「金銭的な面だけではなく、妹さんに最高の環境を用意するつもりだ。完治した後は教育面でも、これまでの遅れを取り戻せるようできる限り援助しよう。それとお父さんの行方も捜しているところだ」

「えっ、お父さんを捜してくださっているんですか？」

「あぁ、キミは未成年だ。結婚となれば親の同意が必要だろ？」

　そっか、未成年だと結婚には親の同意が必要なんだ。たとえ彼自身の願いを叶えるためだとしても、父を捜してくれていることは素直に嬉しい。

「ありがとうございます、父のことまで」

「いや、当然のことだ。もちろんキミにもなに不自由ない暮らしを約束する。……どうだろう、俺と結婚して子供を産んでくれるか？」

　もう、間違いでもからかっているわけでもなく、庵野さんは一族の未来を背負って私に結婚の申し入れをしているのだとわかった。だからこそ聞きたい。

「庵野さんはこれまで一度も、心から愛した人と結婚したいと思ったことはないんですか？」

　私の質問に庵野さんは目を見開いた。そして、ゆっくりと口を開く。

「俺は……」

　彼がなにかを言いかけた時、ドアの向こうの廊下から大きな足音が聞こえてきた。それは真っ直ぐにこちらに向かってくる。

　私も庵野さんも自然と目を向けると、ノックはされたが返事を待たずに勢いよくドアが開いた。

「すみません、失礼します」

　そう言って焦った様子で部屋に入ってきたのは、近くで待っていると言っていた伯父だった。

　そして唖然とする私に向かって伯父は、早口で言った。

「さっき、病院から瑠璃の容体が急変したと連絡があった」

「えっ」

　瑠璃が急変って……容体が悪くなったってことだよね？

　突然の知らせに頭の中が真っ白になる。

「かなり危険な状態らしい。説明があるからすぐに病院に来てほしいそうだ」

　危険な状態ってなに？　だって瑠璃、昨日会いに行った時はいつもと変わらない笑顔で出迎えてくれて、他愛ない話をして笑っていた。

　それで『また明日ね』って言って手を振ってくれた。それなのに……。

　心臓が苦しくて、うまく呼吸ができなくなる。

「千波？」

　伯父は心配そうに膝を折って私の様子を窺う。

　瑠璃になにかあったらどうしよう。まさかこのまま永遠に会えなくなるなんてことはないよね？　またあのかわいい笑顔で『お姉ちゃん』って呼んでくれるよね？

　必死に自分に言い聞かせても、恐怖の波が押し寄せてくる。

　なにも答えることができず、手の震えが止まらなくなる中、庵野さんが急に立ち上がった。

「しっかりするんだ」

　彼は力強い声で言いながら私の前で腰を下ろし、私の両肩を掴んだ。

「キミが妹さんのことを信じないでどうするんだ。気を確かに持って早く病院へ行こう」

　さっきまであんなに不安で怖くて仕方がなかったのに、庵野さんの言葉が胸の奥深くに響く。

　そうだ。母が亡くなり、父がいない今、瑠璃には私しかいない。それなのに私がこんな弱気になっていてどうするの？

　次第に手の震えは止まる。すると庵野さんは立ち上がり、私に手を差し伸べた。

「ほら、立って」

　彼と会うのは今日が初めてのはずなのに、なぜか以前に会ったことがあるような気がする。

　それに遠い記憶の中に、こうして誰かに手を差し伸べられたこともあった気が……。それが誰なのかわからないのに、どうして彼と重なってしまうのだろう。

　答えが出ないまま、彼の手を取った。

「ありがとうございます」

　そっと手を重ねたら、庵野さんは私を引っ張って立ち上がらせる。そして心配そうに見つめる伯父と向き合った。

「すみません、ご挨拶は病院へ向かう車内でしますので急ぎましょう」

　庵野さんに言われ、伯父は戸惑いながらも口を開いた。

「そ、そうですね。私の車で行きましょう。地下駐車場です」

　伯父に続いて、庵野さんは私の手を強く握ったまま歩き出した。

「妹さんなら絶対に大丈夫だ」

　店を出て駐車場へ向かう途中で庵野さんから何度もかけられた言葉に、泣きそうになる。

　表情を変えずに開口一番に結婚して子供を産んでほしいと言われた時は、なんて人だろうと思ったけれど、それは責任感からくるものだった。

　それに初対面の私を励まし、病院まで付き添ってくれるなんて……。

　私の目の前を進む、庵野さんの大きな背中を見つめて胸がトクンと鳴る。

　それに瑠璃のことが心配でたまらないけれど、何度も庵野さんが「大丈夫」と言ってくれると、本当に大丈夫な気がしてきた。不思議と不安な気持ちが薄れていく。

　彼は車に乗ってからも私の手を握ったまま、不安を解消する言葉を次々とかけ続けてくれた。




「先ほど瑠璃さんに、補助人工心臓を装着しました。……以前お話しした通り、もう残された道は心臓移植しかありません」

　病院に到着後、医師から告げられた言葉に大きなショックを受けた。

「日本臓器移植ネットワークにレシピエント登録はすでにしていますが、正直、国内での脳死移植の少なさを考えると、すぐに順番が回ってくることはほとんどないと思います。たとえ回ってきたとしても、適合しないことには移植はできません」

　それは事前に何度も医師から受けていた説明だった。だけど心のどこかで、瑠璃は移植をしなくても元気になるんじゃないか、本当は心臓に疾患などないんじゃないかとさえ思っていた。

　ううん、私がそう思いたかったのかもしれない。

「海外での移植を考えられる患者さんもいらっしゃいます。……とにかく時間があまりありません。今一度、ご家族でよく話し合ってください」

　伯父が医師にいくつか質問していたけれど、私の耳には入ってこなかった。いつの間にか説明が終わり、私はおぼつかない足取りで集中治療室へ向かった。

　中に入ることはできず、ガラス越しにベッドに横たわる瑠璃を見つめた。腹部近くのパジャマのボタンとボタンの隙間から見えたのは、補助人工心臓。真っ赤に渦巻く血液が見えるポンプだ。あれが今、瑠璃の命を繋ぎとめてくれている。

「瑠璃……」

　毎日笑顔で前向きに生きてさえいれば、どんな困難も乗り越えられる。きっといつか今のつらい気持ちや苦しみ、悲しみが報われる日が来ると信じてきた。でもそんな日は永遠に来ないのかもしれない。

　母が亡くなり、父は行方不明。一生働いても返せないほどの借金を抱えながら瑠璃に治療を受けさせるなんて無理な話だったんだ。

　国内での移植では間に合わないなら、海外での移植を考えるしかない。でもそうなると多額の費用が必要となる。

　伯父は家で連絡を待つ伯母に電話をかけに行ったけれど、きっと伯父も私と同じことを考えていると思う。

　瑠璃を助けたいのに、助けることができない。ただ、国内でのドナーが現れる奇跡を待つしかないと。

「ごめんね、瑠璃」

　謝罪の言葉とともに、涙がこぼれ落ちた。

　たったひとりの妹を助けることもできない、不甲斐ないお姉ちゃんでごめん。今はただ、瑠璃の生命力と奇跡を願うしか方法がなくて本当にごめんなさい。

　涙を止める術を失い、次から次へと溢れる。瑠璃の姿が涙で霞み、ゴシゴシと拭っていると、その手を横から掴まれた。

「そんなに強く擦ったら、赤くなるぞ」

「……庵野さん」

　いつの間に来たのか、彼は私の手を離してベッドに横たわる瑠璃を見つめた。

　そうだった、庵野さんは心配して病院までついてきてくれたんだ。でも説明は家族のみと言われ、彼には待合室のロビーで待ってもらっていたのをすっかり忘れていた。

「あ、すみません。病院まで付き合わせてしまって。妹は、その……」

　すぐに医師から受けた説明を伝えようとしたものの、それは口にするだけでまた泣きそうになるほどつらく、言葉が続かない。

　すると庵野さんは真剣な瞳で私を見つめた。

「妹さんの話ならさっき、如月さんから聞いた」

「そう、だったんですね」

　よかった、伯父が話してくれていて。私ではうまく伝えられないもの。

「さっきも言ったけれど、キミが俺と結婚して子供を産んでくれるなら、俺はキミが抱えている借金も妹さんの医療費もすべて責任を持って請け負うつもりだ。移植をするならアメリカが一番いいだろう。受け入れ先を探して妹さんの状態が安定次第、すぐに渡航させよう」

「え、ちょ、ちょっと待ってください。海外で移植となると多額の医療費が必要になるんです。さすがにそこまでしてもらうわけにはいきません」

　自分でもどれくらい費用がかかるのか調べたけど、とんでもない金額だった。結婚の話を受けるにしても、それを出してもらうことなどできないよ。

　その思いで言った私に対し、庵野さんは厳しい口調で続けた。

「じゃあキミは妹さんに奇跡が起きるのを待つというのか？　そんな悠長に構えていられないほど深刻な状況なんだろう？　だったら利用できるものはとことん利用すればいい。俺の願いを叶えてくれるなら、俺もキミの願いをすべて叶える」

　ドクンと心が揺れる。

　ずっとずっと、母に結婚は好きな人としなさいと言われ続けてきた。それが私にとって母からの遺言だった。その願いを叶えてあげることが、亡き母にできる最初で最後の親孝行だと思う。

　でも母の願いや自分の幸せよりも、守りたい命がある。瑠璃は私のたったひとりの妹。昔から心臓を患い、たくさんの我慢をしてつらい治療にも耐えてきた。

　当たり前の日常を一度も経験できていない。学校に通って勉強をして行事に参加し、友達と遊んだり、出かけたり。思いっ切り運動だってしたいはず。

　弱音を吐かずにいつも笑顔で、私の心配をして迷惑をかけていることを申し訳なく思っている。そんな思いをこれ以上させたくない。

　彼と結婚して子供を産むことで、瑠璃の幸せな未来が約束されるなら本望だ。母だって空の上できっと理解してくれるはず。でも……。

「庵野さんは本当にいいんですか？」

「えっ？」

　私の言葉に驚く彼に、思いをぶつけた。

「だってこんなの、私ばかりが得する条件じゃないですか。父が残した借金の額と、瑠璃にかかる医療費をちゃんとわかってますか？」

　あなたと結婚して、子供を産むだけの価値がそれほど私にあるの？　私はそう思えない。いくら受け継がれてきたことだとしても、その言い伝えが今も効力を発揮する明確な証拠などないのに、簡単に受け入れて自分の人生を棒に振ってもいいの？

「あぁ、わかってるよ。その上でキミに話をしている。……キミこそいいのか？　母親の言いつけを守らず、好きでもない俺と結婚しても」

　そう話す彼はどこか苦しそうで、私は目を見張る。

　なぜそんな顔をしているの？　まるで自分と結婚することを申し訳なく思っているように見えて困惑する。

「それは庵野さんも同じですよね？」

　そうだ、庵野さんだって好きでもない私と結婚してもいいの？

　すると庵野さんは淡々と話し始めた。

「俺は幼い頃からずっとキミと結婚するよう言われてきたから、むしろキミ以外の女性と結婚すること自体考えられないよ」

　なにも事情を知らずに聞いたら、ドキッとするような話だけど、すべてを知った今はむしろ胸が苦しい。彼が私との結婚を望むのは、ただ単に一族の繁栄と責任感からなのだから。

　でも愛のない結婚をしたって、瑠璃が助かるならそれでいいと思っている私も同罪だ。瑠璃を助けてくれるなら、彼の願いを叶えたい。

　覚悟は決まり、小さく息を吐いた。

「こんな私でよければ、庵野さんと結婚して子供も産みます。だからお願いします、どうか瑠璃を助けてください」

　助けてほしい一心で深々と頭を下げた。

「もちろんだ」

　次の瞬間、強い力で手を引かれて優しく抱きしめられた。

「もう逃がさない」

　別に深い意味などないはずなのに、また勘違いしそうになることを言われ、胸が高鳴る。

　これは互いの利害が一致した結婚に過ぎない。瑠璃が助かるならなんだってできる。……そう思う半面、愛のない結婚を受け入れることができたのは、庵野さんが優しい人だからかもしれない。

　こうして病院まで付き添い、優しい言葉をかけ続けてくれた。きっと悪い人ではないはず。

　それになにより、私を抱きしめる腕はすごく温かい。この温もりを信じてみたいと思った。最初は愛のない結婚だとしても、ともに過ごすことで心から彼のことを好きになる日が来るかもしれないと。










新婚初夜に愛を宿す




　結婚を決めた私たちは、すぐに行動に出た。お見合いをしたその日のうちにお互いの家族に報告をし、アルバイト先には無理を言って休みをもらい、週末の土曜日の午後に彼は私とともに伯父の家を訪ねてくれた。

　伯父は終始渋い表情で私たちの話に耳を傾けていて、伯母は目を潤ませて何度も頷うなずいている。

「本当によかったわね、千波ちゃん。こんなに素敵な人と一緒になれて」

「ありがとうございます」

　伯母も伯父とともにずっと私と瑠璃の力になってくれていた。金銭的な面ではもちろんのこと、精神的な面でもだ。

　頻繁に連絡をし、時には他愛ない話をしては、私と瑠璃の心を和ませる。伯父夫婦に子供はおらず、私と瑠璃に対してふたりは本当の娘のように接してくれている。

　いつか絶対に伯父と伯母にも恩返しがしたいと思っていたから、こうして愛のない結婚の報告をすることに、申し訳なさを感じる。

「庵野さん、千波ちゃんは本当に優しくて素直でいい子なんです。どうか幸せにしてあげてください」

　深く頭を下げて言う伯母に、チラッと隣に座る庵野さんを見る。

　私たちは結婚する。だけど普通の結婚とは少し違う。私と庵野さんの間に愛はないし、互いの利害が一致した結婚に過ぎない。

「はい、もちろんです。生涯かけて千波さんを幸せにします」

　それなのにこうして、さもお見合いがうまくいって私を大切にするかのような言葉を言わせていることに、罪悪感を抱いてしまう。

　それは伯父の家を訪ねてきた時からずっと感じていた。伯父と伯母に対して深々と頭を下げ、結婚の申し入れをしてくれたのだ。

　結婚することに頭を下げて感謝しなくてはいけないのは、むしろ私の方だと思う。

　庵野さんは速やかに父が残した借金を返済し、そして瑠璃の体調が落ち着き次第、渡米できるように手配をしてくれた。

　主治医からもできるだけ早く行った方がいい、三週間後にでも発つのはどうかと話を受けた。

　本当に庵野さんには、感謝してもしきれない恩ができた。その恩を返す唯一の方法が彼と結婚して子供を産むことなら、私は喜んで受け入れようと思っている。

　それにやっぱり庵野さんは、悪い人じゃないから。

　忙しい人なのに頻繁に連絡をくれる。メッセージは苦手なようで、朝と夜に必ず電話がかかってくる。

　話すのはほんの数分間で、些細なことだけ。その日の予定や出来事を聞かれ、そしてなにか困ったことがなかったかも聞いてくる。

　一昨日の夜は、伯父と伯母への手土産はなにがいいのかと頭を悩ませていて、私がどんなものでもいいと言っても、《そうはいかない》と一蹴され、伝手を使って手土産を手配したそうだ。

　伯父と伯母は和菓子が好きだと伝えたところ、老舗和菓子店の羊羹や大福を持参し、それを見た伯母は、滅多に食べられない品と喜んでいた。

　利害が一致しただけの結婚なのに私を気遣い、伯父と伯母にもよくしてくれる庵野さんとなら、結婚してからいい関係が築けていけるのではないかと密かに期待していたりする。

「もう、あなたもなにか言ったらどうなの？　千波ちゃんが結婚するのよ？」

「わかってる」

　ずっと沈黙を貫いてきた伯父は、真剣な表情で庵野さんを見据えた。

「妹が亡くなり、その夫も行方知らずの今、私たちは千波の親同然だと自負しております。その上で言わせてください」

　そう前置きした伯父に、庵野さんは「はい」と深く頷いた。

「ご存じのように千波はこれまで大きな苦労をしてきました。そんな千波たちに私たちは不甲斐なく、大きな力になれずにいたことをずっと悔やんでいたんです。ですが、そんな時にあなたが現れた。……千波の父親が残した借金の返済だけではなく、瑠璃に移植の機会をいただけたことに、深く感謝いたします」

　言葉通りにテーブルに額がつきそうなほど深く頭を下げた伯父に、庵野さんは困惑した声で「頭を上げてください」と言った。

　しかし伯父は顔を上げることなく続ける。

「私たちではどちらも解決してあげられない問題でした。本当にどれだけ感謝をしたらいいか……。このご恩は一生忘れません。ありがとうございました」

　何度も感謝の言葉を口にした後、伯父はゆっくりと顔を上げた。

「ですがひとつ、千波の父親代わりとして聞かせていただきたいことがあります。……これから先も千波を第一に考え、幸せにしてくださいますよね？」

　どこか疑いめいた目で庵野さんの様子を窺う伯父に、ドキッとなる。

　そうだよね、お見合いをしてすぐに結婚を決めたんだもの、私への気持ちなんかなくて、他になにか理由があると疑われて当然だ。それもこっちにとって好条件すぎる。

　伯父の様子から言い伝えのことは母から聞いていないと思われる。そもそも伯父が知っていたら、庵野さんとの見合いの話も持ってこなかっただろう。

　母も心のどこかで迷信だと思っていたのかもしれない。それでも確固たる証拠がないから、幼い頃から私に口を酸っぱくして結婚は好きな人としなさいと言っていたんだと思う。

　母が生きていたら、どう感じ、私にどんな言葉をかけてくれるだろう。

「もちろんです」

　ふと母のことが頭をよぎったものの、庵野さんの力強い声にすぐに現実に引き戻された。

「見合いを申し入れた時もご説明させていただきましたが、千波さんのことを愛しているから結婚を望みました。彼女が隣で幸せそうに笑ってくれることが、私の幸せでもあります。そのためなら今後もいくらでも力になるつもりです」

　迷いなく放たれた言葉に、庵野さんが本当にそう思っているわけがないのに、嘘偽りなどないように感じてしまう。

　庵野さんは伯父にこういった質問をされるということも想定して、答えを用意してきたのかな。そう思うほど自然だった。

　現にさっきまでずっと表情が硬かった伯父も彼の話を聞いて安心したのか、少しだけ頬を緩めた。

「そうですか、そこまで長い間ずっと千波を想ってくださっていたことを伯父として嬉しく思います」

　え、『長い間ずっと』ってどういうこと？　そういえば庵野さんもさっき『見合いを申し入れた時もご説明させていただきましたが』って言っていたよね？

　庵野さんは伯父にどんな話をしたの？

　気になるものの、聞けるはずもなく疑問だけが膨れる私を置き去りにしてふたりは話を進めていく。

「今後について伺ってもよろしいですか？」

「はい、私としては少しでも早く千波さんと結婚したいので、彼女の誕生日に籍を入れて、披露宴などは瑠璃さんが完治したらと考えています」

　そうだ、私は二十歳を迎える瞬間に彼と身体の関係を結ばなければならない。でも籍だけを入れて披露宴を先延ばしにしても大丈夫なのかな？　うちとは違い、彼はあの庵野グループの御曹司だ。

「そうですか。瑠璃のことまで考えてくださり、本当にありがとうございます。しかし、その……お立場的に大丈夫ですか？　瑠璃のために披露宴を延期しても」

　伯父も同じことを思ったようで、聞きにくそうに彼の様子を窺う。私も心配で庵野さんを見つめる。

「彼女の愛する家族に祝っていただけない披露宴など、する意味がありません。瑠璃さんにも彼女の幸せな姿を見ていただきたいんです。それはもちろんおふたりにもです」

「庵野さん……」

　彼の言葉に伯父の目は赤く染まっていく。

「千波ちゃん、本当にいい人と出会えてよかったわね。きっと天国にいるお母さんも泣いて喜んでいるはずよ」

　伯母はボロボロと涙をこぼして、何度も「おめでとう」と「よかったね」を繰り返す。

　これが普通の結婚だったなら、どれだけ私は幸せな気持ちで満たされただろう。偶然に庵野さんと出会い、お互いを好きになって交際期間を経てプロポーズされる。その上で今、私の家族に挨拶に来てくれていたら、私も伯母以上に泣いてしまっていたかもしれない。

　伯父と伯母に嘘をついたまま結婚して、これから先どうなるのかと怖くなる。だけど、こうして私の家族に気を遣ってくれる庵野さんのことを、好きになれるかもしれない。

　私も努力して彼にも好意を寄せてもらい、本物の夫婦になればこんな不安も消えるのだろうか。

　様々な考えが頭をよぎっては不安な気持ちに悩まされる。

「どうした？」

「えっ？」

　声をかけてくれた庵野さんは、心配そうに私の顔を覗き込んだ。

「どこか体調でも悪いのか？」

　そっと彼の手が私の頬に触れ、心臓が飛び跳ねた。恥ずかしくてすぐに彼に手をどかしてほしい衝動に駆られるけれど、それをしたら伯父と伯母が変に思うはず。

　高鳴る胸の鼓動を必死に抑えて声を絞り出す。

「だ、大丈夫です」

　だから早く手をどけてほしい。その一心で彼を見つめるものの、なかなか私の頬から離れてくれない。

「本当に？　顔が熱いようだけど、熱があるんじゃないか？」

　それは庵野さんが触れているからです！とは言えず、口をパクパクさせてしまう。

「あらあら、仲が良いのね。フフ、千波ちゃんは私たちが見ているから恥ずかしいんだと思いますよ」

「えっ？　恥ずかしい？」

　庵野さんは思いもよらなかったようで、私と伯母を交互に見る。

「ふたりの仲睦まじい様子を見ている私たちも、ちょっぴり照れくさいわ。ねぇ、あなた」

　伯母に話を振られ、伯父はわざとらしく咳払いをした。

「まぁ、それはあるな」

　伯父と伯母に言われてやっと理解してくれたのか、庵野さんは気まずそうに私の頬から手を離した。

「すまない」

「い、いいえ」

　恥ずかしすぎて庵野さんの顔がまともに見られない。

　それからしばらくの間、伯母は私と庵野さんを見ては嬉しそうに温かい眼差しを向け続けた。




　ちょうど庵野さんに仕事の電話が入り、私たちは二時間ほどで伯父の家を後にした。電話がなければ、夕食を一緒に食べようと誘われかねなかったから助かった。長い時間一緒にいて、ボロが出たら大変だったもの。

　だけど無事に挨拶を終え、少し肩の荷が下りた。なにより伯父と伯母を安心させることができて嬉しい。

　そう思えるのはすべて庵野さんのおかげだ。

「今日は本当にありがとうございました」

　運転中の庵野さんに感謝の思いを伝えた。

　最初から彼は完璧だった。ふたりが喜ぶ手土産を持参し、まるで本当に私を愛しているかのような言葉を言ってくれたのだから。

「いや、当然のことをしたまでだ。その代わりといってはあれだが、明日はよろしく頼むよ」

「はい、もちろんです」

　今日は私のところ、そして明日は都内にある彼の実家に挨拶に行くことになっている。

「あの、私はクッキーを持っていこうと思っているのですが、大丈夫でしょうか？」

「べつになにもいらないぞ」

「いいえ、そういうわけにはいきません」

　庵野さんが持ってきて、私が持っていかないわけにはいかないじゃない。

「庵野さんのようにあそこまで完璧に振る舞える自信はありませんが、少しでも庵野さんのご両親に好印象を持っていただけるように精いっぱい努めます」

　幼い頃から私と結婚するように言っていたくらいだもの、反対はされないだろうけど、私もしっかりと務めは果たしたい。

　ちょうどアパート前に着き、彼は路肩に車を駐車した。

「じゃあまずは、その呼び方を変えよう」

「呼び方ですか？」

「そう」

　車のエンジンを切って庵野さんは、ゆっくりと私に目を向けた。

「もっと早くに言えばよかったな。今日、ふたりに変に思われずよかった。結婚するんだから、お互い下の名前で呼び合おう。俺は千波と呼ぶから、千波も航と呼べ」

　呼び捨てだなんて、絶対に無理。

「無理です、呼べません」

「じゃあ千波はいつまでも俺のことを〝庵野さん〟って呼び続けるつもり？」

「それはっ……！」

　あまりに不自然だ、結婚して私も〝庵野〟になるのに、名字で呼び続けるわけにはいかない。頭ではそうわかっているけど、いきなり呼び捨てはハードルが高すぎる。

「航さんではだめですか？」

「他人行儀感がある」

　バッサリと却下され、頭を悩ませる。

「えっと……それでは航君ではどうでしょうか？」

　彼のようにすぐに呼び捨てで呼べないから、君呼びで勘弁してほしい。

　その思いで言うと、少しだけ彼の瞳が悲しげに揺れた。だけどすぐに目を伏せる。

「それならいい。明日は絶対に庵野さんなどと呼ばないようにしてくれ」

「わかりました」

　さっきのは見間違い？　もしかして私に航君って呼ばれるのが嫌だとか？　いや、いいって言ったし違うよね。

「それと明日は、両親になにを言われても答えなくていいから」

「え？　それはどういう意味ですか？」

　それじゃ挨拶に伺う意味がない気がするんだけど。航君のように、私も聞かれたことにはしっかりと答えるべきじゃないの？

「そのままの意味だ。代わりに俺が答えるからいい」

　これ以上なにも聞くなと言わんばかりの雰囲気に圧倒され、言葉が続かなくなる。

「今日と同じ時間に迎えに来る」

「あ、はい。わかりました」

　返事をして降りると、彼の運転する車はそのまま走り去っていった。見えなくなるまで車を見送り、深いため息がこぼれる。

「そうだよね、私たちは普通の結婚をするわけじゃない」

　お互いの願いを叶えるために結婚するだけの関係。最初からわかっていたことだけど、私を気遣い、毎日連絡をくれていたから、勝手に航君は私との距離を縮めようとしていると勘違いしてしまった。

　伯父たちの前で私がボロを出さないように、せめて緊張せずに話せるようにしてくれただけなのかも。

　だけどそれさえもうまくできなかったから、明日はなにも答えなくていいって言ったんだよね。

　不甲斐なくて申し訳なくなる一方で、どこか落ち込む自分もいる。

　航君となら、結婚してからいい関係を築くことができると期待していたからかもしれない。彼が互いの願いを叶えた後、どうするつもりなのかわからないから不安が募る。

　いや、今はそんな先の不安に心を乱されている場合じゃない。借金だけではなく、瑠璃の医療費まで出してくれたんだ。しっかり恩返しをしないと。

　彼が明日、なにも答えるなと言うならその通りにするまでだ。

　しかしなかなか気持ちを切り替えることはできず、重い足取りで部屋へと向かった。




　次の日、航君が迎えに来るのは午後だというのに、私は朝早くに起きてしまった。

「どうしよう、全然眠れなかった」

　今日、航君のご両親に会うことに対する緊張はもちろん、昨日の彼の言葉が気になって仕方がなかった。

　ゆっくりと起き上がってカーテンを開けると、眩しい朝日に目を細める。

　航君はどんな気持ちで私に、ご両親になにを聞かれても答えなくていいって言ったんだろう。

　言い伝え通りに結婚するだけだから、伯父と伯母の前のように仲がよいところを見せなくてもいいってこと？

　それでもやっぱり結婚したら家族になるのだから、少しでもいい印象を持たれたい。

　早く目が覚めてよかった。もう一度今日着ていく服を考えて、メイクや髪も少しでもいい印象を持ってもらえるように準備をしよう。

　それから軽く朝食を済ませ、さっそく準備に取りかかった。

　時間はたっぷりあったはずなのに、気付けば航君が迎えに来る三十分前になっていた。

「嘘、もうこんな時間？」

　急いで鏡の前で最終チェックと戸締まりの確認をする。そして十分前には家を出たというのに、外にはすでに見覚えのある車が停車していた。

　急いで駆け寄る途中で私に気付いたのか、航君が運転席から降りてきた。

「すみません、お待たせしてしまい」

「俺も今来たところだから大丈夫」

　優しい言葉とともに彼は助手席のドアを開けてくれた。

　昨日も受けた紳士的な振る舞いに慣れていない私は、「ありがとうございます」と言いながら車に乗り込む。

　ドアまで閉めてくれた航君は運転席に乗ると、私がシートベルトを締めたのを確認して車を発進させた。

「実家までは、一時間半くらいで着くから」

「わかりました」

　じゃあそれまでに航君のご両親に会ってからのことを、シミュレーションしておこう。

「それと離れで暮らしている祖父も千波に会いたいらしくて、実家の方で待っているとさっき連絡があった」

「えっ！　おじいさんもですか!?」

　挨拶をするのはご両親だけだと思っていた私は、驚きを隠せない。

「誰よりも千波との結婚を望んでいたのが祖父だったから、どうしても会いたいらしい。だから会ってあげてほしい」

「それはもちろんお会いさせていただきますが……」

　どうしよう、余計に緊張が増してしまった。おじいさんは私との結婚を望んでいたと言うけれど、想像していた人と違うと思われないように、粗相がないよう気を付けないと。

「昨日も言ったけど、変に緊張することはない。千波はただ俺の隣にいればいいから」

　それはやっぱり私とは言い伝えがあったから結婚したに過ぎず、理由を知っている航君の両親の前では取り繕う必要もないから？という言葉が喉元まで出かかり、必死に飲み込む。

　そんなことを言ったら、面倒なやつだと思われるだけ。

「わかりました」

　そう返事をすれば、それ以上彼が口を開くことはなかった。




　それから航君が言っていた通り、出発して一時間も経つと窓の外には高級住宅街が見えてきた。歴史を感じさせる家から、近代的な造りの豪邸まで様々な住宅が立ち並んでいる。少し走ると高い塀がずっと続き始めた。

　すごい、どれだけ広いお屋敷なんだろう。……まさかこの塀の向こうが航君の実家ってことはないよね？

　なんてことが頭をよぎった瞬間、見上げるほど高い立派な門扉の前で車が停まった。自動で開いた門の先に見えたのは、広大な日本庭園。その中を航君は車を走らせていく。

　しばらく経ってもいまだに本宅が見えない。うちも倒産前はそれなりに裕福な暮らしをしていた方だけど、庵野家の比ではない。これが世界的にも有名な庵野グループの家なんだ。

　呆気に取られていると、やっと旅館のような本宅が見え、玄関前に車を停めたら、四十代くらいのひとりの男性が駆け寄ってきた。

「おかえりなさいませ、航様」

「悪いけど車を頼む」

「はい、かしこまりました」

　そんなやり取りをして先に車を降りた航君は助手席に回ってドアを開けてくれた。私も車から降りると男性は一礼してから運転席に乗り、遠くに見えるガレージへと走らせていった。

「行こう」

「は、はい」

　ナチュラルに腰に手を回され、ドキッとしてしまう。チラッと様子を窺うけど、彼は至って通常運転。

　こういうエスコートや触れられることにも、慣れなくちゃいけないのかも。

　玄関に入れば本当に家の中はまるで高級旅館のようだった。すぐに家政婦らしき女性数名がやってくる。

「航様、おかえりなさいませ」

「あぁ、ただいま」

　航君が返事をすると、次に女性たちは私に向かって深々と頭を下げた。

「はじめまして、千波様。私ども、至らない点もあるかとございますが、今後もどうぞよろしくお願いいたします」

「いいえ、そんな……！　こちらこそよろしくお願いいたします」

　こんな丁寧に挨拶をされたら、恐縮してしまう。

「やっと来たな。待っていたぞ」

　広い玄関に突然響いた声の主は、満面の笑みで私たちに近付いてきた。七十代くらいの白髪交じりの和装の男性に、家政婦たちは道を開けて頭を下げた。

　間違いなく彼が航君のおじいさんだよね？

　男性は私たちの前で足を止めると、満足そうに私と航君を交互に見た。

「はじめまして、千波さん。ようこそわが家へ。航の祖父だ。お会いできて光栄です」

「ご挨拶が遅れてしまい、申し訳ございません。はじめまして、来栖千波です」

　なにやってるのよ、私。会ったら絶対に自分が先にちゃんと挨拶をするって決めてきたのに。

　不快に思われなかったかと様子を窺うと、おじいさんはいきなり私の手を握った。

「なんと礼儀がなったかわいらしいお嬢さんだろう。こうして航と並んでいると、もう夫婦のようだ。さあさ、こんなところで立ち話ではなく、家でゆっくりと話をしよう」

「そうだな。おいで、千波」

　腰に触れていた手は私の手を優しく包み込んだ。

「さすが運命の番つがい。すでに仲が良いのはいいことだ」

　そ、そっか。航君はおじいさんを安心させるために触れてきたんだ。だったら私もいちいち恥ずかしがっている場合じゃない。

　とは思うものの、長い廊下を進む間もずっと手を繋がれたままというのは、なんとも照れくさいものがある。

　おまけに先を歩くおじいさんが何度も振り返って私たちを見ては、微笑ましそうに目を向けるんだもの。

　いたたまれなくなりながらも歩を進める中、航君がおじいさんに聞いた。

「そういえば、父さんと母さんは？」

　航君の声におじいさんの足が止まる。

「そうだった、あいつらを呼んでこなければいけないな。すまない、千波さん。ちょっと航と待っててくれませんか？」

　そう話すおじいさんは、どこか困っているように見える。もしかしておじいさんとは違い、航君のご両親は私との結婚に反対している？

　だけど当然それを聞けるはずもなく、私は「わかりました」と返した。

「じゃあ航、千波さんと先に行っててくれ」

「あぁ。……頼んだよ、じいちゃん」

　最後にボソッと呟いた航君の声は、どこか悲しげでますます気になってしまう。

「千波、行こう」

　引き返していったおじいさんを見送り、航君はまた歩を進め始める。

「あの、航君。ご両親は……」

「大丈夫、何度も言っているけど、千波はただ俺の隣にいればいいから」

　私の声を遮るように放たれた言葉は、二度聞かされたもの。最初は言い伝え通りに結婚するだけだから、なにも話さなくていいという意味だと思っていたけど、本当は違うんじゃないかな？

　結婚に反対されているから、なにを言われても私は話すなってことじゃないの？

　その思いが強くなり始めた頃、航君はある部屋の前で足を止めた。彼が襖を開けた先には二十畳ほどの和室が広がっていて、飾られている壺やかけ軸は見るからに高価そうなものばかり。

　中央に檜ひのきで作られた長テーブルが置かれており、少しして家政婦がお茶と和菓子を並べていった。

　航君に座って待とうと言われて座布団に腰を下ろしたものの、ずっと落ち着かない。

　古の言い伝えを幼い頃から航君にしているくらいだし、この結婚を望んでいると思っていたけど違うのかもしれない。

　やっぱり家柄の問題？　でも当然か、いくら言い伝えのためといっても天下の庵野グループに嫁ぐのが借金を抱えた私じゃ反対されるはず。

　だけど、借金返済に瑠璃の医療費まで出してくれた航君の恩に報いるためにも、どんなに反対されたって認めてもらわなければいけない。

　まずはしっかりと挨拶をして、それから……とご両親に会ってからのことを考えていると、航君のスマホが鳴った。

「悪い、会社からだ」

「どうぞ」

　私の返事を聞き、「すまない」と言って立ち上がり、航君は電話に出た。

「もしもし、どうした？」

　いつも遅くまで仕事をしているようだし、休日でもこうして電話がかかってくるのが日常なら、ゆっくり休めていないんじゃないかな。

　ふと、彼の身体のことが心配になる。

「じゃあすぐにメールで資料を送ってくれ。確認次第、また連絡をする」

　どこか焦った声で通話を切ると、航君は申し訳なさそうに私を見た。

「すまない、仕事でトラブルが起きて対応に当たらなければいけなくなった。少し書斎で仕事をしてきてもいいか？」

「もちろんです。すぐに行ってください」

　私がそう言ってもなぜか航君はなかなか部屋を出ようとしない。

「あの、本当に私なら大丈夫なので行ってください」

「……わかった、できるだけ早く戻る」

　慌てて航君が出ていくと、部屋には私ひとりだけになる。

　きっと航君の仕事は私が想像する以上に大変なものだと思う。結婚したら私は、すべてのアルバイトを辞めるつもりだ。

　航君にも家庭に入ってほしいと言われたし、私自身も航君の願い通りに妊娠して出産するとなれば、子供のために家庭に入りたい。

　それに航君は、『これまで一緒に過ごす時間がなかなか取れなかっただろうから、瑠璃が元気になったらできるだけそばにいてあげたらいい』とも言ってくれた。

　だからこそ航君とは始まりは普通ではなくても、時間を重ねていけば本物の夫婦になれると思っていたんだけど、親に反対されているかもしれないことも話してくれないのに、その願いは叶うだろうか。

　夫婦って互いの信頼関係の上に成り立つものだと、母がよく言っていた。それを言ったら私たちはまだ、スタート地点にも立てていない気がする。

　私のことを信用していないから、航君は今日なにも話さなくていいって言ったと思うから。

　どんどん気分が落ち込む中、こちらに近付く複数の足音が聞こえてきて我に返る。

　航君には気にせずに仕事してきてと言ったけれど、それはつまり、私ひとりでご両親に会うということになる。

　どうしよう、私ひとりで大丈夫？　ううん、怯ひるんだらだめだ。だって理由はどうであれ、航君と結婚すると決めた以上、彼のご両親は私の両親になる。これから長い付き合いになるのだからしっかりしないと。

　そう自分に言い聞かせながら立ち上がり、おじいさまたちを待つ。少しして足音が部屋の前で止まり、襖がノックされた。

「失礼するよ」

　おじいさんの声とともに開かれた襖。おじいさんの後から彼のご両親らしきふたりが入ってきた。

　笑顔のおじいさんとは違い、無表情でいっさいこちらを見ないふたりに緊張がはしる。やはりご両親は反対していそうだ。

「あれ？　航はどこに行ったんだ？」

「仕事でトラブルがあったようで、書斎にいます」

　航君がいないことに気付いたおじいさんに事情を説明すると、お義と父うさんは深いため息を漏らした。

「結婚相手をひとりにするとは……」

「お前たちが私と一緒に千波さんを出迎えんのが悪いのだろう」

　おじいさんとお義父さんが言い合う中、お義か母あさんが割って入る。

「いいじゃないですか、航がいたら千波さんとゆっくりお話しできないでしょうし。私たちの気持ちもお伝えすることができませんでしたから」

　そう言うとお義母さんは厳しい目を私に向けた。

「はじめまして、千波さん。航の母です」

「はじめまして」

　慌てて頭を下げると、お義母さんは間髪を容れずに言った。

「はっきりお伝えします。私と主人は航と千波さんの結婚に反対です」

　予想はしていたことだけれど、こうもはっきりと言われたことにショックを隠し切れない。

「おい、美み代よ子こさん。なにを言ってるんだ」

「お義父さんは黙っていてください」

　厳しい口調でおじいさんを止め、お義母さんは続ける。

「お義父さんからは、古の言い伝え通り、航を来栖家の長女と結婚させると何度も聞かされてきました。しかし私も主人もそんな迷信通りにしなくても、庵野グループを背負って立つ器も実力もついた航には、心から愛した女性と結婚してほしいと思っています」

　それは私に対する母の願いと同じだった。そっか、言い伝え通りに結婚してほしいのはおじいさんだけで、航君のご両親は反対していたんだ。

　ご両親は航君の幸せを願っていたとわかり、よかったと思う半面、それではどうすれば認めてもらえるのかわからなくなってしまった。

　だってふたりは私の家庭の事情を理由に反対しているわけではない。この言い伝え通りに結婚することに反対しているのだから。

「俺は賛成だけどな」

　どう答えたらいいのかと頭を悩ませている時に聞こえてきた声。ドアの方に目を向けると、航君に似た男性が部屋に入ってきた。そして私を見てにっこり微笑む。

「はじめまして、千波さん。弟の佑ゆう志じです。お会いできて光栄です」

「あ、こちらこそ」

　突然現れた弟の佑志さんに戸惑い、言葉が続かない。そんな私を庇うように私の前に立つと、佑志さんはご両親に向かって口を開いた。

「これまで多くの女性との見合いを企てても、一向に結婚をしなかった兄さんが、やっと結婚するって言ったんだよ？」

「それは……っ！　お義父さんが昔からずっと航に来栖家との関係を言い聞かせてきたからであって、あの子自身の意思ではないのよ」

「そうかな？　もしかしたら千波さんにひと目惚れした可能性だってあるじゃん。だから結婚したいと思ったのかもしれないよ」

　航君に限って私にひと目惚れしたなんて絶対にあり得ないことだけど、お義母さんは言い返すことなく言葉を詰まらせた。

「航が自分で見合いを申し入れ、千波さんと顔を合わせた上で決めた結婚じゃ。佑志の言う通り、航がひと目惚れした可能性もある」

　ただ様子を見守ることしかできない私を置き去りにして、話は進む。

「昔から冷静なあの子がひと目惚れなんてあり得ないわ。たとえそうだとしても、もっと時間を積み重ねてから結婚するものでしょう？　それなのに、出会ってすぐに結婚を決めたのは言い伝えのためじゃない」

「いいことじゃないか、航は好きな相手と結婚し、さらには言い伝え通り一族の繁栄をも叶えようとしているのだ」

「お義父さんがそう言うから、航は責任を感じているんですよ」

　ひと際大きな声で言ったお義母さんは、再び私を見据えた。

「千波さん、二十歳の誕生日が近いんでしょう？」

「……はい」

　私の答えを聞き、お義母さんは頭を抱えた。

「やっぱり。……私はこの結婚に反対です」

「そうだな、私も申し訳ないが賛成できない」

　お義母さんに続き、ずっと静観していたお義父さんにもこうもはっきりと言われては、なにも返しようがない。

　佑志君は諦めたように深いため息を漏らし、おじいさんも頭を抱え込んだ時。

「前にも言った通り、どんなに反対されたって俺は千波と結婚するから」

　いつの間に来たのか、力強い声で言いながら航君が部屋に入ってきた。そして私の横に立つと、そっと肩を抱いた。

「ごめん、ひとりにして」

　耳元で囁かれた言葉に、緊張が解けていく。

「今日はふたりに結婚の許しを得に来たわけじゃなくて、千波を紹介するために来たんだ。結婚するなら千波以外の女性は考えられない」

　ドキッとするようなセリフを放った航君に佑志さんは、「ヒュー」と口笛を鳴らし、おじいさんは「よく言った！」と大喜びした。

「これ以上ここにいたって、千波が嫌な思いをするだけだからもう帰る」

　そう言うと航君は私の手を取って歩を進める。

　いいの？　このまま帰っても。でもご両親を納得させることを私には言えない。航君が私との結婚にこだわるのは、庵野家の繁栄のため。決して私が好きで結婚を望んでいるわけではないもの。

「航！　結婚は絶対に認めませんからね」

　私たちが部屋を出る前にお義母さんにかけられたひと言に、一瞬航君の足が止まる。だけど彼は振り返ることなくすぐにまた足を進めた。

　廊下を突き進み、玄関を出て車に乗り込むまで航君はひと言も話さなかった。もちろん私から声をかけることもできず、沈黙の時間が流れる。

「今日は嫌な思いをさせてしまい、すまなかった」

「いいえ、そんな。……私の方こそ航君のように立ち回ることができず、すみませんでした」

「そんなことはない。もとはと言えば千波をひとりにさせた俺の責任だ。……わかったと思うが両親は俺たちの結婚に反対している」

「……はい」

　今さっき、身をもって知った。だからこそ今一度航君の気持ちを聞かせてほしい。

「あの、もう一度聞かせてください。……本当に航君は私と結婚してもいいんですか？　後悔しませんか？」

　ご両親があんなに私との結婚に反対するのは、彼の幸せを心から願っているからこそだと思う。

　それに庵野グループの地位は揺るぎないものだ。うちの旅館のように倒産することなどあり得ないはず。私と結婚しなくたって今後もずっと大きく成長することだって可能じゃないだろうか。

　現にお義母さんも言っていたじゃない、航君に庵野グループを背負って立つ器も実力もつけさせてきたって。だったら迷信かもしれない言い伝えに忠実に従うことはないのに。

「後悔、か。千波は俺が後悔すると思っているんだ」

　悲しげに言うと、航君は路肩に車を停車させた。切なそうに私を眺める彼と目が合い、心が大きく揺れ動く。

　後悔しないかと心配になるのは当然だと思う。何度も言っているけど、どう考えても私にばかりメリットがある話だもの。

「そう思うのは普通ではないでしょうか？　ご両親だって航君には、好きな人と結婚してほしいと願っていました。だから私との結婚に反対されているんです」

「俺はそれでもいいって言ったよな？」

「言いましたけど……。ご両親は迷信かもしれない言い伝え通りに結婚しなくてもいいって思っているんですよね？　だったら航君が一族の未来を背負うことはないと思うんです」

　私はてっきり家族みんなが、航君に結婚しなさいと言っているものだとばかり思っていた。でも私との結婚を望んでいるのはおじいさんだけ。それなら無理に私と結婚しなくたっていい。

「もし航君が私との結婚を考え直すと決めたなら、私はそれに従います。ただ、その……払っていただいた瑠璃の医療費や借金については、少しずつの返済になってしまいますが、必ず全部お支払いします」

　想像もできないほどの大きな額かもしれないけど、航君が私と結婚しないならこの契約は成り立たない。

　私は彼の子供を産むことができない以上、私だけお金を受け取るわけにはいかないもの。

　その思いで言ったものの、航君はますます悲しげに表情を歪めた。

「前にも言ったけど、俺は千波以外と結婚するつもりはないよ。……それに嫌いな相手と結婚するわけじゃないから後悔もしない」

「えっ……」

　嫌いな相手と結婚するわけじゃないって……いや、私のことは好きでもないし、嫌いでもないってことだよね？

　航君が意味深なことを言うものだから、少しだけ焦ってしまった。

　勘違いしちゃだめと自分に言い聞かせていると、急に手をギュッと握られた。びっくりして彼を見れば、真剣な瞳を向けられていて一瞬息が止まる。

「ちゃんと伝わったよな？　俺は千波だから結婚したいんだ」

「私だから、ですか？」

「あぁ」

　オウム返しした私に力強く答え、航君は話を続けた。

「千波の言う後悔は絶対しないし、どんなに周りが反対したって千波と結婚する。……だからそんな俺との結婚を考え直すなど、悲しいことを言わないでほしい」

　目を離すことなく言われた言葉が胸の奥深くに刺さり、苦しくなる。

　こんなことを言われたら、航君は私を好いているから結婚したいと思っていると勘違いしてしまいそう。

　でもそんなことあり得ない。だって私たちはまだ出会って一週間しか経っていないのだから。

　航君は悪い人ではないと思うし、彼との間には結婚後に愛が生まれるかもしれないと期待をしていた。だけど自分の気持ちは不確かなもので、はっきりと恋心と認められるものではない。

　きっと航君も同じだと思う。だから決して彼は、私を好きだから結婚したいのではなく、嫌いじゃないし、言い伝えがあるから好意的なだけ。

　そう自分に何度も言い聞かせても、握られた手から彼の熱が伝わり、それは私の身体中を巡っていく。

　次第に頬が熱くなってしまい、恥ずかしい気持ちでいっぱいになる。すると航君は「フッ」と少しだけ笑い、私の手を放した。

「その様子だと、俺の気持ちはちゃんと千波に届いたようだな」

「えっと……」

　気持ちってなに？　せっかく自分に勘違いしちゃだめって言い聞かせていたのに、そういうこと言われたらわからなくなる。

「帰ろうか」

　そう言って航君は再び車を発進させた。

　アパートに着くまで航君は表情には出ていなかったけれど、どこか機嫌がよさそうだった。そんな彼をチラチラと横目に見ながら、私はますます航君の気持ちがわからなくなってしまう。

　私を好きじゃないですよね？　好きだとしても出会ってすぐで、どこを好きになってくれたんですか？

　聞きたいことはたくさんあるのに聞けるはずもなく、アパートに到着した。そして帰りがけに「千波と一緒に暮らせるのを楽しみにしている」と言われ、私はますます混乱してしまった。




　次の日はアルバイト先の土産物屋で朝から十六時までの勤務。昼休みに伯父から瑠璃の面会ができるようになったと連絡をもらったので、仕事終わりに真っ直ぐ病院へ向かった。

　瑠璃は私が病室に入るといつもの笑顔を見せてくれた。

「心配かけてごめんね」

　弱々しい声で言われた言葉に涙が込み上げてくる。

　補助人工心臓を装着した姿を初めて見た時は、瑠璃の命の灯はいつ消えてもおかしくない、もしかしたら二度と会えないかもしれないと本気で思った。

　そんな瑠璃の声を聞けた。また私に笑顔を向けてくれている。こんな当たり前のことで瑠璃が生きているんだと実感し、溢れた涙を拭って瑠璃のベッドの脇にある椅子に腰を下ろした。

「本当だよ、連絡をもらった時は私の心臓が止まりそうだったんだからね」

　冗談交じりに言えば、瑠璃はまた笑顔で「それは困るからやめてよ」と言う。

　いつものやり取りに幸せな気持ちで埋め尽くされていく。

「そうだ、伯父さんから聞いたよ。お姉ちゃんの結婚のこと。びっくりしたけど、相手はお姉ちゃんのことを心から大切にしてくれる人だって聞いて安心したよ」

「伯父さんがそう言っていたの？」

「うん」

　でも確かに挨拶に来てくれた航君の言動からしたら、伯父さんがそう勘違いしても仕方がないのかもしれない。

「ずっとお姉ちゃんには幸せになってほしいと思っていたから、本当に嬉しい。……それに私の移植手術のことも聞いたよ。なんてお礼を言えばいいか……っ」

　言葉を詰まらせた瑠璃の瞳からは大粒の涙がこぼれ落ちた。

「ごめっ……！　泣いたら心臓に負担がかかるってわかってはいるんだけど嬉しくて」

　涙を拭い、瑠璃は笑顔で続ける。

「昔から私のせいで家族みんなに迷惑をかけていたことがすごく嫌だったの。でもね、なにより一番嫌だったのは、普通の生活ができないことだった。だけど心臓を移植したら、私もお姉ちゃんみたいに学校に行ってアルバイトをして、友達といっぱい遊んでそれに恋だってできるでしょ？　ずっと叶えたかった夢が叶うんだと思ったら嬉しくてたまらないの」

「瑠璃……」

　初めて聞いた瑠璃の本音に、私まで涙が溢れ出した。

　そうだよね、瑠璃が一番つらくて苦しかったよね。当たり前の日常を過ごすことができないのが、どれほどせつないか……。

「ごめんね、瑠璃の気持ちに気付いてあげられなくて」

　ギュッと手を握って謝ると、瑠璃は首を左右に振った。

「ありがとう、お姉ちゃん。私の夢を叶えてくれて。……私、向こうで頑張ってくるから、元気になったら一番にお姉ちゃんと旦那さんにお礼を言いに行くからね」

「うん、その日を待ってるよ。一緒についていけなくてごめんね」

　航君との結婚準備もあり、伯母が瑠璃に付き添ってくれることになった。私の誕生日に航君と身体を重ねることがこの結婚の条件だから、付き添いたくても私が行くわけにはいかない。

「ううん、お姉ちゃんは結婚準備で忙しいんでしょ？　移植は私が受けるんだもの、お姉ちゃんが来たってなにもできることはないから大丈夫」

　そう言われちゃうと少し寂しい気持ちになるけれど、きっと瑠璃なりに私を気遣ってくれているんだと思う。

「そうだね、じゃあ私は日本で瑠璃の移植が成功することを祈っているから」

「うん。早くお姉ちゃんの花嫁姿を見られるように頑張るね」

「約束ね」

　お互い涙を拭いながら指きりを交わす。

　伯父が事前に瑠璃に、航君とのことを話してくれていてよかった。嘘をついていることは心苦しいけど、その嘘のおかげで瑠璃は安心して行くことができるのだから。

　それにこんなに喜ぶ瑠璃の姿を見たら、やっぱり願ってしまう。結婚して同じ時間を過ごす中で、私と航君の間に恋心が芽生えますようにって。

　元気になって戻ってきた瑠璃に、自分の幸せな姿を見せたい。そのために航君と本物の夫婦になれるよう努力しよう。

　瑠璃の笑顔を見ながらそう心に誓った。




　それからの日々は、あっという間に流れていった。

　どんなに仕事が忙しくても、航君はこまめに連絡をくれた。その際には瑠璃の容体を気にかけ、私の気持ちに寄り添い、些細な話でも親身に聞いてくれたのだ。

　疲れているはずなのにそんな様子は見せず、逆に私が無理していないかと心配するほど。

　会わなくても言葉の端々に彼の優しさを感じていた。

　瑠璃が移植のために日本を発つのはちょうど私の誕生日前日となり、私もそれに合わせてアパートを引き払い、航君がひとりで暮らしている都内のマンションへ引っ越すこととなった。

　幸いなことに荷物は少なく、それほど手間がかからずに準備を終えることができた。そして……。

「瑠璃、元気な姿で帰ってくるのを待ってるから気を付けて行ってきてね」

「うん、頑張ってくるよ」

　空港のロビーで私は車椅子に乗っている瑠璃と視線を合わせるように膝を折り、瑠璃の手を強く握った。

　きっと大丈夫、絶対に成功する。そう信じたいのに不安が付きまとって離れてくれない。

　少しでも払拭したくて、しっかりと瑠璃の手の温もりを感じる。

「大丈夫よ、千波ちゃん。きっとお母さんが天国で見守ってくれているはずよ。なにかあったらすぐに連絡をするから、千波ちゃんは安心して結婚の準備を進めなさい」

「そうだよ、お姉ちゃん。私が戻ってきたら結婚式を挙げるんでしょ？　しっかり準備していてよね」

　伯母に続いて冗談交じりに瑠璃が言うものだから、つい口元が緩んだ。

「そうだね、瑠璃が元気になって戻ってくる前にちゃんと準備を進めておくね」

「約束ね」

　瑠璃と指きりを交わしてゆっくりと立ち上がり、伯母に深々と頭を下げた。

「伯母さん、このたびは本当に瑠璃に付き添っていただけて感謝の思いしかありません。どうか瑠璃のことをよろしくお願いします」

「えぇ、もちろんよ。瑠璃ちゃんのことは私が責任を持って預からせてもらうね」

「お願いします」

　そんなやり取りを終えると、ロビー内には瑠璃の乗る便の搭乗受付が始まったというアナウンスが流れた。

「瑠璃ちゃん、残念だけどそろそろ行きましょうか」

「はい。……会いたかったな、航さんに」

　名残惜しそうにボソッと呟いた瑠璃。

　今日、本当は航君も一緒に瑠璃の見送りに来てくれる予定だった。だけど会社から急な呼び出しが入ったと連絡があり、仕事を終わらせてから来るって言っていたけれど……。

　周囲を見回すも、航君らしき人影は見当たらなかった。

　瑠璃は一般の乗客より先に搭乗するため、もう行かなくちゃいけない。

「でもお姉ちゃんの旦那さんってことは、私のお義に兄いさんになるってことでしょ？　だったらこれからいつでも会えるもんね。……会うのは元気になったご褒美にとっておくね」

「……うん、そうだね」

　瑠璃が前向きな気持ちになってくれてすごく嬉しい。今の瑠璃なら絶対に大丈夫だ。必ずまたこの愛らしい笑顔を私に見せてくれる。

「それじゃお姉ちゃん、いってきます」

「いってらっしゃい」

　笑顔で大きく手を振って瑠璃と伯母を見送る。

　瑠璃は搭乗ゲートを抜けてからも、私が見えなくなるまで何度もこっちを見て、笑顔で手を振り続けた。それに私も笑顔で応え続ける。

　だけど瑠璃の姿が見えなくなると、ずっと我慢していた涙がこぼれ落ちた。

　入院していることがほとんどで、一緒に生活した時間は短かったけれど、病院に行けばいつも会うことができた。そして母が亡くなり、父がいなくなってからは本当に瑠璃が私の心の支えだった。

　でもずっと満足のいく治療を受けさせてあげることができなくて、瑠璃にも随分とつらい思いをさせてきた。やっと最高の治療を受けて、元気になれる。

　そのためのしばしの別れだとわかってはいるけれど、やっぱり寂しいよ。

　外に出て瑠璃と伯母が乗った飛行機を見送るつもりだったのに、泣いたままじゃいけない。だから早く涙を止めなくちゃって頭ではわかっているのに、そう思い通りに止まってはくれなかった。

　拭っては溢れ出る涙を必死に拭う。

　多くの人が行き交う空港のロビーで、どれくらいの時間泣いていただろうか。最初は気にする余裕もなかった人目が徐々に気になり始めた頃、涙を拭う手を掴まれた。

　びっくりして私の手を掴んでいる腕を辿っていくと、こちらを心配そうに見つめる航君がいた。初めて見る彼の表情に涙が止まる。

「擦りすぎだ、赤くなっている」

「えっ？　んっ」

　目に溜まっている涙を優しく拭われ、くすぐったくて声が漏れた。

「悪かった、どうやら間に合わなかったようだな」

　今度は申し訳なさそうに謝る彼に、なぜか胸がトクンと跳ねた。

　なんでここでドキッとするわけ？　それよりも早くなにか言わないと。

「いっ、いいえ、そんな。お仕事なら仕方がありません。それに瑠璃も、元気になってから航君に会うのを楽しみにしていると言っていましたから」

「……そうか」

　呟いた彼の口角が少しだけ上がり、たったそれだけで優しい表情に見えて目が離せなくなる。

　思いっ切り笑っているわけではないのに、どうしてこんなにも惹きつけられるのだろう。普段はあまり感情が表に出ない人だから？　だからさっきから胸が苦しいほどドキドキしているの？

　自分の気持ちなのにわからず頭を悩ませていると、航君はそっと私の手を握った。

「外で見送りしよう」

「は、はい」

　手を引いて先を歩く航君だけれど、私の歩幅に合わせ、時折早く進みすぎていないか気遣ってくれるのがわかり、ますます胸の鼓動は増すばかり。

　会うのは、まるで私に好意を寄せているかのように言われた時以来だからかな？　すごく航君のことを意識しちゃってる。

　展望デッキに着いてからも、航君はギュッと私の手を掴んで離すことはなかった。だけどそのおかげで寂しい気持ちは薄れ、瑠璃が乗った飛行機を泣かずに笑顔で見送ることができた。

　そして航君は飛行機が飛び立った後もしばらくの間、雲ひとつない青空を見つめる私に付き合ってくれたんだ。




　空港を出て、航君の運転する車で彼のマンションへ向かうとばかり思っていたけど、窓の外に流れる景色は都心部にある国際的にも有名なホテルが立ち並ぶエリア。

　どうもマンションへ向かっているようには思えない。

「あの、航君。今からどこに行くんですか？」

「せっかくだし、夕食は外で取ろうと思ってレストランを予約しておいたんだ」

「そうだったんですね。でも、あの……引っ越し業者が夕方に荷物を運んでくれる予定なんです」

　それなのに家にいないのは、まずいのでは？

「それなら大丈夫だ。コンシェルジュに千波の荷物を受け取ってもらうよう頼んでおいたから」

　そっか、航君が住むマンションにはコンシェルジュがいるんだ。あんなすごい家が実家なんだから、住むならセキュリティー面が万全なところで、コンシェルジュが常駐しているのは必須なのかもしれない。

「今さらだけど千波、苦手な食べ物はある？」

「いいえ、とくにないです」

「それならよかった」

　ちょうど目的地に到着したようで車は停車した。先に降りた航君に助手席のドアを開けてもらって外に出る。

「ここって……」

　目の前に立っているのは、よくテレビや雑誌にも取り上げられ、おそらく日本人なら誰だって知っているはずの一流ホテルである『神かみ屋や敷しきホテル』。

　父がよくここのホテルは部屋もおもてなしも料理も、世界一だと言っていた。そんなところで食事だなんて……。

　一流ホテルに入っているレストランだから、あまりにカジュアルすぎる服装ではいけないよね？　前もって聞いていたら、もっときちんとした格好で来たのに。

「行こう」

　ホテルスタッフに車のキーを預けた航君は、私の腰に手を回して歩き出した。今日の彼の服装は仕事に行っていたからスーツで、なんら問題ない。だけど私は違う。ゆったりとしたオフホワイトのシャツにロングスカートだ。

「航君、あの……っ！」

「千波、こっち」

　この近くに服屋はないか聞こうとした私の声を遮り、航君はロビーを抜けるとなぜかエレベーターに乗って地下へと向かう。

　降りた先はホテル内のアーケード。ネイルサロンや美容室、アクセサリーショップ、服やバッグを売っている店などが様々に並んでいる。

　すごい、ホテルの地下にショッピングモールのように多くの店があるなんて。それもどこも聞いたことがある有名なブランドの店ばかり。

　物珍しさにキョロキョロ見回していると、航君は美容室の前で足を止めた。

「行っておいで」

「えっ？　行っておいでって……？」

　わけがわからず頭にハテナマークをいっぱい浮かべる中、私たちに気付いた店員が店から出てきた。

「庵野様ですね、お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

「え？　いや、あの……」

　航君は混乱する私の背中を押す。

「よろしく頼む」

　航君に言われ、店員は満面の笑みを見せた。

「はい！　奥様のことは私どもにお任せいただき、庵野様は奥の待合室でお待ちください」

　そう言うと店員は私を店へと案内する。まず先に個室に入り、シックで大人っぽい黒のレースがあしらわれたドレスに着替えさせられた。

「奥様、大変お似合いです！」

　ドレスを着た私を見た店員に〝奥様〟と呼ばれて褒められると、なんともむず痒い気持ちになる。

　でも本当に航君と結婚したら私は彼の妻になるわけで、そう呼ばれることにも慣れなくてはいけないのかもしれない。

「奥様に似合う服をちゃんとわかっていらっしゃるなんて、さすがご主人様ですね」

「もしかしてこの服って……」

「もちろん庵野様からの持ち込みでございます。『妻にこれを着せ、似合うヘアメイクをお願いしたい』と承りました」

　そうだったんだ、このドレスは航君が選んでくれたんだね。

　こんなに大人っぽい服は、自分では絶対に選ばない。それに動きやすさを重視しちゃうもの。

　でも航君が選んでくれて、さらには店員にも褒められたら自分で思っている以上に似合うんじゃないかと思ってしまうから不思議だ。

「ではヘアメイクに入らせていただきますね」

「お願いします」

　終わったら真っ先に航君にお礼を言わないと。

　それからプロの手によってメイクが施され、髪もドレスに合うように大人っぽい雰囲気にアレンジしてくれた。

　これが本当に私？　まるで別人だ。

「すごい」

　鏡に映る自分を見て思わず漏れた声に、店員にクスリと笑われてしまった。

「早く庵野様にもお見せしましょう。きっと奥様があまりに綺麗でびっくりされますよ」

　そんなことは絶対にないと思うけれど、早く航君にお礼を言いたい。

　店内の奥には待合室があり、そこで航君はコーヒーを飲みながらビジネス雑誌を読んでいた。

　よほど集中しているのか、私たちにいまだに気付いていない様子。

「庵野様、お待たせいたしました」

　店員に声をかけられて初めて気付いたようで雑誌を閉じた航君が顔を上げた。そして私を見ると、少しだけ目を見開く。

　なにも言わずにジッと見つめられること数秒。いたたまれなくて声をあげた。

「あの、航君。このドレス、ありがとうございました。それにヘアメイクも」

　おかげで夢のような経験をすることができた。だって自分では、メイクも髪の毛もこんなに上手にできないもの。

「いや、食事に誘ったのは俺だから。……すごく似合っている」

　少しだけ目線を逸らして付け足し言われたひと言に、胸がきゅんとなる。

「あ、ありがとう、ございます」

　たどたどしくなってしまい恥ずかしい。

　私もまともに航君の顔が見られなくなる。するとそばにいた店員が「仲がよろしいんですね」なんて言うものだから、ますます彼を見ることができなくなってしまった。

　微笑ましい顔の店員に見送られ、私たちは最上階にあるフレンチレストランへ向かった。

　通されたのは奥にある個室。大きな一枚のガラス窓からは都内の夜景が一望できて、その美しさにくぎづけになる。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　ホールスタッフに椅子を引いてもらい、航君と向かい合うかたちで座る。すると、まずは前菜が運ばれてきた。

　ここまでの高級店ではないけれど、コース料理はこれまでに何度も食べたことがある。テーブルマナーもそれなりに自信はあるものの、食事する相手が家族ではなく航君ってだけで、こんなにも緊張するなんて。

　だけどそれも最初のうちだけ。これまで連絡を取り合っていたからか、その話題を中心に話が弾み、最後のデザートが運ばれてきた頃にはすっかり緊張が解けていた。

「デザートのショートケーキとコーヒーでございます」

　説明を聞きながらテーブルに置かれたケーキに目を向ける。

「あれ？　これは……」

　真っ赤な苺の上にのっていたのは、ダイヤモンドが光り輝く指輪だった。

　するとスタッフは、テーブルにキャンドルを置いて火を灯すとドアの方へ移動し、電気を消した。

　キャンドルの明かりだけが灯る幻想的な室内で、航君は立ち上がり、ゆっくりと私の方へ移動してきた。

　そして私の前で足を止め、航君はいきなり跪ひざまずいた。

「航君？」

　びっくりして立ち上がった私の左手を彼は優しく握り、真剣な瞳で私を見上げた。

「求婚しておきながら、ちゃんとしたプロポーズが後回しになったままですまなかった」

　そう前置きして彼は続ける。

「きっかけはどうであれ、結婚する以上、千波のことを生涯かけて大切にすると誓おう。もちろん千波の家族もだ。……どうか俺と結婚してほしい」

「航君……」

〝好きだ〟〝愛している〟といった愛の言葉がないプロポーズ。これが私たちの関係なのだと現実を突きつけられる一方で、彼なりに私との未来を考えてくれているのが伝わってくる。

　だって生涯かけて私を大切にするって言ってくれた。それはつまり、彼の望み通りに子供を産んだ後も夫婦関係を続けてくれるってことでしょ？

　はっきりと言葉にしてはくれないけれど、私と同じように結婚してから夫婦としての距離を縮めていきたいと、航君も思っている。そう自惚れてもいいだろうか。

「千波、返事をもらってもいい？」

　少しだけ眉尻を下げた彼に聞かれ、我に返る。

「えっと、はい。こんな私ですがよろしくお願いします」

　慌てて返事をしたものの、どう言ったらいいのかわからなくて変な風に返してしまった。

　だけど航君は笑ったりせず、どこか安心した様子で立ち上がった。ドア付近に控えていたスタッフは、航君に声をかけられると苺の上のある指輪を取り、綺麗に生クリームを拭き取ってくれた。

　それを受け取ると航君はそっと私の左手薬指にはめる。

「よかった、サイズが合っていて」

　優しく指輪を撫でる航君に、顔が熱くなる。

　プロポーズが成功したことを見届けたスタッフは、新しいケーキと交換して「失礼します」と静かに言って部屋から出ていった。

　再びふたりっきりになると、航君は手を握ったまま私の様子を窺いながら口を開いた。

「それで千波、今夜はホテルに泊まろうと思って部屋を取ったんだけど大丈夫か？」

　そうだ、明日は私の誕生日。日付が変わる瞬間……つまり今夜、私は彼と身体を重ねなければならない。

　それが結婚の条件だったのに、直前になってこうして『大丈夫か？』と聞いてくれる航君は、やっぱり優しい人だと思う。

「はい、大丈夫です」

　航君は約束通り、借金の返済も瑠璃の医療費も担ってくれた。彼には返しきれない恩がある。なにより航君とそういう行為をすることに抵抗はない。

　それはきっとまだ出会って間もないけれど、航君がどういう人なのか知ることができ、嫌いじゃないからだ。

　むしろ好感を抱いている。そんな相手と結ばれることに嫌悪感を抱くはずがない。

　返事を聞くと、航君は「わかった」と言い、私の手を放して席に戻った。私も椅子に座り、ケーキを口に運ぶ。

　だけどこれからのことを考えるとさっきよりも緊張が増し、半分以上残してしまった。




　レストランを後にして、航君が取ってくれた部屋へと向かう。そこはこのホテルのスイートルームだった。

　部屋に入って廊下を進み、一番奥のドアを開けると、広々とした空間が広がっている。大きな窓からはレストランで見た都内の夜景が一望でき、部屋の中央にはゆったりとしたソファとテーブルがある。テーブルの上にはウエルカムフルーツが並んでいた。

　その奥にはキッチンとダイニングテーブルがあり、まるでマンションの一室のよう。

　一般の部屋でさえも宿泊料は高いはず。それなのにスイートルームとなればいったいいくらするのだろうか。

　それだけではない、もらった指輪にさっきのレストランでの食事代、ドレスやヘアメイク代と、どれだけ航君にお金を使わせてしまったのかな？

「あの、今日はすみません。いろいろといただいてしまって」

　申し訳なくなって謝った私に対し、航君は眉間に皺を刻んだ。

「当然のことだろ？　夫が妻にプレゼントを贈るのも、初めて一緒に過ごす夜にホテルを取るのも」

「それにしたって、かなりの金額ですよね？」

「大した額じゃない」

　庵野グループの御曹司ともなれば、彼の言う通り大した額じゃないのだろう。航君と結婚する以上、一々こんな風に気にしていたらだめなのかもしれない。

「わかりました。……ありがとうございます、こんな素敵な部屋を取ってくれて」

　私のためにお金を使ってくれることに対して、せめてお礼を言いたい。

　その思いで言えば、航君は少しだけ口角を上げた。

「ん、謝られるよりこっちの方がいい。先に風呂に入ってこい」

　髪をクシャッと撫でられ、ドキッとしてしまう。

　そうだ。私、これから航君と……。

　結婚を決めた時から覚悟は決めていたけれど、いざその時が来ると一気に緊張してきた。

「は、はい」

　逃げるようにバスルームへ飛び込み、ドアを閉めると同時に深いため息が漏れた。

　バスルームの洗面台に映る私の頬は赤く染まっていて、いかに自分が緊張しているのかがわかる。

「だめだ、お風呂に入って少しでも落ち着かせないと」

　このまま航君に抱かれたら心臓が止まりそうだ。

　大きく深呼吸をしてドレスを脱ぎ、広い浴室に入る。真っ先に目に飛び込んできたのはここからも見える都内の夜景と、浴槽に浮かぶバラの花びらだった。

「すごい、バラ風呂なんて初めて」

　シャンプーやリンス、ボディソープも有名ブランドのもので、香りに癒される。

「気持ちいい」

　夜景を眺めながらゆっくりと湯に浸かったら、少し緊張も解けた。

　伯父からお見合いの話を聞いた時はびっくりしたし、実際に航君に会ってからも驚きの連続だった。

　いきなりプロポーズされて、さらには古の言い伝えを聞かされ、私にとってメリットしかない条件を言ってきた。

　今日まで怒涛の日々だったけれど、きっとこの先、航君と結婚したことを後悔する日は来ないと思う。

　だって彼は誠心誠意、私に向き合ってくれているから。ふたりで過ごす時間を積み重ねていけば、本物の夫婦にもなれる気がするもの。

　ううん、そうなりたい。結婚するなら航君と身体だけではなく、気持ちも繋がりたい。なにより彼との仲睦まじい姿を瑠璃に見せて安心させたいよ。

　湯船から出てバスローブを身にまとい、髪を乾かしてから出ると、航君が入れ替わりにバスルームに入った。

　身体はお風呂を出てからずっと火照っていて熱い。手で顔を仰ぎながら喉の渇きを覚える。航君が出してくれたのか、テーブルの上にはミネラルウオーターが置かれていて、それを半分以上一気に喉に流し込んだ。

　時間を確認すると、二十三時になろうとしている。思った以上に長い時間、お風呂に入っていたようだ。

　あと一時間で航君に抱かれるんだ。そう思うとまた一気に緊張してきてしまい、少しでも和らげようと夜景に目を向ける。

　多分寝室は廊下を出たところにあるドアの先だよね。先に寝室に行って待っていた方がいいのかな？　それだとやる気満々だと思われるのでは？

　グルグルと考えを巡らせていると、バスルームのドアが開く音がした。いつもしっかりとセットされている髪は下ろされていて、少し幼さを感じる航君は、私と同じバスローブを着ている。

　真っ直ぐに私のもとに来ると、ジッと私を見つめた。

「それ、もらってもいい？」

　彼が指差したのは私が持っているミネラルウオーターだった。

「はい、どうぞ」

　思わず差し出したものの、私が半分以上飲んでいた。だけどかまうことなく受け取り、彼は一気に飲み干した。

　空になったペットボトルを近くのごみ箱に捨て、私の髪をそっと掬う。

「緊張してるか？」

　もちろん緊張している。素直に頷くと、航君の手は髪から頬に移動した。

「俺も少し緊張している」

「航君も？」

　信じられなくて彼を見つめれば、気まずそうに目を逸らす。

「当然だろ？　千波を抱くんだから」

　私を抱くから緊張するってどういう意味？　どうして航君はこうも私の心を乱すことばかり言うのだろうか。

　トクン、トクンと胸の高鳴りが増す。すると航君は私の肩と膝裏に手を回して軽々と抱き上げた。

「きゃっ!?」

　突然宙に浮いた身体に悲鳴にも似た声をあげ、咄嗟に彼の首にしがみつく。

「千波がどんなに緊張していたって、悪いけどやめるつもりはないから」

　まるで逃がさないというように私を抱く力を強め、彼は部屋から廊下に出た。そして間接照明を灯した寝室に入ると、大きなキングサイズのベッドに優しく私を下ろす。

　すぐに覆いかぶさり、私を見下ろす彼はとても妖艶で胸が締めつけられた。

「千波……」

　愛しそうに名前を呼んだ彼が、ゆっくりと近付いてくる。

　キスだ――。そう理解すると同時にギュッと瞼を閉じれば、唇に温かな感触が触れた。

　初めてのキスに、息が止まりそう。

　目を開ければ、視界いっぱいに航君の端正な顔が広がっていて本当に息が止まりそうになってしまう。

　それなのに目を逸らすことができないのは、彼が私の瞳を掴んで離さないからだ。

「千波」

　名前を呼びながら再び唇を塞がれ、何度も口づけが繰り返される。

　時には下唇を食み、リップ音を立ててまるで私の緊張を解くかのように甘いキスが落とされていく。

「千波、口開けて」

　言われるがまま口を開けたら、彼の舌が入ってきた。

「んあっ」

　思わず漏れた声に触発されたように、航君は逃げる私の舌を執拗に搦めとる。

　キスって唇を重ねるだけじゃないんだ。こんなにも羞恥心を煽あおられるものだったなんて知らなかった。

　だけど恥ずかしいと思えるのもほんの少しの間だけ。次第に航君の舌に与えられる甘い刺激に翻弄されてしまう。

　どんどん息が上がり、静かな寝室には私と航君の息遣いが響く。少しして唇が離れると、航君は私の首に顔を埋めた。

　さっきまで私の口の中を甘く痺れさせていた熱い舌が這い、初めて感じる快楽に身をよじる。

　バスローブの紐を解かれ、素早く下着姿にさせられた。だけど恥ずかしいと感じる暇を与えてもらえず、航君の大きな手がブラジャー越しに私の胸を揉みしだく。

「あっ……んんっ」

　自分のものとは思えない声が止まらなくなる。

　航君は少しだけ私の身体を浮かせて器用にブラジャーのホックを外した。

「あっ」

　咄嗟に両手で胸を隠したものの、すぐにその手は彼に掴まれる。

「どうして隠す？」

「だって恥ずかしいです」

　初めて異性に身体を見られ、恥ずかしくない方がおかしい。

「悪いけど、これからもっと恥ずかしいことするから」

「えっ？　あっ……」

　胸の頂を口に食み、舌先でコロコロと転がされ、快楽の波が次から次へと押し寄せてくる。

　胸を舌でいじりながら、彼の手は腹部をなぞってショーツに触れた。

「やだ、待ってください航君！」

「待たないよ」

　そう言って航君は私の口をキスで塞いだ。そのままあっという間にショーツを脱がされ、私は一糸まとわぬ姿にさせられてしまう。

　どうしよう、恥ずかしい気持ちが溢れて止まらない。

　もちろんこれからする行為は裸にならなければいけないってわかっている。でも、こうも至近距離で見つめられると泣きそう。

「触るよ、痛かったら言って」

　優しい声色で言いながら、一番敏感な部分に触れられた。初めての快楽に不思議な感覚が押し寄せてくる。

「んっ……」

　思わず口を手で覆い必死に声を我慢したら、航君はすぐにその手を掴んだ。

「どうして我慢するんだ」

「だって……っ」

「もっと聞かせて」

　耳を塞ぎたくなるような甘い囁きの後には、食べられそうなほど激しいキスが落とされた。

　だめ、なんだか身体が変。

　彼の指で様々な刺激を与えられるたびに身体は素直に反応してしまう。次に彼の指が私の中に入ってきて、ゆっくりとかき混ぜられていく。

「よかった、濡れてきた」

　卑猥な音が聞こえてくると安心した声で言い、航君は頬や鼻、瞼にキスをして下に移動する。私の足を開いたら、あろうことか彼はそこに顔を埋めた。

「嘘、航君……!?」

「少しでも慣らしておかないと、千波がつらいから」

　だからといって、こんなの恥ずかしすぎる。

　熱い舌に音を立てて舐められ、吸ったり甘噛みされたりするたびにとめどなく甘い声が漏れて止まらなくなる。

　どれくらいの時間、そうされていただろうか。十分に湿ったことを確認すると航君は起き上がり、バスローブを脱いだ。

　意識が朦朧とする中、航君は自身のそそり立ったものを私の秘部にあてがった。

　敏感にされたおかげで、それだけで快楽にのまれそうになる。

　まるで慣らすように擦りつける航君の息は上がっていて、興奮している様子。その姿は妖艶で、男の人なのに綺麗だと思うほど。

「痛かったらごめん。……でもやめられそうにない」

　ゆっくりと私の中に入ってきた航君に、感じたことのない痛みが襲う。痛みだけじゃない、すごい圧迫感に苦しさも感じる。こんなの無理だよ。

　ポロッと涙がこぼれた瞬間、航君の手が優しく頬を撫でた。

「大丈夫か？」

　申し訳ないけどこれ以上は無理。首を横に振るも、航君はさらに奥へと押し進めていく。

「いっ……」

　あまりの痛さに悲鳴をあげたら、航君はギュッと私を抱きしめた。

「つらかったら俺の背中に爪を立ててもいいし、噛んだっていい。お願いだから千波の中に入らせてくれ」

　そう話す航君は苦しそう。

　つらいのは、私だけじゃないの？　そうだよね、だって航君は私のことを気遣いながらゆっくりと入ってきている。それってもしかしたら男の人にはすごく苦しいことなのかもしれない。

　そう思ったらこの痛みにも我慢できそうな気がしてくる。

　彼の大きな背中に腕を回し、必死に航君を受け入れる。

　次第に汗ばむ素肌。奥まで私の中に入ると、航君はそっと私の頭を撫でた。

「よく頑張ったな」

　そう言って顔を上げた彼の額には汗が光っていた。

　やっぱり航君もつらかったんだ。それなのに私のことばかり気遣ってくれたなんて……。

　愛しい気持ちが込み上がってくる。

「本当はここで終わりにしてやりたいけど、ごめん無理だ」

「えっ？　あぁっ」

　激しく打ちつけられ、与えられているのは痛みなのか快楽なのかわからなくなる。

　そのスピードは速さを増し、奥深くを突かれた瞬間、私の中で彼が大きく脈を打つ。

「千波……千波」

　荒い呼吸で私の名前を何度も呼び、貪るようなキスをされた。私の息もすっかり上がっている。

　彼が出ていくのを感じ、急激な眠気に襲われて目を閉じたら、航君がそっと囁いた。

「やっと俺のものになった。……もう絶対に離さないからな」

　独占欲を露わにした言葉に耳を疑いつつも、私は意識を手放した。










最高の奇跡




　何度も頭を撫でられる心地よい感覚に眠りから覚め、ゆっくりと目を開ける。

「悪い、起こしたか？」

　頭に触れていた手は離れ、目と鼻の先に航君の申し訳なさそうな顔があって一気に目が覚めた。

　え？　どうして航君と一緒に寝ているの？

　軽くパニック状態に陥るも、少しずつ昨日の記憶が蘇ってきた。

「あっ……」

　そして自分が航君に抱きついていることにも気付き、慌てて離れた。

「ごめんなさい！」

「いや、大丈夫だよ」

　そう言って起き上がった航君は裸で、自分もまたなにも服をまとっていないことに気付き、急いで反対側に身体を向けた。

　私、昨日はあのまま寝ちゃったんだ。もういっぱいいっぱいだったけど、ちゃんとできていたかな？

　そんな心配をしている間に航君がバスローブを着始め、布団を頭からすっぽりとかぶりたい衝動に駆られる。

「俺は少し仕事をするから先にシャワーを浴びてくるといい」

「は、はい」

　返事をすれば、航君は私の頭をひと撫でして寝室から出ていった。ぱたんとドアが閉まり、私はゆっくりと起き上がる。

　けだるさを感じながら手はさっき撫でられた頭に向かう。

　航君って頭を撫でるのがクセなのかな？　私、よく撫でられているよね。

　もちろん悪い気はしない。むしろ心地よいというか、嬉しいというか……。

　なんてことを思っては恥ずかしい気持ちでいっぱいになり、急いで立ち上がる。だけどすぐに身体中が重くてベッドに座り込んだ。これが航君と結ばれた証拠。

「妊娠って一回でするものなのかな？」

　おもむろに触れるのは自分のお腹。もちろん、普通は一回で妊娠するなんて奇跡的だ。でも、代々受け継がれてきた言い伝えの通り、奇跡が起きるのかもしれない。たしか言い伝えでは、私の二十歳の誕生日に身体の関係を結び、子を宿せばいいんだよね？　そうすれば庵野家に繁栄をもたらすって。

　昨夜の行為で妊娠したかどうかわかるのはまだ先だけど、それがわかるまでは落ち着かないかも。

　航君のために私ができることって言ったら、言い伝え通りに妊娠することしかないから。

　再びゆっくりと起き上がり、バスローブをまとってバスルームへと向かう。

　どうやら航君がホテルスタッフにお願いしてくれたのか、新しい着替えが用意されていて、浴槽の湯も入れ替えられていた。至れり尽くせりで申し訳ないくらいだ。

　熱いシャワーを浴びながらふと、鏡に映る自分の身体を二度見してしまう。

「嘘、これって……」

　首筋から太腿にかけて、虫刺されのような赤い痕がついていた。これはキスマークってやつだよね？　それが至るところにつけられている。

「航君、どれだけつけたんだろう」

　普通は一回でこんなにつけるものなの？　なにもかもが初めての経験でわからない。こんな時に聞ける友達がいたらいいけど、大学を中退してからみんなとは疎遠になっちゃっているし。

　身体を洗って湯船に浸かると、なぜかホッとする。だけどそれと同時に嫌でも昨夜の情事が頭をよぎった。

「幸せな時間だったな」

　それが率直な感想だった。確かに聞いていた通りに痛かった。でもその分、航君がすごく優しく触れてくれて、何度も私を気遣ってくれた。

　まるで愛されていると錯覚してしまうほど、幸せな気持ちでいっぱいになったもの。

　初めての相手が航君で本当によかった。

「だめだ、そろそろ出よう」

　航君のことを考えていたら逆の上ぼせそう。

　用意してもらった服に着替えて部屋へ戻ると、仕事が終わったようで航君はコーヒーを飲みながら新聞を読んでいた。

「朝食用意してもらったんだ。食べられるか？」

「はい、いただきます」

　向かい側の席に座ると、航君がコーヒーを注いでくれた。

「ありがとうございます」

「どういたしまして」

　なにげないやり取りだけれど、少しだけ航君のまとう空気が柔らかいものになった気がするのは、気のせいだろうか。

　昨夜をきっかけに私たちの関係にも変化が起こるのかも……と、期待してしまう。

　航君に注いでもらったコーヒーに砂糖とミルクを入れ、ひと口飲んだらさっそく朝食をいただく。

　サクサクのクロワッサン、スクランブルエッグにソーセージ。たくさんの野菜が使われたサラダ、コーンスープと、とても豪華だ。

　どうやら航君は私が出るまで待ってくれていたようで、一緒に手を合わせて食べ始めた。

　穏やかな時間が流れる中、料理を完食してコーヒーを啜っていると、航君が私の様子を窺いながら聞いてきた。

「千波、身体は大丈夫か？」

　身体って……えっと、痛くないかってことだよね？

「は、はい大丈夫です」

　お風呂に入ったらすっきりしたし、歩けないほど痛いわけでもない。

「それじゃ婚姻届はふたりで出しに行こう」

「婚姻届……」

「あぁ、本当はお義父さんに結婚の許しを得てからと思っていたんだが、親戚の中に少し面倒な人がいて、な。千波も二十歳になったことだし、結婚に保護者の同意は必要なくなったから今日、籍を入れに行こう」

　そうだよね、プロポーズされて一緒に住むことになっていたって、書類の上ではまだ私たちは夫婦ではなく他人なんだ。

「わかりました」

　朝食を済ませ、ホテルで少しゆっくりと過ごした後、私たちはその足で区役所へ向かった。




「はい、確かにお預かりしました。おめでとうございます」

　婚姻届を提出し、私たちは晴れて夫婦となった。いつの間にか証人欄には伯父の名前が書かれていてびっくりした。

　どうやら私に内緒で航君が伯父に会いに行き、記入をお願いしたところ、快諾してくれたそう。もうひとりの証人欄は、航君の祖父が書いてくれたようだ。

「無事に婚姻届も提出できたし、家に帰って千波の荷物を整理しないとな」

　駐車場に向かいながら航君に言われ、ギョッとなる。

「そんなに量は多くないですし、ひとりで平気ですよ」

　なにより私物を見られるのが恥ずかしい。その中には下着とかもあるし、急いで荷造りしたからどの箱に入れたかも忘れてしまった。

　うっかり下着の入った箱を航君に開けられたら大変だ。

「じゃあ千波が片付けをしている間、俺は夕食の準備をしよう」

「いいえ！　それも私がやりますから」

　むしろそれは私の仕事だ。

「今日は千波の誕生日なんだから、今夜は俺に作らせてくれ」

　ちょうど駐車場に着き、航君は紳士的に助手席のドアを開けてくれた。

「わかった？」

「……はい、じゃあお願いします」

　今夜だけはお言葉に甘えてしまおう。それに誕生日だから料理を作ってくれるんでしょ？　彼の気持ちがすごく嬉しい。

「了解。楽しみにしててくれ」

　そう言って助手席のドアを閉め、航君も運転席に乗り込む。そしてエンジンをかけようとした時、彼のスマホが鳴った。

　小さなため息をひとつこぼして電話の相手を確認した航君は、顔をしかめる。

「悪い、会社からだ。ちょっと出てくる」

「はい、どうぞ」

　私に断りを入れて車から降り、電話に出た航君。

　昨日もだけど、休みの日に電話がかかってくるのはいつものことなのかな？　でもこれじゃせっかくの休日も、ゆっくり休むことができないよね。

　航君がどんな仕事をしているかよくわからないからこそ、心配になる。

　通うのも難しいし、彼と結婚する以上今月でアルバイトは辞めることになっている。今後は生活面でしっかりとサポートしていこう。私が航君にできることといえば、子供を産むこととそれくらいだもの。

「待たせてすまなかった。それで悪いんだが、会社に行かなくてはいけなくなった。……せっかくの千波の誕生日なのに悪い」

「いいえ、大丈夫ですよ。私のことは気にせず会社に行ってください」

　仕事だもの、それは仕方のないことだ。それに航君は責任のある立場にいるんでしょ？　彼が行かなければわからないことがあるのだろう。

「急ぎでしたら私、ここから電車かバスで帰りますよ」

「いや、そんなに時間はかからないし、一緒にマンションに帰った方がいいだろうから会社で待っててくれ」

　そういえば私、航君のマンションに行ったことがない。それなのにひとり残されても確かに困るかも。

「わかりました。でも会社ではお邪魔になってしまうと思うので、近くにカフェなどがあればそこで待ってます」

　航君の勤め先はあの庵野不動産だ。都内のオフィス街に本社があったはず。そんなところで待つなんて場違い感が半端ない。

　休日でほとんどの社員がいないとしても、いるだけで気疲れしてしまいそうだ。

　航君には最後まで会社で待つことを勧められたがどうにか回避し、近くにあるオシャレなカフェの前で降ろしてもらった。

　休日のお昼前ということもあって、店内はすでに満席で案内されたのはテラス席だった。アイスコーヒーを注文してひと息つく。

　ついさっき婚姻届を出して、航君と私は夫婦になった。本当に私、結婚しちゃったんだ。

　母の言葉通り、結婚は好きな人とするってあれほど決めていたのに、人生はなにが起こるかわからない。

　でもこの結婚は私にとって、願ってもいない幸運だったよね。だって瑠璃に無理だと諦めていた海外での移植を受けさせることができるのだから。

　今朝、伯母から無事に着いて瑠璃も変わりないと連絡が来た。これから受け入れ先の病院で様々な検査が行われるらしい。早く適合者が現れて移植を受けられたらいいな。

　いくら移植が受けられる環境にいるからといっても、今の瑠璃の心臓に残された時間はそう長くはない。

　アイスコーヒーを飲みながらふと周囲を見回すと、パソコンで仕事をするビジネスマンの姿もある。

　そういえば航君はどんな仕事をしているんだろう。庵野不動産で働いていることは知っているけど、仕事内容までは知らない。

　庵野グループの御曹司だし、もしかしてネットで検索すれば載ってたりするかな？

　スマホを手に取り、彼の名前を入力してみるとさすが庵野グループ。これまでの歴史やお義父さんのことまで書かれている。

　航君の経歴も書かれており、目で追う。

　大学在学中に海外企業へインターンに行って下積みし、卒業後は営業部で経験を積んだ。今は英語に中国語、フランス語の三カ国語を話せるのを生かし、海外営業部で活躍中。ゆくゆくは庵野不動産海外支社の取締役に就任される見通し……。

「航君、将来は海外で働くことになるのかな？」

　もしそうなら、当然私もついていくべきだよね？　でも私はそれほど語学が堪能ではない。英語は多少話せるけど、日常会話くらいだ。

　いや、もしかしたら航君は私についてきてほしいと思っていなくて、ひとりで行くつもりかもしれないし……。

　本当に私、航君のことをなにも知らなすぎる。

　スマホをテーブルに置き、深いため息がこぼれる。

　でも知らなくて当然だ。出会ってまだ一カ月で、知っている方がおかしい。だったらこれから少しずつ知っていけばいいよね。

　前向きな気持ちに持っていき、残りのアイスコーヒーを飲み干した時、空いていた前の席の椅子を引く音が聞こえた。

　顔を上げると、目の前には見知らぬ綺麗な女性が座っている。混んでいるし、もしかして相席になったのかと思ったけれど、すぐ隣の席は空いていた。

　じゃあどうして女性は私の席に座ったの？　こんな綺麗な人と知り合いだったら忘れるわけがない。だけど明らかに女性は私を知っている様子で、ジッと見つめてくる。

　年齢は私より上だろうか？　背中まであるブラウン色に染められた髪は緩くウエーブがかかっていて、少しつり上がった大きな目が印象的。

　その大きな目で見つめられると、なにも悪いことをしていないのに怯みそうになる。

　見つめ合うこと数十秒。私が声をあげるより先に彼女が口を開いた。

「突然ごめんなさい。はじめまして、神かみ屋や敷しき紗さ季きといいます」

　そう言いながら神屋敷さんはバッグの中から名刺入れを手に取り、その中から一枚抜いて私に差し出した。

　受け取って名刺に書かれている文字を目で追う。

「えっ？　神屋敷ホテルって、あの……？」

　思わず声に出してしまうほど驚くのも当然だ。神屋敷ホテルはつい先ほどまで航君と宿泊していたところで、名刺には彼女はそこの役員と書いてあるのだから。

　私とそう歳が変わらないのに役員を務めているってことは、名前からしても神屋敷ホテルの後継者ってことだよね？

　完全に住む世界が違う人が、いったい私になんの用があるのだろうか。

　まったく心当たりがないから、どう切り出したらいいのかわからない。神屋敷さんの出方を待つ。

「うちのホテルをご存じで？」

「はい、もちろんです」

　むしろ知らない人の方が少ないと思う。

「それは光栄だわ。ありがとう」

　神屋敷さんはにっこり微笑んでいるけれど、さっきからずっと敵意を感じる。だけど初対面なのになぜ？

「あの……」

「時間の無駄なので、言わせていただきます」

　私の声を遮り言うと神屋敷さんの表情は一変し、鋭い目を私に向けた。

「私はあなたが航さんの結婚相手だと認めませんから」

「――え」

　彼女の口から航君の名前が出て目を見開く。

「私は幼い頃から航さんに相応ふさわしい女性になるべく、ずっと努力を重ねてきました。私ほど彼の結婚相手として相応しい人間はいないとも思っています。それなのに、何度お父様にお願いをして縁談の申し入れをしたって断られてばかり。私より勝っている相手なら諦められます。……だけどそうじゃなかった」

　そう、だよね。航君はすごく魅力的な人だもの、彼を想う人がいたって不思議じゃない。それこそ私より航君に見合う人は数えきれないほどいるはず。

　それなのに私を選んでくれたのは、古の言い伝えがあるからだ。

　神屋敷さんは悔しそうに唇を噛みしめた。

「昨夜も航さんとうちのホテルに宿泊されたようですけど、航さんがあなたを選んだのは、迷信のような言い伝えがあったからです」

　厳しい声で神屋敷さんは続ける。

「航さんだって彼のおじい様に言われ、一族のことを思って仕方がなくあなたと結婚しただけ。絶対にこの先、航さんはあなたと結婚したことを後悔するはずよ。……私、航さんのことを諦めませんから」

　一方的に言って神屋敷さんは席を立ち、去っていく。

　彼女に言われたことはどれも真実で、私はなにも言い返すことができなかった。

　航君が私との結婚を望んだのは、来栖家との結婚によってもたらされる繁栄を代々受け継いできたからだ。

　それに私たちの関係は契約の上に成り立っている。……それでも彼がくれる言葉や優しさに、いつしか本物の夫婦になれるのではないかと思っていた。

　でもそれは無理な話なのかもしれない。航君の周りには神屋敷さんのような女性がたくさんいるはず。

　彼女が言っていたように航君はいつか、私と結婚したことを後悔する日が来るのかもしれない。もし、そんな日が来たら私は……。

　想像しただけで胸が苦しくなる。

　どうしてこんなにも泣きたいほどつらいのか、その理由を認めたくない。だって認めてしまったらますますつらくなるだけだもの。

　まだ確信を持てる気持ちじゃない。だったら航君に対する想いは必死に抑え込むんだ。そうでなければ一緒に過ごせない未来が訪れた時に困ることになる。

　航君の仕事が終わるまでに何度も自分にそう言い聞かせた。




　それから三十分ほどで航君が迎えに来てくれた。

「マンションは会社から車で五分ほどの距離にあるんだ。駅に繋がっている地下通路には、スーパーやコンビニ、ドラッグストアなんかが並んでいるから、買い物には不自由しないと思う。その他の買い物は俺が休みの日に一緒に行こう」

　車内で彼が色々と説明してくれているのに、なかなか頭に入ってこない。

「それとなにか困ったことがあれば、二十四時間常駐しているコンシェルジュを頼るといい」

　カフェで気持ちを切り替えようとしたのに、ずっと神屋敷さんに言われた言葉が頭から離れてくれない。

　航君が私と結婚したのは言い伝えがあったからだ。そのために借金を返済し、瑠璃の医療費まで出してくれた。この一カ月、彼と過ごした日々の中でもしかしたら本物の夫婦になれるかも……と思った。

　だけどそれは私の思い違いだったのかもしれない。言い伝えがなければ航君は、神屋敷さんのような女性と結婚していたはず。

　近い将来、彼女が言っていたように私と結婚したことを後悔する日が来る可能性もある。

　瑠璃のためにも前向きな気持ちで彼との生活を過ごしていこうと思っていたのに、何度も同じことを考えては胸が苦しくなる。

「千波？」

「え？　あっ、はい」

　心配そうに私を呼ぶ声に我に返る。するといつの間にか地下の駐車場に車は停まっていた。

「大丈夫か？　さっきから声をかけても反応がないし、どっか体調が悪いんだったら病院に行くけど」

「いいえ、大丈夫です！」

　ただ、ちょっと考え事をしていただけだもの、病院だなんてとんでもない。

「本当に？」

「はい」

　すぐに答えれば信じてくれたようで、航君は車のエンジンを止めた。

「だけど昨夜は無理をさせてしまったし、心配だから少し部屋で休むといい」

　車から降りながらサラッと言われたひと言に、昨夜の情事が頭をよぎって一気に身体が熱くなる。

　その間に航君は助手席に回ってドアを開けてくれた。

「ありがとうございます」

　恥ずかしくて顔を伏せたまま車から降りる。すると航君は私の手を握った。

「こっち」

「あっ……」

　私の手を引いて歩き出した彼の背中を見つめながら胸が高鳴る。

　どうして航君に対して私はいつもドキドキしてしまうのだろう。昨夜はもっとすごいことをしてついさっき結婚したというのに、手を握られただけで胸は苦しいほど締めつけられている。

　こうして彼が触れる女性は、私だけで会ってほしいとさえ願ってしまう。

　繋いだ手を通してドキドキしているのを気付かれたくなくて、必死に胸の鼓動を鎮めた。

　通路からエレベーターに乗り、一階のロビーへと向かう。カウンターにはふたりのコンシェルジュがいて、航君はふたりに私を紹介してくれた。

　そこでこのマンションの設備や使用できる施設の説明などを聞き、再びエレベーターに乗って降りた先は最上階。

「どうぞ」

　航君に続いて玄関に入ると、床は一面大理石で玄関とは思えないほど広かった。

「案内するよ」

「は、はい」

　それから航君は次々と部屋を案内してくれた。

　玄関から一番近くにある納戸には掃除用具や日常品がストックされており、その反対側にはバスルームとトイレが並んでいる。

　さらに廊下を進むと客間と書斎に寝室があり、そして一番奥の部屋が二十畳ほどのリビングダイニングルームとなっていた。

　カーテンを開けた大きな窓からは都内の景色が一望できる。そして最上階の角部屋ということもあって、ルーフバルコニーも十二畳ほどあり、航君はそこで植物を育てていた。

「かわいい花」

　太陽の日差しをたっぷり浴びて、ピンクのかわいらしい花を咲かせている。

　膝を折って花を眺めていると、彼もまた私と同じように腰を下ろした。

「世話は大変だが、休日にこうして花を見ていると不思議と疲れが取れるんだ。気付いたらこんなに増えていた」

「そうなんですね」

　これには思わず笑みがこぼれる。

　そういえば部屋の中も至るところに花が飾られていたよね。航君、本当に花が好きなんだ。

　意外な一面を知ることができて胸が熱くなる。

「じゃあ航君が仕事で家にいない間は、私が花の世話をしますね」

　するとなぜか航君は目を見開いた後、少しだけ細めた。

「じゃあよろしく頼むよ。……ありがとう」

　次の瞬間、そっと頬にキスを落とされた。

　突然のことにびっくりしてキスされた頬に手が触れる。そのまま彼に目を向ければ、愛しそうに私を見つめていた。

「部屋の案内は以上だ。千波の荷物は客間に運ばせておいたから、そこを使うといい」

「ありがとう、ございます」

　ドキドキしすぎて声が掠れる。

「千波が片付けをしている間になにか作っておくよ。だけど、あまり期待しないでおいてくれ」

　そう言って立ち上がった航君は、やっぱりまた私の頭を撫でた。ゆっくりと顔を上げれば、航君が手を差し伸べる。

「すみません」

　彼の手に自分の手を重ねると、私の身体を引っ張って立たせてくれた。

　だめだ、本当に胸が苦しくてたまらない。客室に入ると同時にドアに寄りかかった。

「些細なことに一喜一憂してバカみたい」

　好きになって傷つき、後悔するのは目に見えている。生涯ずっと航君が私のそばにいてくれる保証なんてないのだから、変に期待しない方がいい。

　彼の周りにはきっと、神屋敷さんのような見合う女性がたくさんいるはず。後になってからその女性と再婚したいって言われても、私には反対する資格なんてない。

　だって航君にはどんなに尽くしても返せない恩がある。借金に瑠璃の医療費、それに父のことも引き続き捜してくれているもの。

　これ以上のことを望んだら罰が当たる。――航君に出会ってから、なんてコロコロと気持ちが変わるのだろうか。

　結婚するからには始まりはどうであれ、いつか本物の夫婦になりたいと思ったり、神屋敷さんに言われて自信を失い、航君を好きになって傷つくのが怖いと臆病になったり……。

　なぜこんなにも心を乱されているのか、その答えにはもうとっくに気付いていた。ただ、まだ出会って間もないとか、住む世界が違うとか、なにかと理由をつけて認めたくなかっただけ。

　航君のことが好き。だから些細なことで胸が苦しくなって、ドキドキしてしまうんだ。

「気付きたくなかったな、こんな気持ち」

　普通の恋ではないし、言い伝えがなければ航君とは住む世界が違いすぎて、きっと……ううん、絶対に出会うことができなかった人だ。

　そんな人に想いを寄せたって、気持ちが届く確率はすごく低い。たとえ届いたとしても、それが永遠に続く保証はない。

　どうしても最後に行きつくのは、私と彼は生きている世界が違うということ。庵野グループの御曹司で、こんな素敵なマンションにひとりで住めちゃうような人。

　それになにより、私は彼のご両親によく思われていない。私を望んでいたのは、おじい様だけだったもの。

　こんな私を、航君はずっとそばに置いてくれるだろうか。

　まだなにもわからない未来のことを考えると怖くなる。これから私はどうすればいいのだろう。

「あ、片付けをしないと」

　クローゼットの前に積み重なっている五箱の段ボール。着替えと、価値がないと判断され、差し押さえられなかったたくさんの家族写真や思い出の品が入っている。それと瑠璃の私物も。

　そうだ、瑠璃が航君に会うのを楽しみにしていた。だったらせめて瑠璃が元気になって戻ってくるまでは、彼との結婚生活を続けなくてはならない。とにかく今は、これまで通りに接して、私の気持ちが彼にバレないようにしよう。

　そう心に決め、片付けを進めていった。

　とはいえ、荷物は少なくてすぐに終わってしまった。廊下に出ると、ダイニングの方からは美味しそうな匂いが漂ってくる。その匂いに誘われるように歩を進めていく。

　そっとドアを開けてキッチンに目を向けると、黒のシンプルなエプロンをつけて料理をする航君の姿があった。

　父は料理をしない人で、家のことはすべて母がしていた。だから男性が料理をする姿を見るのは初めてですごく新鮮。なによりエプロンがすごく似合っている。

　野菜を切って、フライパンでなにかを炒めて煮てとすごく手際がよくて、ドアを開けたまま見惚れてしまう。

　ふたりで婚姻届を提出したというのに、いまだに航君と結婚したという実感が湧かない。

　どれくらいの時間、茫然と彼を見つめていただろうか。料理が完成し、使用した調理器具の片付けを終えた頃に初めて航君は私の存在に気付き、大きく目を見開いた。

「いつからいたんだ？」

「ごめんなさい、びっくりさせちゃって。えっと……手伝います」

　見惚れていたとは言えず、急いでキッチンに入る。そこにはキノコのクリームパスタに、サーモンとアボカドのマリネ、さらには焼き立てのパンまである。

「すごい、これ航君が全部作ったんですか？」

　どれも美味しそうで、レストランで出されてもおかしくないほど盛りつけも綺麗だ。どんな料理を作ってくれるんだろうと思っていたけど、これは想像以上のものが来た。

「あぁ。千波の口に合えばいいんだけど……。冷めないうちに食べようか」

「は、はい」

　協力して料理をテーブルに運び、向かい合って座る。

「どうぞ」

「いただきます」

　両手を合わせてフォークを手にするものの、航君はなぜかジッと私を眺めたまま食べようとしない。

　もしかして私の反応を待っている？　だったら早く食べた方がいいよね。

　見つめられたまま食べることに気恥ずかしさを感じながらも、さっき航君が『冷めないうちに食べようか』と言っていたことを思い出し、ますはキノコのクリームパスタにフォークを伸ばす。

　ひと口分を巻きつけて口に運ぶと、あまりの美味しさに目を見開いた。

「美味しい……。美味しいです、航君」

　キノコのうまみが詰まったクリームソースが絶品で、麺の硬さも絶妙でびっくりだ。

「それならよかった」

　安心した声で言う航君を見ると嬉しそうに目を細めていて、パスタが喉に詰まりそうになり、慌てて水で流し込んだ。

「健康のために始めた料理をするのが楽しくなって、色々と作るようになったんだ。だけど、こうして誰かに振る舞うのは初めてでさ」

　航君もパスタを口に運ぶ。

「うん、うまくできてよかった」と少しだけ頬を緩ませた表情に胸が高鳴った。

　最初は表情を変えずに淡々と結婚して子供産んでほしいなんて言う人だったのに、様々な顔をたくさん見せてくれた。

　すごく感情が表に出る人ではないけれど、だからこそ些細な変化に激しく胸を掴まれ、こんなにも心を乱されている。

　私とは言い伝えがあったから結婚したに過ぎない。そう言い聞かせなければ今後、ますます好きになってしまいそうだ。

　だって忙しい合間を縫って常に私を気にかけてくれた。夢のようなプロポーズをしてくれて、私を抱く手は優しく、何度も愛されていると勘違いしてしまうほどだった。

　誕生日にはこうして手料理を振る舞い、私の『美味しい』って言葉に嬉しそうに目を細める。

　これから一緒に生活する中でもっと私の知らない彼の一面を見たら、これ以上に好きにならない自信なんてないよ。

　ますますこの気持ちが大きくなることへの恐怖心が募るばかり。

「千波？」

　私の手が止まったままなのに気付いた航君に名前を呼ばれ、慌てて笑顔を取り繕った。

　航君に私の気持ちに気付かれたらだめだ。どう思われるかわからないからこそ、絶対にバレたくない。

　優しくしてくれるのは、私が彼の子供を産めば一族に繁栄をもたらすからであって、なんの意味もない。

　結婚生活をともにする以上、仲が悪いよりは良い方がいいと思っての行動で、それに愛情は含まれていない可能性がある。

　自分に恋心を抱いていると知ったら、面倒に思って私を遠ざけるかもしれないんだ。そうなった時につらい思いをしたくない。

　私たちの間にあるのは契約のみ。そのことを常に忘れずにいよう。

「パンもいただきます」

「あぁ、食べてくれ」

　まだ温かいパンもちぎって口に運べば、バターの優しい甘さが口いっぱいに広がって美味しい。

　それは素直に顔に出ていたようで、私が食べている間ずっと航君は嬉しそうに顔を緩めていた。

　食べ終えると手伝うと言っても許してはもらえず、片付けまですべて彼にやらせてしまった。それだけではなく、航君は食後のコーヒーまで淹れてくれるという、至れり尽くせりぶり。

　こんなによくしてもらって、最高の二十歳の誕生日を迎えて過ごすことができて幸せだよ。

　航君とともに並んでソファに座り、冷ましながらコーヒーを飲み進めていく。すると先に飲み終えた航君はカップをテーブルに置いて立ち上がった。

「ちょっと待ってて」

「はい」

　カップをテーブルに置き、廊下に出ていく彼のうしろ姿を見送る。少しすると戻ってきた彼の手には、小さな紙袋が握られていた。再び私の隣に腰を下ろした航君は、それを私に差し出す。

「千波、誕生日おめでとう」

「えっ？」

　誕生日おめでとうってことは、もしかして私へのプレゼントなの？　さっき食事を作ってもらったのに……。

　信じられなくて航君と紙袋を交互に見てしまう。

「気に入ってもらえるといいんだが……」

　いつまでも受け取らない私に、航君は戸惑いの声をあげた。

「すみません、ありがとうございます」

　困惑しながらも受け取ると、航君は「開けてみてくれ」と言う。

　まさか料理だけではなく、プレゼントまでもらえるとは夢にも思わなかった。それに昨日だって高そうな指輪をもらったばかりなのに。

　申し訳なさと嬉しさに覆われながら、綺麗にラッピングされた包みを開けていく。すると箱の中には、大小のハートの中にピンクダイヤモンドが揺れるネックレスが入っていた。

「かわいい」

「よかった」

　思わず漏れた声に航君は安堵する。

「千波に似合うと思ったんだ。……今、つけてもいい？」

「は、はい」

　私の返事を聞いて航君は箱の中からネックレスを手に取ると、そっと私の首に腕を回す。

　う、わぁ。ちょっとこれはまずいかもしれない。

　彼の腕が頬に触れ、かあっと身体中が熱くなる。服越しで直接触れているわけではないのに、いつもより近い距離間にもドキドキして仕方がない。

　つけてもらうのにかかった時間は一分も経っていないはずなのに、私にはもっと長く感じる。

「ん、できた」

　その言葉に自分の胸元を見れば、ピンクダイヤモンドが照明の光に揺れて輝いていた。

「あの、航君……？」

　もうネックレスはつけてもらったのに、なぜか彼との距離は近いままだ。このままではドキドキしていることに気付かれるのも時間の問題。だから早く離れてほしいのに、航君はそっとネックレスに触れた。

「やっぱり千波に似合うな」

「そう、でしょうか？」

　似合うと言ってくれて嬉しいけど、なにもこんな至近距離で言わなくてもいいのに。

　航君はずっとネックレスに触れたまま離れそうにない。いよいよ胸の高鳴りも限界に達しそう。

「千波は、男がネックレスを贈る意味を知ってる？」

「意味ですか？」

　初めて聞く話に小首を傾げる。

「あぁ、指輪にネックレス、ブレスレットとアクセサリーによって意味が違う」

　航君は真剣な瞳を向けて、心臓が跳ねた私の耳に口を寄せた。

「ネックレスは束縛の意味が強い。絶対に離さない、俺のもの。常に一緒にいたいって意味があるんだ」

「えっ？」

　意味深な言葉に驚きを隠せない。

　冗談で言ってる？　それとも私の反応を見てからかうつもりとか？

　そんなことが頭を巡っていく。だけど航君は表情を変えることなく、私を見つめたままだった。

　航君の真意がわからない。どうしていつもいつも、こうして私の心を乱すことばかり言うの？

「だから毎日つけてほしい。……もちろん指輪も」

「……っ」

　どんな気持ちで航君は言っているの？　私が本気にとってもいいと思っている？　後になって私の気持ちを迷惑だと思わない？

　これからも航君は私の心を乱すことを言うつもり？　そのたびに私は戸惑い、迷い続けるの？　今みたいな複雑な気持ちに悩まされるの？

　そんなの無理、つらすぎるよ。

「カップ片付けてくる」

　一方的に言ってふたつのカップを手にして立ち上がった航君。

「もうやめてください……っ！」

　気付いたら立ち上がり、キッチンへ向かう彼の背中に向かって叫んでいた。

「……千波？」

　びっくりして足を止め、振り返り私を見た彼に思いをぶつけた。

「私たちは、お互いの利害が一致したから結婚したに過ぎない関係ですよね？　それなのに、どうして航君は必要以上に私に優しくするんですか？」

　結婚して子供を産んでくれればそれでいいんでしょ？　私たちは普通の結婚ではないはず。

「プロポーズに誕生日プレゼントまで用意してくれて、さっきみたいに私の心を惑わすようなことばかり言って、航君は私とどうなりたいんですか？」

　こんなこと聞きたくなかった。だってこれでは私は航君のことが好きだと言っているようなものだもの。

　彼にその気がなかったら、迷惑以外のなにものでもない。もしかしたら今までのように接してくれなくなるかもしれないとわかっていながら、止めることはできなかった。

　その気がないならもう優しくしないで。ただの契約の関係でいいならそう接してほしい。でも、もし少しでも私と同じ気持ちでいてくれているなら聞かせてほしい。

「教えてください」

　なにも言わない航君に痺れを切らせば、茫然と立ち尽くしていた彼はカップをキッチンのカウンターに置いた。

　無言のまま真っ直ぐに近付いてくる航君はどこか怒っているようにも見えて、一瞬怯みそうになるもすぐに自分を奮い立たせた。

　ここで怖気づいてうやむやにしたら後悔する。その思いでジッと彼を見つめ返した。

　航君は目の前で足を止めると、私の気持ちを探るような目を向けてきた。

　どれくらいの時間、お互いなにも言わずに見つめ合っていただろうか。先に口を開いたのは航君だった。

「俺がどんな気持ちで千波に接していたか、本当にわからない？」

「……はい」

　わからないよ。航君の気持ちが全然わからない。

　すると航君は悔しそうに顔を歪めた。

「プロポーズをして誕生日プレゼントまで渡して、千波とどうなりたいかって？　そんなの、千波に俺を好きになってほしいからに決まってるだろ？」

「……えっ」

　航君、私に好きになってほしいって言った？

　すぐには信じられない話に言葉が続かない。

「相手が千波じゃなかったら、たとえ古くからの言い伝えだろうと結婚などしなかった。千波が好きだからプロポーズしたんだ。優しくするのも、手料理を振る舞うのも、全部千波だけ。それは昔から今も……これからもずっと変わらない」

　どういうこと？　だって私と航君はあのお見合いの日が初対面だったはず。だけど航君は以前から私を知っていたような口ぶりだ。

「私たち、まだ出会って一カ月くらいですよね？」

「そう思っているのは千波だけだろ？」

　じゃあ私が覚えていないだけで、もっと前に出会っていたということ？

　混乱する中、航君は私との距離を縮めた。

「それよりも今は早く千波の気持ちを聞かせてくれ。……千波も俺と同じ気持ちだと自惚れてもいいのか？」

「それはっ……」

「さっき千波が俺に言った言葉をそのまま返すよ。……出会ってまだ一カ月で、千波は俺を好きになってくれたのか？」

　間髪を容れずにそんなことを聞く。

　もう私の気持ちに気付いているでしょ？　それなのに、わざと聞くなんて航君は本当にずるい人だ。

　悔しくてギュッと唇を噛みしめる。

　でも彼の言う通り、まだ出会って一カ月しか経っていないのに、私は航君に強く惹かれてしまった。

　それなのに航君の気持ちを疑うのは矛盾している気がする。好きになるのに一緒に過ごした時間は関係ない。

　だったら航君も私と同じ気持ちなのだと、信じてもいいのかな。

「自惚れてもいいですって言ったら、迷惑ですか？」

　その思いが強くなり一方でまだ自信が持てず、曖昧な言葉しか出てこない。

　だけどこれだけで私の気持ちは届いたのか、航君は嬉しそうに頬を緩めた。

「迷惑に思うわけがないだろう？　俺はずっと千波に好かれたいと望んでいたのだから。……今、夢のように嬉しくてたまらない」

　甘い言葉を囁いた瞬間、航君は思いっ切り私の身体を抱きしめた。

「こ、航君？」

　苦しいほどの抱擁、温もり、言葉に今が現実なのだと実感していく。

　嬉しくて私も彼の背中に手を回せば、隙間がないほどまた航君は強く抱きしめた。

「好きだよ、千波」

　愛の言葉を囁かれ、胸がきゅんとなる。

「私も好きです」

　たまらず初めて『好き』の二文字を口にした瞬間、航君は勢いよく私の身体を離した。

　顔を上げると、まじまじと私を見つめる彼と目が合う。

「もう一度言ってくれ」

「えっ？」

「俺のこと好きだって言ってほしい」

　真剣な瞳で言われ、身体中が熱くなる。でも私が航君の気持ちを信じられなかったように、航君も私の気持ちを信じられずにいるのかもしれない。

「航君のことが好きです」

　視線を逸らすことなく伝えたら、彼は大きく目を見開いた。そして再び航君は私の身体を優しく包み込む。

「俺も好きだよ」

　何度目の愛の言葉だろうか。もう疑わないよ、航君の気持ちを。……でも。

「あの……！　さっき、昔から私を知っていたように言っていましたよね？　ごめんなさい、私……航君と以前に会ったことを忘れていて。いつだったんですか？」

　私だけ忘れているのが申し訳なくて聞いたものの、彼はクスッと笑った。

「いいよ、今はまだ忘れたままで」

「だけど……」

　知りたいよ、航君とはいつ出会ったのかを。

　どちらからともなく身体を離して見つめ合う。

「それはこれから教えてやるから。それよりも今は、千波と想いを通じ合えたと実感させてほしい」

　言い終える前に航君の顔が視界いっぱいに広がり、唇を塞がれた。

　触れるだけのキスなのに、胸がギュッと締めつけられる。だけど当然一度だけのキスで終わるはずもなく、すぐにまたキスが落とされた。

　呼吸もままならないほどの熱いキスに苦しくて少し口を開けたら、すぐに彼の舌がねじ込まれた。

「あっ……んっ」

　きつく吸われたり、彼の舌でコロコロと転がされたりと翻弄されていく。次第に息が上がり始めた頃、私の唇をペロリと舐めて航君は頬や額にキスを落とす。

「だめだ、ごめん。今すぐ抱きたい」

「え？　きゃっ」

　余裕のない声で言うと、航君はまだ乱れた息が整わない私の身体を抱き上げた。そのままリビングを出て向かった先は寝室。

　私をベッドに下ろしてすぐに彼が覆いかぶさってきた。

「昨日の今日で身体がつらいってわかっているけど……自分を抑える自信がない」

　薄暗い部屋の中で見えた彼の目は、私が欲しいと訴えている。それがとても妖艶で思わず見惚れてしまう。

　大きな手が私の頬を包み込み、優しいキスが落とされた。

「こんなに誰かを愛しいと思ったのは、初めてだ」

　甘く痺れさせる言葉を囁きながら航君は、早急に私の服を脱がしていく。

「んっ」

　身体中の至るところを愛撫されるたびに反応してしまい、恥ずかしい。航君はそんな私の反応を見て、どこが感じるのかを探っているよう。

　そして最後に大きく足を開き、一番敏感なところに彼は顔を埋めた。

「航君……っ！　待って」

「待たないよ。できるだけ千波に痛い思いをさせたくない」

　そうなのかもしれないけど、そんなところを舐められるなんて顔から火が出るほど恥ずかしいよ。

　必死に足を閉じようと抵抗してみるものの、航君の力に勝てるわけもなく熱い舌の感触に翻弄されていく。

　音を立ててトロトロに溶かされ、ただ快楽の波に呑まれてしまう。

「もう大丈夫そうだな」

　指で自分の唇を拭う姿でさえカッコいい。なんて思っている間に彼は着ている服をベッドの下に脱ぎ捨てた。

「痛かったら言ってくれ。……やめてあげられる自信はないけど」

　付け足すようにボソッと言って、ゆっくりと彼が私の中に入ってきた。

　押し広げるように入ってくる感覚にはまだ慣れない。でも昨夜ほどの痛みを感じることはなかった。

「大丈夫か？」

「……はい、大丈夫です」

　私の返事を聞き、航君はホッとした顔を見せた。

「よかった」

　ギュッと抱きしめられ、胸がいっぱいになる。

　気持ちを通じ合えただけで、こんなにも幸福感に包まれるなんて知らなかった。

　順番は逆になってしまったけれど、初めてを捧げて結婚したのが航君で本当によかった。きっとこの想いは、彼とともに過ごす時間が増えるたびに大きくなっていくだろう。

　好きな人が自分を好きになってくれることは奇跡に近い。それも相手が航君だ。……最高の奇跡に違いない。

　なんてちょっぴりロマンチックなことを、スヤスヤと気持ちよさそうに眠る彼の寝顔を眺めながら思って、クスリと笑ってしまった。










訪れた幸せと募る不安




　ボウルに卵を割って入れ、出だ汁しとみじん切りにした葱ねぎを加えて素早くかき混ぜる。次に温めておいた玉子焼き専用のフライパンに少しずつ流して焼けば、厚焼き玉子ができあがった。

「うん、今日もうまくできた」

　切ってみると断面も綺麗で美味しそうだ。

　アスパラのベーコン巻きや温野菜サラダ、それと昨日作ったかぼちゃの煮物などを、バランスよく弁当箱に詰めていく。

　時間を確認すると、あと五分で六時になろうとしていた。そろそろ航君を起こさないと。

　残りのおかずを急いで詰めて片付けをし、寝室へと向かう。

　航君と結婚して一カ月。アルバイトも辞めて専業主婦としての日常に慣れつつある今日この頃。

　そっと寝室に入り、ベッドへと歩み寄る。すると航君は規則正しい寝息を立てて眠っていた。

　普段はカッコいい彼も寝顔はかわいい。膝を折ってスヤスヤと眠る彼を覗き見る。

　仕事に行く時はしっかりとセットされている前髪も、寝癖がついて立っていた。それがなんだかおかしくて笑ってしまう。

　こうして一緒に暮らし始めてから、彼の新たな一面をたくさん知ることができた。

　朝は弱くてなかなか起きられないとか、料理は得意なのに、洗濯物を畳むのが下手とか、バラエティー番組が好きで芸人に詳しいとか。

　些細な一面を知るたびに嬉しくて、そしてもっと好きになっている。

　これほどまでに強く惹かれる人と出会ったのは初めてで、戸惑ってもいた。ずっと私にとって大切な存在は両親と妹の瑠璃だった。

　とくに母が亡くなり、父もいなくなってからは瑠璃が私にとってすべてで、瑠璃以上に大切な存在などできないと思っていたのに……。

　こうして寝顔を眺めているだけで胸がキューッと締めつけられる。

「航君、大好きです」

　想いが溢れ、言葉となって口をついて出た瞬間、いきなり身体を引き寄せられた。

「キャッ!?」

　悲鳴にも似た声をあげた私は航君の上に乗せられ、背中にはしっかりと腕が回されている。顔を上げて彼を見れば、しっかりと目を開けていて私を見るなり、少しだけ唇の端を上げた。

「おはよう、千波」

「おはようございます。……もう、起きていたなら声をかけてくれたらいいじゃないですか。いきなり引っ張られてびっくりしました」

　それにこの体勢も恥ずかしいからやめてほしい。

　彼の上から降りようとしたけれど、そうはさせまいとさらに強い力で抱きしめられた。

「こ、航君？」

「かわいい顔で俺を見る千波が悪い。こうやって引き寄せて抱きしめたくなるのも当然だ」

　弱々しい声で抗議する私に彼は、愉快そうに続ける。

「それに千波から美味しそうな匂いがする」

　首元に顔を埋めて鼻をスンスンさせる航君。

「それはさっきまで料理を作っていたからで……ひゃっ!?」

　ペロリと首筋を舐められ、変な声が出てしまった。

「航君？」

　ジロリと睨めば航君は目を細めた。

「だから千波が悪いって言っただろ？　会社行く前に千波補給させて」

「えっ？　あっ」

　彼の手が服をめくり上げて背中を撫でていく。

「んっ」

　思わず甘い声が漏れると、航君は「はぁ」と色気のあるため息を漏らした。

「朝からそんな声を聞かされたら、本当にしたくなる」

　したくなるって……！　昨夜もあんなにしたのに？

　信じられなくて彼をジッと見つめてしまう。

　結婚してからというもの、航君は毎夜私を求めてくる。もちろん好きな人に求められて嫌に思うわけがない。

　ただ、すべてが初めてのことで、普通の夫婦はこうも毎日身体を重ねるものなのかと疑問にも思う。

　そんな私の考えはバレバレなのか、航君はクスリと笑った。

「千波のことが好きなんだから当然の欲求だ。できるなら一日中こうやって千波に触れていたい」

「……っ」

　普通の夫婦はどうなのかわからないけれど、こんなにも愛されていると実感できる私は間違いなく幸せだと思う。

　本当ならこのまま流されてしまいたいところだけど、そうはいかない。

「航君、そろそろ起きないと迎えが来てしまいますよ」

　彼専用の運転手がおり、朝の迎えはもちろんのこと、帰りも送り届けてくれている。

　少し突き離した言い方をしたら、航君は目を丸くさせた後、表情を崩した。

「なんで笑うんですか？」

「ごめん。今の千波、奥さんって感じがしてグッときたんだ」

　ギューッと抱きしめて、航君は私の首筋や耳朶、頬に次々とキスを落とす。

「こ、航君！　本当に間に合わなくなってしまいますよ？」

「ん、わかってる」

　口ではそう言っているのに、行動が伴っていない。だけどしっかりと拒むことができない私も同じだ。

　様々な場所にキスしていても、決して唇には触れてくれないもどかしさに焦らされていく。

　頭ではだめだとわかっているけれど、キスしてほしい――。思わずそんな言葉が口をついて出そうになった時、ベッド脇のテーブルに置いてあった航君のスマホが鳴った。その音に我に返る。

「航君、電話が……」

「あぁ、そうだな」

　不機嫌そうに言って航君は私を解放し、ゆっくりと起き上がる。そして電話の相手を確認して深いため息を漏らすと、私にごめんのポーズをしてベッドから降りた。

「大丈夫、ちゃんと起きてるから」

　電話に出るなりそう言って彼は仕事の話をし始める。

　私がいたら邪魔になると思い、急いでベッドから降りて廊下に出た。朝ご飯の準備をしにキッチンへ向かう間も、まだ胸の高鳴りは収まらない。

「顔も熱い」

　両頬に触れれば熱を帯びていて、鏡を見なくても顔が赤いのがわかる。

　なんかもう最近の私、すごくふしだらな気がする。さっきだってキスしてほしいって思ったよね？　あやうく航君に言ってしまうところだった。

「気を付けないと」

　はしたないって思われて嫌われたくない。気持ちを引きしめて朝食の準備に取りかかる。温め直した料理をテーブルに運んでいると、自分のスマホが鳴った。

　こんな朝早くに電話ってことは、もしかして瑠璃のこと？

　手にしていた皿を急いでテーブルにのせてスマホを見れば、やはり国際番号が表示されていた。伯母からだ。

　定期的に伯母から瑠璃のことで連絡をもらっていたけれど、それは時差を考慮していつもこっちが忙しくない夜の時間帯だった。

　こうして朝にかかってくることは初めてで緊張がはしる。

「もしもし」

《ごめんね、千波ちゃん朝早くに。だけどすぐに伝えたくて……！》

　電話に出るとすぐに伯母の焦った声が耳に届いた。

「瑠璃になにかあったんですか？」

　よりいっそう緊張感が増す私に、伯母は震える声で話し始めた。

《今さっき、ドナーが見つかったって連絡を受けて、これから瑠璃ちゃんの心臓移植手術が始まるの》

「……本当、ですか？」

《えぇ！　瑠璃ちゃんはひと足先に手術室に向かって、今は心臓が到着するのを待っているところなのよ。……よかったわね、千波ちゃん。これでもう瑠璃ちゃんは大丈夫よ》

　力強い声で言われ、出発前に泣いていた瑠璃の顔が脳裏に浮かんだ。

　ずっと病気と闘ってきて、つらい思いをしてきた瑠璃。それなのに私たち家族の前ではいつも笑顔で気丈に振る舞っていた。

　瑠璃のためならなんでもしたいと思っていても、私にできることなんてなにもなくて、何度悔やんだことか……。

　ポロポロと涙がこぼれ落ちた。

《手術は五、六時間ほどで終わると思うから、また手術が終わったら連絡をするわ》』

「はい、よろしくお願いします」

　通話を切ったスマホを両手でギュッと握りしめた。

　よかった、本当によかった……！　これで瑠璃は元気になるんだ。当たり前の生活を送ることができるんだよね。

　安心したらますます涙が止まらなくなる。

「千波……？　いったいどうしたんだ!?」

　電話を終え、着替えを済ませた彼は泣いている私を見て驚き、駆け寄ってきた。

「なにがあった？」

　航君は心配そうに私に寄り添い、そっと涙を拭う。

「すみませっ……。さっき、伯母から瑠璃の心臓移植が決まったと連絡があって」

「本当か？」

「はい」

　すぐさま答えれば、航君は力いっぱい私を抱きしめた。

「よかった。……よかったな、千波」

　そう言う彼の声は震えていて、喜んでくれているのが伝わってくるから、せっかく涙を拭ってもらったのに再び涙が溢れ出す。

「航君のおかげです。本当にありがとうございます」

　大きな背中に腕を回して感謝の思いを伝える。

　航君が医療費を出してくれなかったら、海外での移植は叶わなかった。きっと今も日本で移植の順番を待っていたはず。もしかしたら瑠璃の心臓が持たなかったかもしれない。

「いや、瑠璃ちゃんが今日まで頑張ったからだよ。一日でも早く元気になって帰国できるといいな」

「そうですね」

　早く瑠璃に会って、そして航君を紹介したい。彼が私の大切な人だって胸を張って言えるから。

「そうだ、千波。今度の休日に瑠璃ちゃんへの快気祝いのプレゼントを買いに行かないか？」

「行きたいです！」

　瑠璃が喜びそうなものを買って、送ってあげたい。

「あ、でも航君、せっかくの休日なのに休まなくて大丈夫ですか？」

　私を気遣ってできる限り早くに帰宅し、夕食をともにしてくれるけれど、私が寝てから書斎に籠もって持ち帰った仕事をしているもの。

　心配になって離れて彼の様子を窺う。すると航君はふわりと笑った。

「もちろん。千波と一緒に過ごすことが、なによりの休息だから。それに千波と結婚してから一度もデートをしていないだろ？」

　確かに休日は家でのんびりしたり、スーパーに買い物に行ったりするくらいで、デートはしたことがない。

「瑠璃ちゃんへのプレゼントをふたりで選んで、その後どこか出かけよう。映画を見てもいいし、近くの水族館や遊園地に行ってもいい。行きたいところ考えておいて」

　そう言って航君はクシャッと私の頭を撫でた。

　ちょっぴり子供扱いされている感が否めないけれど、私を見る目は甘くて愛されていると実感できる。

　胸がギューッと締めつけられる苦しさに耐えながら「わかりました」と返事をした。

　それからふたりで朝食を食べて、彼を送り出した後はいつものように家事に取りかかったものの、ずっとスマホを手放せないでいる。

　瑠璃の移植手術が終わったら、すぐに伯母が連絡をくれるはず。

　成功すると信じてはいるけれど、それでもやっぱり不安は残る。

　気になってなかなか進まず、掃除や洗濯を終えて昼食の準備に取りかかる頃には十三時になっていた。

　なにを食べようかと冷蔵庫のドアを開けた時、スマホが鳴った。

　急いでドアを閉めて液晶画面を見ると表示されているのは国際電話の番号だった。速く脈打つ胸の鼓動を必死に抑えながら電話に出る。

「もしもし、伯母さん？　瑠璃は……？」

《大丈夫、無事に成功したわよ。とりあえずひと安心できるわね、千波ちゃん！》

　涙声で話す伯母の言葉を聞き、安心からか全身の力が抜けていく。

「よかった……っ」

　さっきさんざん泣いたはずなのに、一気に涙が溢れ出す。

「伯母さん、本当にありがとうございました」

《いいえ、私はなにもしていないわ。つらい治療を続けてきた瑠璃ちゃんと、家族として支えてきた千波ちゃん、ふたりとも本当によく頑張ったわね》

　伯母の言葉に、様々な思いが蘇る。

《これからはふたりでやりたいことを思いっ切りやって、行きたいところにたくさん行きなさい。もう病気を理由になにかを諦めなくていいんだから》

「伯母さん……」

　そうだった、これまで瑠璃とは普通の姉妹のように遊ぶことは叶わなかった。でもそれが当たり前で、私は瑠璃と一緒にいられるだけで十分だった。ふたりで話をしたり、本を読んだりテレビを見たりするだけでも楽しかったもの。

　でもこれからはふたりで思いっ切り運動してもいい。遊園地に行って絶叫系のアトラクションにも乗れるし、体調を気にすることなく旅行にも行けるんだ。

　決して我慢していたつもりはないけれど、今後は瑠璃と様々なことができると思うと嬉しくてたまらない気持ちになる。

《瑠璃ちゃんの麻酔が切れて面会できるようになったら、また連絡するわね》

「あ、はい。あの、本当にありがとうございました」

　瑠璃もきっと伯母が付き添ってくれたから心強かっただろうし、私も安心して見送ることができた。

　伯母には感謝してもしきれないよ。

《なに言ってるの？　伯母として当然のことをしたまでよ。……必ず元気になった瑠璃ちゃんを無事に連れて帰るからね》

「ありがとうございます」

　通話を切ってからも、いまだに胸はドキドキしたまま。

　もう瑠璃の身体の心配をする必要はなくなるんだ。元気な瑠璃の姿を見ることが今から楽しみで仕方がない。

　きっとお母さんが生きていたら、私と一緒に泣いて喜んでいただろう。母娘で色々なところに行きたかったな。

「お父さんは、どこに行っちゃったんだろう」

　借金を残して姿を消したことに負い目を感じて帰ってこられないだけなら、気にせずに戻ってきてほしい。

　私も瑠璃も、父が生きていてくれさえすればそれでいいもの。母の分まで私たちに親孝行をさせてほしいよ。

　航君はずっと父の行方を捜してくれているけれど、まだ見つかっていないと言っていた。本当にどこにいるんだろう。まさかもう会えないことはないよね？

　どん底だった人生だけれど、航君と出会ってから怖いほど幸せの方向へと向かっている。父に関してもいい知らせが来るのではと期待してしまう。

　引っ越しの際に、商店街の顔見知りの人たちに、もし父を見かけたら渡してほしいとここの住所と連絡先を書いたメモを託してきた。

　航君は返さなくていいって言うけれど、きっと話を聞いたら父は借金も瑠璃にかかった医療費も返そうとするはず。父はそういう人だった。……だから借金を抱えていたことを私たちに言えなかったのかもしれない。

　今も自分ひとりでどうにかしようと、危険なことをしていなければいいんだけど。借金なら私も一緒に働いて返す手伝いをしたのに、どうして頼ってくれなかったの？　もちろん未成年だった私にできることは限られていたけど、家族としてそばにいて支えることができたよ。

　せっかく瑠璃からの嬉しい知らせを聞いたのに、父のことを考えると不安に襲われた。




　次の日、再び伯母から連絡が入り、今のところ瑠璃に心配していた拒否反応もなく、順調に回復していると聞いた。

　それから数日後には瑠璃の元気な声も聞くことができて、もう本当に瑠璃は大丈夫なんだと実感できた。ちょうど航君も仕事から帰ってきたところで、瑠璃は緊張しながら初めて航君と言葉を交わした。

　でもなにを話したらいいのかわからなくて、自己紹介しただけだったようだ。航君と話し終えて電話を代わった時に、開口一番に瑠璃が『声がイケメンでやばい』って言ったものだから、笑ってしまったのは言うまでもない。

　そして迎えた週末。約束通り航君とデートに出かけることになったんだけれど……。

「どうしよう、この服で本当に大丈夫かな」

　メイクを終えて洗面所の鏡の前で最終確認するも、不安で仕方がない。

　買い物に行くからレースがあしらわれたワンピースにして、髪も少しでも航君に釣り合うようハーフアップにしてみた。

　だけど少し背伸びしすぎた？　普段はパンツスタイルが多いのに、急にワンピースを着たりして航君に変に思われないかな？

　なかなか航君が待つリビングに行けずにいると、心配した航君がドアをノックした。

「用意できた？」

「はっ、はい」

　不安は残るけれど、ずっと航君を待たせるわけにはいかない。覚悟を決めてドアを開けた。

「すみません、お待たせしました」

　おずおずと彼の前に出たものの、ジッと見つめられて変な汗が流れそうになる。

　やっぱりどこか変？　私には似合っていない？

　今すぐにドアを閉めて着替えてきたい気持ちが大きくなる中、航君は口を手で覆ってどこか照れくさそうに目を逸らした。

「そういう服を着ているところ初めて見たからびっくりした」

「え？」

　やっぱり似合っていないってこと？　そんな考えが頭をよぎった時、航君は真っ直ぐに私を見つめて頬を緩めた。

「すごく似合ってる。かわいくて惚れ直すよ」

「え……えっ？」

　意外なひと言に頭の中が真っ白になる。

「他の男に千波を見せたくないくらいだ」

「……っ」

　甘い言葉を次々と言われ、一気に身体の熱が上昇してしまう。

「まぁ、そういうわけにはいかないから、今日は一日中こうしていること」

　そう言って航君はギュッと私の手を握った。

「わかった？」

　愛しそうに私の顔を覗き込んで言われ、私は何度も首を縦に振る。

　本当に最近の航君はいろいろな表情を見せてくれるから、心臓がいくつあっても足りないくらいだ。

「じゃあ行こうか」

「……はい！」

　航君の運転する車で向かったのは、近くの商業施設。リーズナブルでカジュアルなブランドの店舗が多く入っていることから、休日は多くの若者や家族連れで賑わっている。

　今日もオープンしてまだ三十分ほどしか経っていないのに、すでに混雑していた。

「すごい人だな」

「そうですね」

　航君は私の手を握る力を強めた。

「はぐれないように気を付けろよ」

　もう、航君ってば。私をいったい何歳だと思っているのだろうか。こうしてたまに子供扱いするんだから。

　どんな店が入っているのか案内板を見ながら、航君が聞いてきた。

「買うものは考えてきた？」

「はい。あの、ひとつは私が自分で瑠璃にプレゼントしたいんです。だからもうひとつを航君と一緒に選んでもいいですか？」

　瑠璃にプレゼントしたいものを考えたら、真っ先に浮かんだものがある。それはどうしても私からプレゼントしたい。

「もちろん。じゃあまずは千波からのプレゼントを買いに行こうか」

「ありがとうございます」

　手を繋いだまま最初に入った店は、スニーカーの専門店。瑠璃は幼い頃からずっと運動することを控えるよう医師から言われていて、学校行事にもほとんど参加することができなかった。

　それに私が運動靴を新調するたびに、『かわいいね』とか『走りやすそう』と言って羨ましそうに見ていた。

　だから真っ先にスニーカーをプレゼントしたいと思ったんだ。

　それを話すと航君は、瑠璃に似合いそうなスニーカーを一緒に選んでくれた。

「航君のおかげでいいものが選べました」

「役に立ててよかったよ」

　そう言ってナチュラルに荷物を持ってくれた航君の優しさに胸が高鳴る。

「千波の話を聞いて、俺からも瑠璃ちゃんにプレゼントしたいものができたんだ。……これから瑠璃ちゃんにはたくさんの思い出を作ってほしいと思う。だから写真立てやアルバムなんてどう？」

「いいと思います！　瑠璃、よく家族で撮った写真をアレンジしてオリジナルのアルバムを作っていたんです。絶対に喜びます」

　なにより航君が瑠璃のことを考えて選んでくれたものだもの、喜ばないわけがない。

　つい興奮して大きな声で言ってしまうと、航君は目を瞬かせた後に初めて声をあげて笑った。

「アハハッ。そっか、千波のお墨付きなら間違いないだろうな」

　笑った顔に幼さを感じて、普段の大人っぽい印象とのギャップにときめく。

「さっきの必死に説明する千波を思い出したら、しばらく笑ってしまいそうだ」

「そ、それは航君が瑠璃のことを考えてくれたのが嬉しくてですね……っ」

　恥ずかしくて捲し立てた私を見て、航君はまた笑う。

「それがかわいくて笑ったんだよ。本当、千波と一緒にいるといろいろな自分を引き出されるよ」

　それはどういう意味だろう。悪い意味ではないよね？

　知りたくて彼をジッと見つめる。すると航君はポンと私の頭を撫でた。

「買いに行こう。それで早く千波とデートがしたい」

「航君……」

　どうして航君はこうも恥ずかしい言葉をすらすらと言えるのだろうか。それに比べて私は自分の思っていること、感じたことの半分も伝えられていない気がする。それでは航君に私の気持ちはなにも届かないのに。

「私もです」

「えっ？」

　少しでも私の気持ちを理解してほしくて、勇気を振り絞った。

「私も早く航君とデートしたいです。だから誘われた日からずっと楽しみにしていたんです」

　出かける前にどの服を着たらいいのか、航君にどう思われるかと思い悩むほどに。

「そっか。じゃあ今日は特別な一日にしよう」

「はい！」

　航君が嬉しそうだと私も嬉しくなる。それは彼が私にとって特別な存在だから？　それゆえにこんなにも一挙一動に大きく心を揺さぶられるのだろうか。

　それからふたりで瑠璃へ写真立てとスクラップブックを購入した。ふたりからのプレゼントなのだから私も半分出すと言ったものの、航君は「俺が贈りたいんだ」と言って頑なに拒否。

　ふたりからのプレゼントは、瑠璃が帰国してから改めて買いに行こうと約束をした。

　買い物が終わった頃にはお昼近くになっていて、軽く食べてから出ようということになった。

　ふたりで飲食店街を見て回るものの、時間的にどこも行列ができている。航君は案内板の前で足を止めた。

「思ったより混んでいるな。上の階のフードコートに行ってみようか？」

「いいんですか？」

　こうした商業施設の飲食店もそうだけど、フードコートで航君が食事する姿が想像できない。そもそも彼は行ったことがあるのだろうか。

　そんな疑問が浮かび質問した私を見て、航君は顔をしかめた。

「千波が俺にどんなイメージを抱いているのかわからないけど、学生時代はよくこういうところに来ていたし、ファミレスやファストフード店にも入ったことがある」

「そうなんですか？」

　意外だ。だって航君は庵野グループの御曹司だもの。食事はプロポーズされたレストランのような、高級店しか使用しないと思っていた。

「それに電車やバスにも乗ったことはあるからな。そこらへんの世間知らずなお坊ちゃまだと思わないでくれ」

　どこか拗ねた物言いに目を瞬かせてしまう。だけどその姿がたまらなくかわいくて思わず笑ってしまった。

　すると航君は不機嫌になる。

「どうして笑う？」

「すみません、つい……」

　かわいくてという言葉は必死に飲み込んだ。年上の航君にそんなことを言ったら、ますます不機嫌になりそうだ。

「つい、なんだよ」

「なんでもありません」

「そこまで言われると気になるんだが」

「本当になんでもありませんよ」

　そんなやり取りを聞かれていたのか、隣で同じように案内板を見ていた若い女性ふたり組が小声で「かわいいカップル」「羨ましい」と言っているのが耳に入り、照れくさくなる。

　でもそっか、私と航君はちゃんと恋人同士に見られているんだ。

　そう思うと嬉しくて顔がニヤけそうになる。

「じゃあフードコートに行きましょう。私、ここのタコ焼きが食べたいです」

　案内板に書かれている店名を指差せば、航君は意外そうに目を見開いた。

「好きなのか？」

「はい。友達と遊びに行った帰りによくお土産に持ち帰って家族で食べていました」

　私も好きだけど、とくに瑠璃が大好きだったんだよね。家の近くにはなくて、なかなか出来立てを食べに行けないって嘆いていたっけ。

　瑠璃が帰ってきたら、ふたりで食べに行きたいな。

「じゃあたこ焼きを食べて出ようか」

「そうしましょう」

　ふたりで笑い合い、エスカレーターがある方へと向かう。

「これからも、もっと千波のことを教えてほしい」

「私のことですか？」

「あぁ。千波のことなら、どんなことでも知りたいんだ」

　本当に私、こんなに幸せでいいのかな？　瑠璃を助けてもらえて、その恩人である航君を好きになり、彼もまた私を好きになってくれた。

　さらに航君はたくさんの幸せを私に与えてくれている。それなのに私はなにひとつ彼に返すことができていない。

「航君」

「ん？」

　でも私にも彼にできることがある。

「私ひとりの力じゃどうにもなりませんけど、授かることができたら大切にお腹の中で育てて、元気な赤ちゃんを産みますね」

「え？　どうしたんだ？　急に」

　足を止めて困惑する航君に続ける。

「だって私、航君に幸せをもらってばかりでなにも返せていません。……だからせめて約束通り、航君の赤ちゃんを産んで少しでもこれまでの恩をお返ししたいんです」

　そもそも古からの言い伝えがなかったら、私はこんなにも大きな幸せを手にすることはできなかった。

　私と彼を結んでくれた約束は絶対に守らなくてはいけない。

「いつもだったら、そろそろ月のものがくる頃なんです。もし遅れたらすぐに航君に報告しますね」

　きっと航君も子供を望んでいるはず。だけど航君は眉間に皺を刻んだ。

「千波、前にも言ったと思うけど……」

　彼がなにかを言いかけた時、聞き覚えのある女性の声が聞こえてきた。

「お久しぶりですね、航さん。お元気でしたか？」

　声のした方を見る。するとそこには私たちに向かってにっこり微笑む女性がいた。

　あれ？　たしか彼女は……以前、私に牽けん制せいをしに来た女性だ。

　全身ブランド物で着飾った神屋敷さんが、私と航君の方へゆっくりと近付いてくる。

「あぁ、久しぶりだな。まさかここで神屋敷ホテルのご令嬢とお会いするとは、夢にも思わなかったよ」

「それはお互い様ではありませんか？　ですが私だって時にはこういった場所にも行きたくなるものです。それよりもお連れの女性は……どなたかしら？　初めましてよね？　社交の場で一度もお見かけしたことがないですもの。私、神屋敷紗季と申します。どうぞお見知りおきを」

　どこか棘とげのある言い方に怯んでしまう。

　そもそも神屋敷さんとは今日が初対面ではない。以前会ったことを彼女は航君に知られたくないのだろうか。

「もしかして例の言い伝えのお相手ですか？　大変ですね、貴重な休日に愛してもいないお相手のご機嫌取りをしなくてはいけないなんて」

　航君は笑いながら言う神屋敷さんから守るように私の前に立つと、いつになく厳しい口調で言った。

「キミには関係のないことだ。変な詮索はやめてくれ」

「……っ」

　航君に冷たく突き放された神屋敷さんは悔しそうに唇を噛みしめる。しかしそれも一瞬で笑顔を取り繕った。

「ここで会えたのもなにかのご縁ですし、どこかでお茶でもしませんか？　これから社交界で生きていくためにも、私とは良好な関係を築いておいた方が彼女のためでもあると思いますし」

　神屋敷さんの言いたいことはなんとなくわかる。

　私も父の旅館が軌道にのっている時に、一度だけ親交のあるホテルの創設記念パーティーに連れていってもらったことがあった。

　まだ小さい頃だったから記憶は断片的だけど、とても華やかで豪華な食事が用意されているのに、大人たちは話に夢中だった。

　きっと航君もああいった場所に行く機会が多いはず。彼と結婚した以上、私も同席することになると思う。

　神屋敷ホテルといえば、庵野グループには劣るものの知名度も高く、世界各国にまで手広く展開している大企業だ。

　会社同士の繋がりや取り引きがあるため、言い返せないのかもしれない。

　神屋敷さんとはこれからも幾度となく顔を合わせる機会が多そう。だったら逃げずに立ち向かうべきだ。

　なにより彼女は航君の相手として私を認めていないのだから。

「悪いが……」

　航君が断ろうとしているのを聞き、慌てて口を挟んだ。

「あの、ぜひご一緒させてください」

　私の話を聞き、航君だけではなく神屋敷さんも驚いた顔を見せた。

「千波？」

　困惑する航君に自分の思いを伝える。

「神屋敷さんとはなにかと顔を合わせる機会が多くなるんですよね？　それに私は社交界の知識は皆無です。ぜひ神屋敷さんにいろいろとお話を伺いたいんです」

　ここで航君に断ってもらったら、神屋敷さんに自分の力ではなにもできず、航君に守ってもらうことしかできない人だと思われてしまう。それだけは嫌だ。

　神屋敷さんが本気で航君を想っているならなおさらだ。好きな気持ちで負けるわけにはいかない。

「本当にいいのか？」

　心配そうに聞いてきた航君に大きく頷いた。

「もちろんです」

　どうすればいいのかわからないけれど、神屋敷さんに航君の相手として相応しいと認めてもらい、諦めてもらわないといけないもの。

　強い気持ちを胸に抱いた時、彼女が割って入ってきた。

「光栄なお言葉ですわ。ではさっそく行きましょう。えっと……あなたのことは、なんてお呼びしたらいいかしら？」

　私の名前は知っているはずなのに、わざと聞いてくるってことはやっぱり神屋敷さんは、一度私と会ったことを航君に知られたくないようだ。

　牽制されたことを航君に言うことは簡単だけど、そうしたくない。私も初対面のフリをして「庵野千波です」と告げた。

　その瞬間、神屋敷さんは片眉を上げた。

「庵野？」

「はい、一カ月ほど前に籍を入れたんです」

　そのことを知らなかったのか、神屋敷さんは顔を引きつらせた。

「そうだったんですね。そうとは知らずにお祝いの言葉が遅くなってしまい、申し訳ございませんでした。……航さん、おめでとうございます」

　見るからに無理して言っているのがわかる。航君もそれに気付いているだろうか？　そもそも彼女に好意を持たれていることも知っている？

　気になったけれど聞けるはずもなく言葉を飲み込んだ。

「ありがとう」

　素っ気なく言い、航君は私の手をさらに強く握る。それだけで安心できてしまうから不思議だ。

　それから私たちはフードコートに向かい、ファストフード店のコーヒーを注文してテーブルを囲んだ。

　私と隣に座る航君に、真向かいに座る神屋敷さんは常に笑顔を貫いている。それが却って不気味に感じてしまう。

　家族連れが多いフードコートで航君のただならぬオーラや、神屋敷さんの恰好はかなり浮いた存在で、さっきから視線を感じていた。

　なにか話を切り出したくてもできずにいる中、沈黙が流れる。それぞれがコーヒーをひと口飲んだ時、航君のスマホが鳴った。

　電話の相手を確認した彼は渋い顔をする。だけど電話に出ることなく鳴り続けているスマホをポケットにしまう。

「航さん、お電話に出なくてよろしいんですか？」

「大丈夫だ」

　航君はそう言うけど、本当に大丈夫なのかな。きっと仕事の電話だろうし、今も着信音が鳴り続けている。急ぎの用件なのかもしれない。

「私と千波さんのことならご心配なさらないで。ここじゃ騒がしいでしょうし、静かなところでお電話に出てきた方がよろしいと思いますよ」

「しかし……」

　チラッと私を見る航君。

　間違いなく電話は仕事のことなんだろう。でも私のことが心配で出られないんだ。

　それを理解すると私は彼を安心させるように笑顔で言った。

「私なら大丈夫ですから、電話に出てきてください」

「千波さんもこう言っていますし、私たちにお構いなくどうぞ」

　神屋敷さんにも言われ、航君は「すぐに戻る」と言って何度か振り返りながら見えなくなっていった。途端に神屋敷さんから笑顔が消えた。

「やっとふたりになれましたね。家の者にあなたたちを尾行させ、タイミングを見計らって航さんに仕事の電話をさせたかいがありました」

「えっ？」

　神屋敷さんと会ったのも、航君に電話がかかってきたのも偶然じゃないってこと？　そこまでして私とふたりっきりになりたかったのは、間違いなく航君のことで話したいことがあるからだよね？

　そこに考えが行き着くと、なにを言われるのかと緊張感が増す中、神屋敷さんは不快感を露わにした。

「この前警告したにもかかわらず、まさか航さんとすでに入籍していただなんて……。航さんのご両親が反対なさっていたのに信じられないわ」

　深いため息を漏らして神屋敷さんは続ける。

「忘れないで。航さんのご両親は結婚に反対なさっているってことを。おふたりはあなたとより、私と結婚してほしいとおっしゃってくださったの」

「えっ……」

　航君のご両親が？　ううん、十分あり得る話だ。悔しいけれど、神屋敷さんの方が航君とお似合いだし、家柄も見た目も彼の隣に立つに相応しいもの。

　それに挨拶に行った時に反対されているので、神屋敷さんの言っていることは本当だと思う。

「おふたりは全面的に私のことを支持してくださっていて、バカげた言い伝えを遂行せずに私との結婚を進めてくれると約束してくださいました」

　嘘、そんな……。

　航君のご両親に認めてもらえていないことはわかっていたつもりだけど、神屋敷さんと結婚させようと動くほど反対されていたんだ。

　航君と気持ちを通じ合うことができて嬉しくて舞い上がっていた。好きな人が自分と同じ気持ちになってくれただけでは、本当の意味では幸せになれないのに……。

　それが結婚ともなればなおさらだ。好きな人の両親に受け入れてもらえないのは悲しいしつらい。

　でもこれはすべて自分が招いた結果だ。航君と想いが通じ合って本当の夫婦になってから、いくらでも挨拶に行く機会はあったにもかかわらず、彼と過ごす日々が幸せでそこまで配慮ができなかった。

「どんな手を使って航さんと入籍して自分の味方につけたのかはわかりませんが、それも今のうちだけです。近いうちにあなたには航さんと離婚していただきますから」

　はっきりと告げられた言葉に、胸がズキッと痛む。だけどこの前のように言われっぱなしではいられない。

「話はそれだけです。航さんが戻ってくる前に失礼します」

　自分を奮い立たせて去ろうとする神屋敷さんを引き留めた。

「待ってください」

　私の声に立ち上がろうとした彼女は動きを止めて、不快そうに私を見る。

「なにかしら。私はもうあなたと話すことなんてないんですけど」

「私はあります」

　間髪を容れずに言い、神屋敷さんを真っ直ぐに見つめる。

「航君が望まない限り、私は離婚するつもりはありません。それと航君のご両親にも認めていただけるよう、今後は努力していくつもりです」

「なにを言って……っ」

　声を張り上げて立ち上がった神屋敷さんは周囲の視線を集め、バツが悪そうに咳払いをした。

「ご勝手にどうぞ。まぁ、どんなに努力したって彼のご両親はあなたのことを認めることはないと思うわ。私以外、航さんの結婚相手に相応しい人はいないとまで言われたのだから」

　それほど私は航君のご両親に嫌われているってことだよね？

　そう思うとショックで言葉が出ない。そんな私を見下して神屋敷さんは鼻を鳴らした。

「きっともうあなたに会うことはないでしょうね。離婚後は航さんのためにも、私たちの前に二度と現れないで」

　最後に吐き捨てるように言って去っていく神屋敷さんに、私はなにも言えずに見送ることしかできなかった。

　航君を想う気持ちだけは負けない自信がある。……でも彼のご両親に、そこまで嫌われていると知ったら自信をなくしてしまった。努力だけで願いは叶うものだろうか。

　あれほど幸せな気持ちでいっぱいだったのに、一気に不安が押し寄せてくる。

　賑やかなフードコートに目を向ければ、みんな家族や恋人と楽しそうに過ごしていて、羨ましくなる。

　呆然と眺めていると背後から腕を掴まれ、肩が飛び跳ねた。

　私の隣に腰を下ろした航君は息が上がっていて、急いで戻ってきてくれたのが見てわかる。

「ひとりにして悪かった。大丈夫だったか？　彼女は？」

　姿が見えない神屋敷さんを探してか、彼は周囲を見回した。

「神屋敷さんなら、あの、急用ができたようでさっき帰りました」

「急用、ね」

　それらしい理由を並べても航君には通用しないのか、疑わしい目を向けられてしまう。

「なにか言われなかったか？」

　すぐにさっき神屋敷さんに言われた言葉が脳裏に浮かんだものの、平静を装う。

「はい、ゆっくりと話す暇もなく帰られてしまったので」

　知っているかわからないけど、もし知らなかったのなら話したくない。彼のご両親が神屋敷さんとの結婚を進めているという事実を。

　自然と手に力が入り、拳をギュッと握りしめた。

「そうか。……なぁ、千波。どんな些細なことでもいいから、なにかあったら一番に俺を頼ってくれ。もし俺の知らないところで千波が悩んでいたり、つらい思いをしていたり泣いていたりしたら俺も苦しいから」

　力強い瞳を向けられて言われた言葉に胸がギューッと締めつけられる。

「わかったか？」

　苦しくて声が出ず何度も首を縦に振ったら、航君は表情を緩めた。その柔らかい表情にまた胸が高鳴ってしまう。

「それとさっきの話の続きだけど、俺はたとえ言い伝えがなかったとしても千波と結婚していたよ」

「えっ？　どういうことですか？」

　だって言い伝えがなければ航君とはきっと、一生縁がなかったはず。出会うことさえできなかったと思うんだけど。

　小首を傾げる私に航君はクスリと笑った。

「千波は俺にとって初恋なんだ。そう簡単に忘れることができないほどの、な」

　含みのある言い方にますます混乱してしまう。

　私たちが出会ったのはお見合いの席が初めてだったよね？　それなのに『そう簡単に忘れることができないほど』ってどういうこと？

「今日はここまでだ。この続きはまた今度教えてやるよ」

　先手を打って言われてしまっては、これ以上聞くことができなくなる。……でも、航君は言い伝えがなくても私と結婚していたって言ってくれた。その気持ちに嘘はないよね？

　きっとこの先もずっと一緒にいたら、さっきの話の続きを聞かせてくれるはず。

　不安が押し寄せていたというのに、航君の言葉ひとつで一気に勇気が湧いてくる。

　どんなに嫌われていたって、やっぱり大好きな人のご両親に認めてもらいたい。そのためならどんな努力もするべきだ。

「あの、航君」

「なに？」

　優しく頭を撫でる彼に言った。

「今度、航君のご両親に会わせてください。そこでもう一度私の気持ちを伝えたいんです。航君が好きだから航君の結婚相手として認めてくださいって」

　本当の意味で航君と幸せになるために強くなろう。そのためならどんな努力だってしてみせる。










ずっと忘れなかった初恋の子　航ＳＩＤＥ




　時刻は深夜一時過ぎ。間接照明の隣で気持ちよさそうに眠る千波を見ていると、どんなに仕事で疲れていてもあと少しだけ彼女の寝顔を見ていたいと思ってしまう。

　艶のある髪を掬うと、さらさらと指の隙間から流れ落ちる。

「んっ……」

　眉間に皺を刻んだものだから起きたのかと思ったが、またすぐに幸せそうな顔で規則正しい寝息を立てた。

　そんな彼女の身体を抱き寄せ、甘い温もりに酔いしれる。

　ずっと捜していた初恋の子が千波だと知った時は、どんなに嬉しかったか。

「千波は憶えていないんだろうな」

　彼女はきっと俺と初めて会ったのは、お見合いの日だと思っているだろう。無理もない、千波は四歳だったのだから。




＊　＊　＊




「お兄ちゃん、カッコいいね。王子様みたい！　千波だけの王子様になって」

　突拍子もないことを言い出した女の子に出会ったのは、俺が十歳になったばかりの頃。

　知り合いの会社の創設記念パーティーに父とともに招待されたが、そのホテルの大広間では父に挨拶に来る者が絶えなかった。

　俺が退屈しないように配慮してくれたのか、父に庭園でも散策してくるよう声をかけられ、窮屈な空間から抜け出した。

「疲れた」

　こういったパーティーに参加するのは、これが初めてではない。

　初めて連れていってもらったのは五歳の頃で、最初はキラキラとした世界に興奮した。それに行けば美味しい食べ物が食べられるという単純な理由もあって、父に行こうと言われれば喜んでついていった。

　だけどそれも小学校に上がるまでの話。大学までエスカレーター式の有名進学校へ進んだ。そこではすでに大人の社交場ができあがっていた。

　家柄を重視した序列が学校内にはあって、俺はすぐに頂点に立った。上級生までもが俺に敬語を使う学校生活に、なんとも言えない寂しさというか虚しさを感じた。

　この学校では、決して俺自身を見てくれる人はいない。庵野グループの人間としてしか見られなかったのだ。

　そんな俺に友達と呼べる存在はおらず、近付いてくるのは下心がある人ばかり。

　十歳になる頃には、庵野の家に生まれたからには普通の生活はできないんだと痛感していた。

　そうなるとパーティーについていっても、俺も将来は父のような立場となり、笑顔で繰り返し面倒な挨拶をしなくてはいけないんだと思うと憂鬱になる。

　ホテルの中庭にある庭園には緑が多く生い茂っていて、中央には小さな噴水があった。その周囲を囲むようにベンチが設置されており、そのひとつにゆっくりと腰を下ろす。

　そのまま空を仰げば、どんより曇り空で今にも雨が降りそう。

　家に帰ったら明日の授業の予習とテスト勉強をしないと。だからできるだけ早く帰りたいけど、どうだろうか。

　庭園にある時計で時間を確認すると十五時を回ったところ。昼過ぎから始まり、夜までかかると言っていたから帰りたいという願いは叶いそうにない。

　ため息を漏らしてそっと目を閉じた時、草木をかき分けるようなガサッという音が聞こえてすぐに目を開けた。

　そして音のした方へ目を向けると、ひとりの女の子が顔を出した。ピンクの愛らしいパーティードレスを着ていることから、俺と同じで親についてきたようだ。

　女の子はクリッとした大きな目をさらに見開いて、勢いよく俺の前に駆け寄ってきた。

　びっくりして微動だにできない俺を見て、女の子はさっきの言葉を言ったのだ。

「だめ？　千波の王子様になってくれない？」

　なにも言わない俺をジッと見つめながら首を傾げる。

「えっと、王子様ってどういうことかな？」

　我に返って尋ねれば、その女の子、千波は満面の笑みで言った。

「千波と結婚してほしいのー」

　さらりと結婚してほしいと言う千波に面食らう。

　おそらく千波は見たところ、四歳から五歳。なにか絵本やテレビに影響されて言ったのかもしれない。

　純粋な夢を壊したくないところだけど、できもしない約束はするべきではない。

「千波は本当に俺と結婚してもいいの？　だって出会ったばかりで俺の名前も知らないでしょ？　結婚って好きな人同士がするものだよ」

　できるだけ傷つけないように言葉を選ぶ。

「千波のお父さんとお母さんだって、好きだから結婚したと思うんだけど」

　だから出会って間もない俺に求婚するべきじゃないと強く言いたい気持ちを必死に抑え、笑顔を取り繕う。

　その甲斐あってか千波は目をぱちぱちさせた。

「じゃあまずは、お兄ちゃんの名前を教えて！　名前を知らないと好きになれないもんね」

　理解してくれたと胸を撫で下ろしたのも束の間、どうやら千波はまだ諦めていないようだ。

　がっくりと肩を落とした俺の膝に両手を置いて、千波は「教えてよ」とせがむ。

「航だよ」

「こー？」

「そう、航」

　繰り返し名前を口にすると、千波は屈託のない笑顔を見せた。

「航君ね！　じゃあ航君、千波が大きくなってシンデレラみたいにいじめられちゃったら、王子様のように助けに来てね」

　どうやら千波が影響を受けているのはシンデレラのようだ。

「航君は知ってる？　王子様はね、いっぱいいるお姫様の中からシンデレラを見つけてくれるんだよ！　すごいよね！」

　興奮気味に言う千波に思わず頬が緩む。

「航君はねー、王子様にそっくりなの。だから絶対千波のことを助けてね。それで千波と結婚して幸せになろうねー！」

　無邪気な笑顔で将来の約束をする千波がかわいくて、声をあげて笑ってしまった。

「アハハッ。そっか、俺は将来千波と結婚して幸せになるんだ？」

「うん！　そうだよ」

　迷いなく返す千波に面食らう。

「ふふふ。航君、笑うとかわいいね」

「えっ？」

「笑顔がかわいいよ」

　年下の女の子にかわいいと言われ、柄にもなく照れくさくなって顔が熱い。そんな俺を見て千波はますます笑う。

「照れてる航君もかわいいよー！」

「……うるさい」

　だけどこうして心から笑い、そして照れたことなんていつぶりだろうか。

「やっぱり千波、航君と結婚したい。だから約束」

　そう言って千波は薬指を立てて指きりをしようと言う。

　叶えられない約束をするものじゃない。頭ではそうわかっているのに、なんでだろうな。千波の純粋な笑顔を前にしたら、どうやってでも叶えてあげたいと思ってしまう。

「千波は本当に結婚する相手が俺でいいの？」

　こんなことを聞いたって、きっと千波は俺ぐらいの歳になる頃には忘れているだろう。現に俺も小さな頃の記憶は曖昧なのだから。

　それでも聞きたいと思ったのは、あまりに千波は真っ直ぐだからかもしれない。

「うん、航君がいい」

　これも迷いなく言われて心が落ち着かなくなる。

　なんだ？　これ。胸が痛い。

　変な苦しさに襲われながらも、愛らしく微笑む千波から目を逸らすことができない。

「じゃあ約束！　指きりげんまんしよう？」

「……わかったよ」

　自分よりも短い小指に自分の小指を絡めると、千波は「ゆーびきりげーんまん」と言って指を離した。

「えへへ、これで千波は航君のお嫁さんだね」

　照れくさそうに言って千波は俺の隣に腰かけた。ぴったりと寄り添う千波に心臓は忙しなく動き出す。

　今まで感じたことのない感情に戸惑う中、千波は自分のことを話し出した。

　四歳になったばかりで妹がいること。将来は両親と同じ仕事をしたいこと。保育園に苦手な子がいることなど、様々なことを教えてくれた。

　他愛もない話なのに、千波が必死に説明しているのがおもしろくて、そして嬉しくてたまらなかった。

　こんな風に普通に接してもらえたのは、いつぶりだろう。少なくとも小学校に上がってからは初めてだ。だからか会話が途切れたところで聞いてしまった。

「千波は俺がどんな人間になっても、今のように変わらず話しかけてくれて、結婚したいと思ってくれる？」

　こんなこと聞かれても千波を困らせるだけ。そうわかっているのに、どうしても聞きたかった。たとえ千波が今日のことを数年後には忘れていたとしても……。

　少しだけ緊張しながら答えを待つ中、千波は眉間に皺を刻んだ。

「え？　航君、人間じゃなくなるの？」

　深刻な顔でなにを言い出すかと思えば、変に解釈されたようだ。それにしても人間じゃなくなるなんて……。俺も子供だけど、六歳も年が離れているとこうも考え方や捉え方、すべてが違うようだ。

　それがおかしくて笑いをこらえながら答えた。

「違うよ。そうだな、なんて説明したらいいのかな。俺も千波も大人になったら大きくなるだろ？　もしかしたら俺は王子様じゃなくなるかもしれない。それでも千波は俺と結婚したいと思ってくれる？」

　千波にとっての王子様がどんな人物像なのかわからないけど、シンデレラを見て王子様に憧れているなら、完璧な男性だろう。

　でも俺は決して完璧な人間じゃない。友達もいないし、人と話すもの苦手だ。そんな俺を知っても変わらずに接してくれるのだろうか。

「航君は航君でしょ？　かっこよくて千波の話を聞いてくれる航君が好きだよ。だから絶対に結婚してね！」

　きっと千波は俺と出会い、求婚したことも忘れる可能性がある。……それでも信じてみたくなる。

　今日交わした約束通り、千波と結婚して幸せになる未来が訪れるかもしれないと。

「千波、お姫様になれるように頑張るから」

「そっか、じゃあ俺も千波にとって王子様でい続けられるように頑張るよ」

　もし千波との間に縁があるなら、きっとまた出会うことができるはず。今日のパーティーに来ているってことは、今後も顔を合わせることがあるだろう。

「うん、頑張ってね！　じゃあ千波、もう行くね」

「えっ？」

　出会いも突然なら別れも急なようだ。

　ベンチから降りると千波は「航君、またね」なんて言って去っていく。

　咄嗟に追いかけようとして立ち上がったものの、すぐに思いとどまる。だって追いかけてどうするつもりだ？

　四歳の女の子が言った言葉を鵜呑みにして、どこの会社の令嬢なのかを調べる？　もしかしたら父に言えば、簡単に千波と婚約することができるかもしれない。

　だけどそれじゃだめな気がする。千波は俺をひとりの人間として見てくれた。でも大きくなって庵野グループのひとり息子だと知っても、変わらずに俺に接してくれるだろうか？

　そうしてくれるという自信がないから不安になる。だったら変に期待しない方がいい。

　何度も自分に言い聞かせて俺もパーティー会場に戻った。




　千波と出会ってからというもの、あれほど乗り気じゃなかったパーティーに、喜んでついていった。

　もしかしたら千波とまた会えるかもしれない。毎回期待していったが、あれ以降会うことはなかった。

　この先も会うことができると安易に考えて、名字や父親がどんな仕事をしているのかを聞いておかなかった自分を悔やんだ。

　それに会えないほどに千波のことを考える時間は増えていき、ふとした瞬間に自分に向けられた笑顔を思い出しては胸を苦しくさせた。

　これが誰かを好きになる気持ちだと気付いたのは、千波と出会って半年が経った頃だった。

　千波の笑顔が頭から離れないのも、いつも千波のことを考えてしまうのも、全部好きだからだと思ったら納得がいった。

　それからますます千波を捜すようになった。だけど再会は叶わず、三年が過ぎた中学一年生の夏。俺は初めて庵野家に受け継がれてきた言い伝えを祖父から聞かされた。

　最初は耳を疑ったし、冗談だと思ったけど、一緒に話を聞いた両親の険しい表情を見たら本当なんだってわかった。

　両親は迷信のような言い伝えを俺に守らせるつもりはないと、きっぱり祖父に言ってくれた。この話を俺にすることも反対していたらしい。

　だけど祖父は強く信じていて、庵野家のためにも言い伝えを守ってほしいと懇願された。

　両親はお見合い結婚ながら互いを愛し合っていたし、祖父だって亡くなった祖母を愛していた。だから俺も結婚は愛する人としたいと望んでいたし、その相手は千波なら……と願ってもいた。

　だけど祖父の話を聞き、それは叶わない夢かもしれないと思っていたが、両親は俺に結婚は自由にさせたいと思ってくれていた。

　両親の思いに背中を押され、俺も祖父に反発し続けた。言い伝え通りにしないと庵野家に繁栄がもたらされないと言うが、だったら俺が努力をすればいい。

　言い伝えに頼ることなく俺の力で今後も庵野グループを大きくしてみせる。そうすれば初恋の彼女を堂々と迎えに行けるはず。

　もしかしたら千波も幼い頃に俺と交わした約束を覚えていて、再会を望んでいるのかもしれない。

　俺と両親の願いは神様に届いたのか、相手からも言い伝え通りに結婚することを拒む連絡がきた。

　祖父は肩を落としたが、俺にとっては願ってもないことだった。双方の気持ちが一致しているなら、さすがの祖父も強く言ってくることはないだろうから。

　相手が二十歳を迎える一年前には、連絡が途絶えたと祖父から聞いた。それまでは何度も相手の家族を説得していたようだけど、とうとう祖父も諦めたようで俺に結婚するようにしつこく言ってくることはなくなった。

　ますます仕事に精を出し、業務拡大を続ける中、俺は思いもよらぬ事実を知ることになる。

　それは仕事中にいきなり祖父が会社に押しかけてきた時のことだ。相手の消息がつかめたと、嬉しそうに俺の結婚相手を隠し撮りした写真を持ってきた。

　最初は聞く耳を持たなかったものの、祖父は構うことなく相手のことを話し始めた。

　なんでも相手の来栖家は経営していた旅館が破産し、その子の母親は病気で他界、父は借金を残して蒸発。さらに妹は心臓に疾患を抱えていた。

　まるでドラマのように重なる不幸に仕事をする手を止め、いつの間にか祖父の話に耳を傾けている自分がいた。

　すると祖父は妙に演技がかった口調で続ける。

「お相手のお嬢さんがあまりにも不憫だとは思わんか？」

「それは思うけど……」

「長年我が庵野家に繁栄をもたらしてくれたご恩を、今こそ返す時だと思うんだ。会うだけ会ってみるのはどうだ？」

　祖父の言うことも理解できるが、相手の女性とは面識がない。言い伝えの中の繋がりしかない俺たちに手を差し伸べられても、困るだけではないだろうか。

　悩んでいると、痺れを切らした祖父が写真を俺の顔の前に出した。

「ほら、お相手のお嬢さんもとっても愛らしいんだ。見てみなさい」

「ちょっとじいちゃん、近くて見えないから」

　呆れながらも俺の顔から離れた写真を見る。確かに祖父の言う通り、誰が見てもかわいいと思う女性だと思うけど、なんだか見覚えのある顔に首を捻る。

　どこかで会ったことがある？　いや、会ったことがあるなら大抵の人は記憶に残っている。じゃあ彼女とはどこで会ったんだ？

「なんだ航、あまりのかわいさに目が釘付けになったようだな。そうだろう、そうだろう。優しくて笑顔が素敵で家族思いの、とてもいい子だと報告を受けている。ぜひ千波ちゃんには我が庵野家に嫁に来てほしい」

　うんうんと頷きながら言った祖父の話を聞いて思わず立ち上がった。

「じいちゃん、この子の名前は千波なのか!?」

　聞き間違いじゃなければさっき、〝千波ちゃん〟って言ったよな？　まさかこの子は俺が長年捜し続けてきた初恋の子なのだろうか。

　はやる気持ちを抑えて聞いた俺にたじろぎながら、祖父は首を縦に振った。

「そうだが……どうしたんだ？　急に」

　じゃあこの子があの千波なのか？　どことなく面影があるけど、もしかしたら名前が同じだけで違うかもしれない。

　でもなぜだろう、この子が一度だけ会ったあの千波のような気がしてならない。それなら確かめるまでだ。

「じいちゃん、この子と会う機会を作ってもらってもいい？」

「本当か!?」

「あぁ、会いたい」

　手のひらを返したような俺の反応に祖父は大喜び。すぐに見合いの場を設けてくれた。俺が千波に会いたがっているということも、しっかりと伝えて。

　見合いまでの間に、部下に千波のことを調べてもらった結果、やはり彼女は俺の初恋の子だった。

　パーティーには滅多に顔を出さないようで、あの日はたまたま懇意にしていた企業だったから参加していたようだ。

　祖父が言っていた通り、今は妹とふたり暮らし中。その妹も心臓を患っていて入院していて、病状は深刻だとも聞いた。

　千波は大学を中退し、バイトをかけもちして借金の返済と妹の治療費を稼いでいた。つらい状況にもかかわらず、毎日笑顔で過ごしているという。

　そんな彼女の話を聞いてしまったら、どうにかして救ってやりたくなった。でも千波が俺のことを覚えている可能性は低い。

　それなら俺とは面識がない状態だ。そんな俺からいきなり借金を返済して妹の治療費を出すと言われても、警戒されてしまうだろう。

　でも俺にとって千波は初恋で、淡い恋心はずっと消えずに残っていた。この想いは言い伝えの相手だということを知ってますます強くなり、あれほど迷信だと思っていた言い伝えさえも、運命に思える。

　大人になった千波のことをもっと知りたい。そして知れば今よりも好きになる自信がある。

　だから俺は言い伝えを利用して卑怯な手を使ったんだ。

　再会した千波は昔の面影を残しつつも、愛らしさは変わっていなかった。見合いの席では柄にもなく緊張してうまく話すこともできなかった。

　それでも思惑通りに彼女との結婚が現実となり、つらい状況からも救うことに成功した。

　ただ、ひとつ問題となったのは両親だ。あれほど拒否していた俺が急に結婚を受け入れたことに不信感を募らせ、祖父に脅されているのではないかと勘ぐった。

　何度も初恋の子だったんだと説明しても聞く耳持たず。それは俺に心から愛した人と結婚してほしいという思いからだとわかってはいるが、信じてもらえないことに苛立ちが募る。

　救いだったのは、親代わりの千波の伯父夫婦には俺の気持ちが伝わったこと。

　幼い頃に出会い、そこで千波を好きになってからずっと想いを寄せていたこと。ともに過ごす時間を重ねていけば、もっと千波を好きになる自信があること。そして千波も千波の家族も守り、幸せにすることを誓うと、俺のことを千波の相手として認めてくれたのだ。

　それだけで十分だった。反対に頑なに千波のことを認めないと言い張る両親を説得することを俺は諦めた。

　千波はまだ俺のことを好きではない。俺だって大人になった千波と会ってからわずかしか経っていないし、心から愛しているかと聞かれたらイエスとは答えられない。

　だからまずは俺たちが互いを知り、本物の夫婦となれば両親も納得して千波を認めてくれると思うんだ。

　そのためにも入籍までの約一カ月、千波との距離を少しずつ縮めていった。それは入籍をして身体を重ね、一緒に暮らしてからも。

　俺は千波との時間を積み重ねていくたびに好きになっていった。今では千波のいない生活は考えられないほどだ。

　それは多少なりとも千波も同じ気持ちでいてくれると感じられた。もっとこの気持ちが確かなものになった時に、本当は幼い頃に出会っていて、千波は俺の初恋だと伝えよう。そう思っていたが……。




＊　＊　＊




　気持ちよさそうに眠る千波の寝顔を眺めながら、頭をよぎるのは彼女に言われた言葉。

　両親にはいまだに俺たちのことを認めてもらえていない。だけど時間が解決してくれると安易に考えていたせいで、千波を悩ませてしまっていたようだ。

　本当なら俺が何度でも実家に足を運んで、両親を説得するべきだった。

「近いうちに実家へ行こう」

　そう心に決めて彼女の温もりに触れ、眠りに就いた。




「うわぁ、今日もうまそうだな。千波ちゃん特製の愛妻弁当は」

　平日のお昼時、社内の食堂の片隅で書類を片手に昼食をとっていると、いつの間にか庵野グループの子会社で働いているはずの佑志が俺の弁当を覗き込んでいた。

　素早く隣に座って玉子焼きに手を伸ばす佑志の手を、すかさず払いのける。すると佑志は顔をしかめた。

「ケチ。ひとつくらいいいじゃん」

「だめだ。それよりもどうしたんだ？　本社に顔を出すなんて珍しいじゃないか」

　食べられる前に食べてしまおうとおかずを口に運びながら尋ねると、佑志はムッとなる。

「そんな言い方はないんじゃない？　兄さんが溺愛する千波ちゃんの危機を察知して情報を持ってきてあげたのに」

「千波の危機ってなにかあったのか？」

「まぁまぁ、そう慌てないでよ」

　もったいぶる佑志に苛立ちが募る。

「事によっては一刻を争うことだ。いいから早く言え」

「えぇー。じゃあ千波ちゃんの玉子焼きをひとつちょうだい。そしたら教えてあげる」

　冗談じゃない。という言葉が喉元まで出かかったが、ぐっと飲み込む。

「わかった」

「やった！」

　しぶしぶ玉子焼きを佑志に渡せば、実に美味しそうに食べる。

「んー！　出汁が効いていてほうれん草が入っているんだ。なにこれ、すっげぇうまい。千波ちゃんってば料理上手なんだね」

「あぁ」

　お世辞抜きに千波の作る料理はどれも美味しい。これまでは一食くらい平気で抜いていたけど、今では三食しっかり食べないと仕事に集中できないくらいだった。

「ほら、玉子焼きやったんだから約束通り早く話せ」

　千波の危機っていったいなにがあったんだ？

「わかってるよ」

　佑志は口をもぐもぐさせて俺が飲んでいたお茶を奪い、それを一気に流し込んだ。そしていつになく神妙な面持ちを見せると、周囲を警戒しながら声を潜めた。

「兄さんさ、千波ちゃんから神屋敷ホテルの令嬢と会ったって話を聞いた？」

　ふと、以前千波とデートした日に偶然彼女と会ったことが脳裏をよぎる。

「ふたりで出かけた時に神屋敷と会ったことがある」

「その時なにかあった？」

　顔を近付けて佑志に聞かれ、あの日のことを思い出す。

　一緒に過ごした時間もわずかだし、俺が仕事の電話で席を外したのは少しの間だけだった。

「とくになにもなかったと思うけど。それが千波の危機とどう関係しているんだ？　まさか神屋敷が千波になにかしたのか？」

　緊張が高まる中、佑志は椅子の背もたれに体重を預けた。

「いや、そういうわけじゃないんだ。ただ、俺もだけど兄さんはとくに目立つからね。兄さんが結婚したっていう話は、瞬く間に広まっただろ？　兄さんに想いを寄せていた多くのご令嬢は随分と嘆いていたんだよ。神屋敷ホテルの令嬢もそのうちのひとりじゃん」

　神屋敷には随分と前から、言い寄られていた。会うとどんなに冷たく突き放してもめげずに近付いてくる彼女を、疎ましくも思っていた。

「そんな人たちからしたら、千波ちゃんは妬みの対象でしょ？　とくに神屋敷ホテルのご令嬢は兄さんに執着していたからさ、俺も動向を探っていたんだ。そうしたら千波ちゃんに、兄さんに千波ちゃんは相応しくないって宣戦布告したって噂を聞いたんだ」

「本当なのか？」

　俺が知る限り、神屋敷が千波と会ったのは先日のデートの時の一回きり。あの短時間で神屋敷は千波にそんなことを言ったというのか？

「それでここからが本題」

　再び前かがみになり、佑志はさっきよりも周囲を警戒しながら小声で言った。

「神屋敷のご令嬢が数日前から実家に出入りしている。それも父さんもいる日に」

「なんだって？」

「家政婦に聞いたら、教えてくれたよ。父さんも母さんも、千波ちゃんは庵野家の嫁に相応しくない、神屋敷のご令嬢こそが相応しいって思っているみたい」

　耳を疑う話に言葉が出ない。千波ほど心惹かれる相手も、優しくて家族思いの女性もいない。千波こそが庵野家の嫁に相応しいのは明白だ。

「それも神屋敷のご令嬢がさ、誰よりも兄さんを愛していて理解し、支えられるのは自分だって豪語したっていうじゃない。すっかり父さんと母さんも懐柔されちゃって、兄さんと千波ちゃんを離婚させることに協力するって言っていたみたい」

「離婚って……ふざけるなっ」

　これには思わず大きな声が出てしまった。

「ちょっと兄さん声を抑えて」

　一気に注目を集めてしまい、「悪かった」と謝る。

「だけど兄さんと千波ちゃんは愛し合っているんでしょ？　ふたりの気持ちがしっかりしていれば大丈夫だと思うけど、早めに手を打った方がいいよ。千波ちゃんにつらい思いをさせたくないだろうし」

「当たり前だ」

　この話を千波が聞いたら傷ついてしまうはず。

「教えてくれて助かったよ。今週末にでも実家に行く」

「うん、その方がいいと思う」

　そうとなれば、週末に仕事を残すわけにはいかない。残りの弁当を急いでかき込む。

「ありがとうな、わざわざ伝えにきてくれて」

「なに言ってるの、俺と兄さんの仲だろ？」

　白い歯を覗かせておどけて言う佑志に頬が緩む。

「千波ちゃんと結婚してからの兄さん、すごく変わったよね。あ、もちろんいい意味でだよ。表情が柔らかくなったし、感情が表に出るようになった。子会社にまで、兄さんと仕事がしやすくなったって噂が届いているよ」

「そうなのか？」

　これまで楽しみといったら仕事で成果を上げることだけだったが、今では千波と過ごす日々がこの上なく楽しくて愛おしくてたまらない時間となっている。

　彼女の前では素直な自分でいられるし、変に気遣うこともない。むしろ本当の俺を見て知ってほしいとさえ願う。

　自覚はないけれど、俺が変わったというのは間違いなく千波の影響だろう。

「あーあ、幸せいっぱいって顔をしちゃって。俺にも早く幸せな春が来ないかな」

　そう言って立ち上がった佑志は、柔らかく微笑んだ。

「俺でよかったらいつでも力になるから声をかけて。あ、その代わり俺がピンチの時は助けてよ？」

「あぁ、わかったよ」

　たったひとりの大切な弟だ。佑志になにかあれば、どんなことでも力になるつもりだ。

「それじゃまたね」

「気を付けて帰ろよ」

「はいはい、まったく俺をいくつだと思ってるのさ」

　適当にあしらいながら佑志は手をひらひらさせて去っていった。

　そんな佑志に笑みをこぼしつつ、俺も食堂を後にして仕事に戻った。




　定時の五時を二時間ほど過ぎて帰宅すると、すぐにエプロン姿の千波が玄関に駆け寄ってきた。

「航君、おかえりなさい。お疲れさまでした」

「ただいま、千波」

　キッチンからは美味しそうな匂いが漂ってくる。

「悪い、遅くなって。何度も言うけど、先に食べていてもいいんだからな？」

「いいえ、いつも帰る時間に連絡をくれるので大丈夫です。それにひとりで食べるより、航君と食べた方が美味しいですから」

　そう言って笑う千波の笑顔は幼い頃に出会った頃の面影が残っていて、ドキッとしてしまう。

「今夜は航君が好きなビーフシチューにしてみました。なかなか美味しくできたんですよ」

「そっか、それは楽しみだな」

　昔のように『航君』と呼ばれると、今でも胸の奥が苦しくなる。どれほど彼女にまた会いたいと願ったことか……。

　着替えを済ませてダイニングへ向かうと、テーブルの上には湯気が上がっているビーフシチューとパン、それとサラダが並んでいた。

　いつものように向かい合って座り、手を合わせて美味しい料理に舌鼓を打つ。

「そうだ、千波。週末の土曜日だけどちょっと出かけてくる」

「どこに行くんですか？」

　すかさず聞かれ、一瞬返答に困ってしまった。

「取引先の人とちょっと……」

　言葉を濁しながらどうにかごまかそうとしたものの、千波は目を光らせた。

「本当ですか？」

「あぁ」

　仕事ならどんな相手にも怯まずに対峙できるというのに、どうも千波が相手だとそれができなくなる。嘘さえもつけなくなるのだ。

　視線を落としてビーフシチューを口に運ぶ。だけどいまだに千波からの視線を感じて居心地が悪い。

　スプーンが皿に当たる音だけが響く中、千波は静かに言った。

「航君、私に嘘をついていませんか？」

　彼女の話に思わず身体が反応してしまう。

「やっぱり取引先の人と会うっていうのは嘘なんですね」

　確信を得た千波は畳みかけてきた。

「嘘をついてまで会う相手って誰ですか？　私に言えないような人なんですか？」

「それは……」

　言葉が続かない。実家に行くと言えば、その理由を聞かれるはず。その時どう説明すればいい？　両親は今も俺たちのことを反対しており、離婚させようとしているだけではなく、他の女性を俺にあてがおうとしているなど言えるわけがない。

　どうやって伝えたら千波を傷つけないのか考え込む。

「もしかして神屋敷さんに会ってくるんですか？」

「えっ？」

　どうしてここで神屋敷が出てくるんだ？

　びっくりして顔を上げれば、千波は今にも泣きそうな顔で俺を見つめていた。

「私より神屋敷さんの方が航君に釣り合いますもんね。やっぱり私では航君に相応しくないです」

　なにを言っているんだ？　千波は。

　なぜ彼女が急にそんなことを言い出したのかも、神屋敷と比べるのかもわからなくて困惑する。だけど千波が俺に相応しくないってことは絶対にない。

「千波以上に愛せる女性はいないし、俺は千波以外の女性のことなんて考えられないよ」

　ましてや千波が言っているのはあの神屋敷だろ？　天地がひっくり返ってもあり得ない話だ。だけど千波はよりいっそう瞳を潤ませた。

「でも神屋敷さんは航君のこと……」

「神屋敷になにか言われたのか？」

　千波が急にこんなことを言うのは、それしか考えられない。それに佑志から聞いた話も気になっていた。

　俺が気付かなかっただけでやはり少し席を離れた間に、なにかあったに違いない。

　今度は千波が押し黙り、視線を落とした。

「俺も嘘をつかずにすべて話すから、千波も話してくれないか？　神屋敷となにがあったんだ？」

　急かすことなく彼女の答えを待つ。すると千波はゆっくりとこれまでの経緯を話してくれた。そして俺も佑志から聞いた話を包み隠さず伝えたら、沈黙が流れる。

　まさか神屋敷が入籍した直後に千波に接触していたとは、夢にも思わなかった。きっと俺たちの動向を常に探っていたのだろう。

　もっと毅然とした態度で神屋敷に対処してこなかった自分が悔やまれる。

「航君、ご実家へ私も連れていってください」

「えっ？　でも……」

　さっき話したよな？　両親が千波のことをどう思っているのかを。

「直接ご両親にお会いして、私の気持ちをお伝えしたいんです。きっかけはどうであれ、今は私にとって航君は誰よりも大切な存在です。それを誠心誠意お伝えしたいんです」

「千波……」

　そう、だよな。俺が何度も言い伝えだからでも祖父に言われたからでもない、千波は初恋の子だから結婚したいんだって言っても聞く耳を持たなかった。

　そんな両親に俺ひとりで説得に向かったところで、きっと信じてはくれないだろう。今の俺たちを見たら両親もわかってくれるかもしれない。

　それになにより、両親の前で俺にとって千波がどんな存在なのかを、今一度彼女に伝えたい。

「そうだな、じゃあ実家へはふたりで行こう」

　俺がそう言うと、千波は顔いっぱいに嬉しさを表した。

「はい！」

　それに両親が千波を傷つけないよう、俺がしっかりと守ればいい。千波の笑顔は絶対に俺が守ってみせる。目の前で嬉しそうに笑う千波を見て心に誓った。




　そして迎えた土曜日。

　最初は俺たちに会うことを拒んだ両親だが、祖父にも力になってもらいどうにか会う約束を取りつけることができた。

　朝からずっと落ち着かず、何度も身だしなみの確認をしてくる千波をかわいいなと思いつつ、少しでも彼女の不安を取り除けるように「大丈夫だよ」と繰り返し伝えた。

　約束の時間は十時。五分前に到着すると、家政婦と祖父が出迎えてくれた。

「千波さん、久しぶりだな。航とは仲良くやっているかい？」

「ご無沙汰しております。……はい」

　少しだけ照れくさそうに話す千波の気持ちが伝染したように、俺まで気恥ずかしくなる。

「ハハハッ。仲が良くてなにより！　航たちを見たら、あいつらもさすがにバカな行動に出ることもないだろう。……千波さん、よく来てくれた。事情を知っても息子どもに会いにきてくれて感謝する」

　深々と頭を下げた祖父に、千波は慌て出す。

「そんなっ……！　どうか顔を上げてください」

「そうだよ、じいちゃん。もとはと言えば、俺がもっと早くに父さんと母さんを説得するべきだったんだ。だからじいちゃんはなにも悪くない」

　俺たちに言われ、祖父はゆっくりと顔を上げた。

「いや、私にも責任がある。だからこそ今日は同席させてもらったんだ。あいつらにも、ふたりの気持ちが伝わるよう微力ながら力になろう」

　祖父が味方でこれほど心強いものはない。千波も同じ気持ちのようで、「ありがとうございます」とお礼を言った。

「あいつらなら客間におる。さぁ、行こう」

　どうやら父と母は俺たちの出迎えを拒んだようだ。そんなふたりに千波を受け入れてもらえるか不安がよぎったが、俺が弱気では余計に千波に不安を与えるだけ。

　努めて平静を装い、千波に「行こう」と声をかけた。

「はい」

　彼女に寄り添いながら客間に向かうと、両親は俺たちを厳しい表情で出迎えた。

「ご無沙汰しております」

　丁寧に挨拶する千波に対し、ふたりは「えぇ」などと素っ気ない。

　怒りを覚えるが必死にこらえる。ここで感情の赴くまま両親に対峙しては、元も子もない。

　両親の向かいに千波と腰を下ろし、祖父は上座に座った。すぐに家政婦が茶と菓子をそれぞれの前に置き、客間を出る。さっそく俺から切り出した。

「今日ふたりに会いにきたのは、千波との結婚を認めてもらうためだ。それと、神屋敷と間違った行動を起こさないでほしいと言いに来た」

　神屋敷の名前を出した途端、父は片眉を上げた。

「間違った行動とはどういうことだ？　私も母さんも、お前の幸せを願っているだけだぞ」

「父さんと母さんが描く幸せと、俺の幸せには大きなズレがあります。ふたりは本当に俺が神屋敷と結婚することで幸せになれると思っているんですか？」

　厳しい口調で責め立てた俺に対し、母が割って入ってきた。

「えぇ、少なくとも千波さんと結婚するより幸せになれると思っているわ。紗季さんは航を心から愛してくださっているわ。それに家柄もよく、将来あなたの助けになるでしょう。彼女以上に航に相応しいお相手はいないもの」

　確信を得た目で話す母に深いため息が漏れた。

「母さんは人を見る目がないですね」

「なんですって？」

「航！　母さんになんてことを言うんだ！」

　一触即発の状況の中、千波が声をあげた。

「お義父さん、お義母さん、私の話を聞いていただけませんでしょうか」

　少しだけ震えた声で言う千波にみんなが一斉に視線を向ける。すると千波はますます怯えた様子を見せたが、真っ直ぐに両親を見据えた。

「確かに私たちは、言い伝えがあったから出会うことができ、結婚することができました。……私と航君は住む世界が違いすぎて、言い伝えがなければ出会うこともできなかったと思います」

　悲しげに瞳を揺らしながら千波は続ける。

「おふたりがおっしゃることは、ごもっともなことです。私より航君に見合う女性は多くおります。父が残した借金の返済に、妹への多額の医療費など私は航君に迷惑をかけてばかりですから。ですが、航君を想う気持ちなら、誰にも負けない自信があります」

　力強い声で言った千波の言葉に、胸が熱くなる。

　俺もだよ、千波。千波を想う気持ちなら誰にも負けない自信があるんだ。

「真面目で優しくて、だけど時々意地悪で……。笑った顔は少年のように愛らしくて、一緒にいるだけで穏やかな気持ちになれる人と出会えたのは、神様が一生に一度だけ与えてくれる最高のプレゼントだと思っています。それほど私にとって航君は、かけがえのない人なんです」

　少しだけ頬を赤らめて話す千波に、聞いているこっちが恥ずかしくなるほど。それはみんな同じなのか、祖父はわざとらしく咳払いをした。

「お前たち、千波さんが嘘をついていると言うのか？」

「それは……！　思いませんけど」

　祖父の問いに母は言葉を濁して黙り込む。

　千波にばかり言わせておけない。今度は俺の番だ。

　気まずそうにする両親に自分の気持ちを伝えていく。

「何度言っても信じてもらえなかったけど、千波は俺にとって初恋の人なんだ。十歳の頃からずっと想ってきた」

「え？　十歳の頃からってどういうことですか？」

　驚く千波に苦笑いしながら続ける。

「前にも少しだけ話したけどやっぱり千波は憶えていなかったか。……俺たち幼い頃に一度会っていたんだ。そこで千波は俺に求婚してきたんだぞ？」

「嘘っ」

　珍しく千波は大きな声をあげて動揺する。そんな彼女がおもしろくて笑みがこぼれた。

「本当だ。俺のことを王子様だって言っていた」

「王子様って……」

　信じられないようで千波は大きく目を見開いた。だけど俺は今でもはっきりと覚えているよ。俺が王子様みたいだから結婚したいって言う千波の姿を。

「当時千波は自分で四歳だって言っていた。その頃シンデレラにハマっていなかったか？」

　すると千波は戸惑いながら言った。

「確かに昔、シンデレラにすごく憧れていました。……そういえば私、幼い頃に大きな公園のような場所で男の子に会ったんですけど、それって……」

　どうやら千波も思い出してくれたようだ。

「その男の子は俺だ。千波はこうも言っていたよ。王子様なら千波がピンチの時は助けに来てねとも。あの頃はなにも考えずに指きりをして約束をしたけど、まさか約束を果たせる日が来るとは思わなかった」

　もしかしたら千波は幼くして、予知能力があったんじゃないかとさえ思う。

「心から愛する千波と幼い頃に交わした約束通り結婚することができて、千波のピンチを助けることができたんだ。俺も神様がいるなら感謝したいよ、俺の運命の相手に千波を選んでくれてありがとうって」

「航君……」

　ぽつりと俺の名前を呟いた瞬間、千波の瞳から涙がこぼれ落ちた。そんな彼女の涙を拭いながら伝える。

「ずっと千波のことが忘れられなかったんだ。だから千波以外の女性と言い伝え通りに結婚したくなかった。……でもその相手が千波だと知り、本当に千波とは運命の赤い糸で結ばれていたんだって思ったよ。きっと幼い頃のたった一度の出会いも運命だったんだって今ならそう思える」

　だからなにがあっても俺は、千波を手放す気などない。

　再び両親と対峙する。

「これで信じてくれたか？　俺にとって千波は初恋で、一緒に過ごすうちに心から愛する女性に変わったと」

　すると両親は顔を見合わせ、申し訳なさそうに俺を見つめる。

「あぁ、ふたりが嘘をついて演技をしているようには見えない」

「そうね、航の気持ちはもちろん、千波さんもどれだけ航を想ってくれているのか、しっかり伝わってきたわ」

　笑みをこぼす両親にホッと胸を撫で下ろした。

「それはよかった！　ふたりは運命で結ばれた仲なんだ。それなのに、まんまと神屋敷ホテルの令嬢の口車に乗せられおって。あと少しでお前たちは、取り返しのつかないことをするところだったんだぞ？」

　人差し指を立てて叱る祖父に、両親はなにも言えないようで「すみません」と口々に言った。

「それに私から見るに、神屋敷ホテルにこれ以上の業績アップは見込めないだろう。むしろ落ちぶれていくと私は考えておる」

　世界的にも有名な神屋敷ホテルに限ってそんなことはないはず。だけど昔から祖父のこういった勘は妙に冴えていてよく当たる。

「もうふたりの仲を反対するでないぞ？」

　祖父の言葉に父と母は大きく頷いた。

「航にとって千波さんと一緒になることが幸せだとわかりましたもの。……もう私たちに反対する理由はありません」

　そう言うと父と母は、千波に向かって深々と頭を下げた。

「千波さん、これまでの私たちの非礼な態度を許してほしい」

「本当にごめんなさい」

「とんでもございません。航さんの幸せを願ってのことだとわかっていますから、どうか顔を上げてください」

　千波に言われて顔を上げた両親は、言いにくそうに切り出した。

「今からでもどうか私たちと家族になってください」

「私からもお願いします」

　父と母が千波のことを認めてくれたのが嬉しくて、胸がいっぱいになる。

「もちろんです。未熟でふつつかな私ですが、どうぞよろしくお願いします」

　涙声で言う千波に両親は顔を綻ほころばせた。

　よかった、本当によかった。

「これで庵野家は安泰じゃな。どれ、佑志も呼んでお祝いにどこか食事にでも行こうか」

「それはいいですね」

「では行きつけのあそこにしましょうか？　千波さんにも気に入ってもらえるといいんだけど」

　勝手に盛り上がる祖父と両親に呆れながらも千波を見た瞬間、焦りを覚える。

「どうしたんだ？　千波」

　なぜか千波はお腹に手を当てて苦しそうに顔を歪めていた。

「すみませっ……なんか急に」

　なにかを言いかけて千波は意識を失い、俺にもたれかかった。

「千波!?」

　名前を呼んでも目を開けてくれない。

「大変だ、急いで救急車を！」

　祖父たちが慌ただしく家政婦を呼ぶ中、俺は千波の名前を呼んで声をかけ続けた。










衝撃の真実




「大丈夫か？　千波。どこかつらいところはない？　無理することはないんだぞ？　食事会は断ってもいい」

　準備や戸締まりも済ませ、いざ出かけようというタイミングで航君は朝から何度も口にしていた言葉を再び私に告げた。

　歩きやすいスニーカーを履きながら私も同じ言葉を繰り返す。

「航君、私なら本当に大丈夫だから心配しないでください。お医者様にももう安心していいって言われましたよね？」

「それはそうだが……」

　まだ不安は拭えないようで、航君はチラッと私のお腹を見る。

「昨日一緒に病院に行って、赤ちゃんは元気に育っているって聞いたじゃないですか。それにストレスを溜めないようにとも言われました。私、航君があまりにも過保護だとちょっとつらいです」

　私の話を聞いた航君は途端に慌て出した。

「そうだよな、気晴らしも大切だ。……だけど、少しでもつらくなったらすぐに俺に言ってくれ」

「はい、わかりました」

　やっと納得してくれたようで、ぴたりと私に寄り添う彼とともに家を出た。

　航君のご両親にやっと認めてもらえたあの日、私は突然の腹痛に襲われて意識を手放した。目を覚ましたら病院のベッドの上で、航君たちはもちろん、連絡を受けて伯父も駆けつけていた。

　航君とデート中に神屋敷さんと会い、彼女に言われた言葉がずっと心に引っかかっていて、モヤモヤしながら過ごしていたから、自分でも気付かないうちにストレスを溜め込んでいて、胃腸炎かなにかかと思った。

　でも実際に医師から言われたのは、思いもよらぬ懐妊だった。誰もが喜んでくれて、伯父も少し泣いたのか目が赤かった。

　最初言われた時は実感が湧かなかったけれど、航君とともにエコー写真を見せてもらい、順調に育っていると聞いて本当にお腹の中に航君と私の赤ちゃんがいるんだって実感できた。

　だけど今回倒れたのは、過度のストレスからだと言われ、航君ともどもお医者さんからできる限りリラックスした状態で、安定期に入るまでは無理なく過ごすようにと注意を受けた。

　それを聞いてか航君は過保護になってしまったのだ。まず家事をさせてくれなくなった。

　彼の実家の家政婦を呼び、身の回りのことをすべてやってもらっている。一緒に過ごしていると、私が歩くだけで心配する始末。

　最初は大切にされているとわかって嬉しかったし、航君には申し訳ないけどあまりに心配する姿をおかしくも思った。

　だけど日に日に過保護度が増していき、さすがに微笑ましいとは言えない状況に陥っている。

　今日だってせっかくおじいさんが両家の親睦を深めようと、食事会に伯父を招待してくれたのだ。それなのに私たちが出席しないわけにはいかない。

　いつも以上に安全運転する彼の車で航君の実家に向かうと、すでに伯父は到着していて、おじいさん、お義父さん、そして佑志君とお酒を飲み交わしていた。

　すっかり打ち解けた様子で笑い合っている姿を見て、胸を撫で下ろす。

「いらっしゃい、千波ちゃん。よく来てくれたわね。私の料理が千波ちゃんの口に合うといいんだけど」

「お手伝いせず、申し訳ございません。お義母さんの手料理、楽しみにしてきました」

　お義母さんは少し前から私のことを〝千波ちゃん〟と呼んでくれるようになった。一気に距離が近付いた気がして嬉しい。

「まぁ、嬉しいことを言ってくれるわね。さ、早く座って私たちも食事にしましょう」

「はい」

　それから始まった宴会はとても楽しい時間だった。

「千波ちゃん、今度玉子焼きご馳走してくれない？」

「玉子焼きですか？」

　突然、佑志君にそんなお願いをされて困惑する。

「前に兄さんの弁当の玉子焼きをもらったら、すごくうまくてさ。また食べたいんだ」

「そうだったんですね、私の作ったものでいいなら喜んで」

「やった！　嬉しい」

　本気で喜ぶ佑志君の姿に頬が緩む。

　佑志君は私より四歳も年上だけど、親しみやすくてすごく話しやすい人だと思う。

「おい、佑志。千波を困らせることを言うな。どうするんだ、料理中に千波になにかあったら」

　本気で心配する航君に、一瞬静まり返る。だけどすぐにみんな声をあげて笑った。

「アハハッ。兄さんってば過保護すぎる」

「知らなかったわ、航がこんなにも心配性だったなんて」

「航、じいちゃんも病気を患ったら同じくらい心配してくれるか？」

　みんなに笑われて航君は不服そうに顔をしかめる。そんな顔をしたら、ますますみんな笑うばかりだというのに。

　和やかな雰囲気の中、隣に座る伯父がそっと耳打ちした。

「千波が幸せそうで安心したよ。もう俺が心配することはなにもないな」

　私は世界で一番幸せだと思う。それだけは胸を張って言える。

「はい！」

　笑顔で返事をした私につられるように、伯父の表情も柔らかくなる。

「じゃあもっと千波が幸せになることを教えてやろう」

　含みのある言い方をして伯父は航君を見据えた。

「庵野さん、このたびは本当に瑠璃の医療費を出していただき、ありがとうございました。無事に移植手術を終え、経過観察も良好なことから一カ月後に帰国することが決まりました」

　嘘、本当に？　瑠璃、日本に帰ってこられるの？

「それは本当ですか？」

　びっくりしすぎて声が出ない私に代わって聞いてくれた航君に、伯父は深く頷いた。

「えぇ、今朝早くに瑠璃に付き添っている家内から連絡をもらいました。……よかったな、千波。定期的な検診は今後も続けていかなくてはいけないが、生活する上でこれまでのような制限はなくなる。今までできなかったことをこれからは瑠璃とふたりで思う存分楽しみなさい」

「う……ん、うん！」

　胸がいっぱいで言葉にならない。返事をするのがやっとだ。

「よかったわね、千波ちゃん。そうね、まずは千波ちゃんの体調が一番だけど、出産したら子供を私たちに預けて、妹さんとの時間も大切にしてあげて」

「ありがとうございます」

　お義母さんの気持ちが嬉しくて涙がこぼれ落ちた。

「とか言って、母さんは孫に会う口実を作れて嬉しいんでしょ？」

「もちろんそれもあるわよ。当たり前でしょ？　初孫ですもの。まだ会ってもいないのに目に入れても痛くない自信があるわ」

　からかう佑志君をよそに、堂々と本音を話すお義母さんに私たちはみんなで笑ってしまった。

　本当に今が幸せで怖くなるほどだ。あと一カ月もしたら瑠璃と伯母が帰ってきて、一年もしないうちに赤ちゃんが生まれる。

　あとは父が無事に帰ってきてくれたらいいのに……。

　幸せだと感じるたびに、父のことを思う。父は今、どこでなにをしているのだろうか。ただ無事でいてくれたらいい。なにも気にすることなく帰ってきてくれたらいいのに。

　航君は引き続き父を捜してくれているけど、行方は掴めないままだった。できるなら赤ちゃんが生まれる時にそばにいてほしい。……なんて、そこまでねだったら罰があたる。

　とにかくただ元気に生きてさえいてくれればいいと願うばかりだった。




　それからも幸せな日々は穏やかに過ぎていった。帰国前に瑠璃と電話で話をした時に妊娠していることを告げると、瑠璃は泣いて喜んでくれた。

　ますます早く日本に帰りたくなったとも言ってくれたんだ。そしてたくさんの約束をした。

　ふたりで遠出をしたい、できるなら旅行に行きたい。それと遊園地にも行きたいし、そこで絶叫マシンにも乗りたい。

　これまで叶わなかった願いをひとつずつ叶えていこう。




　そして迎えた瑠璃が帰国する日。仕事を抜け出して航君が空港まで送ってくれた。

　航君は出国の際に見送ることができなかったことを後悔していたみたいで、仕事を片付けて私とともに瑠璃を出迎えてくれたんだ。

　到着ロビーで今か今かと待つ中、空港スタッフに付き添われて伯母が押す車椅子に座っている瑠璃の姿が見えた。

「瑠璃！」

　私の声に瑠璃もすぐ反応した。

「お姉ちゃん！」

　変わらない笑顔を見て一気に涙が溢れ、走ってはだめだとわかっていても我慢できず、急いで駆け寄る。

「千波！」

　すぐに慌てて追いかけてきた航君に掴まってしまう。

「走ったら危ないじゃないか。どうするんだ、転んだりでもしたら」

「ごめんなさい、瑠璃を見たらつい……」

　そんな私たちを見て伯母はクスクスと笑いながら瑠璃とともに近付いてくる。そして瑠璃はというと、航君を見て目を輝かせた。

「うわぁ、本当にお義兄さんイケメンでびっくりしちゃいました。はじめまして、妹の瑠璃です」

　伯母が私たちの前で車椅子を止めると、瑠璃はしっかりと自己紹介した。そんな瑠璃と視線を合わせるように航君は膝を折った。

「はじめまして、瑠璃ちゃん。これまでよく頑張ったね」

「ありがとうございます。すべてお義兄さんのおかげです。私に生きる希望を与えてくださり、本当にありがとうございました」

　涙ぐみながらお礼を言う瑠璃に、私はますます涙が止まらなくなる。

「これからは元気に好きなことをしてね。それと家族として俺とも仲良くしてほしい」

「……はい！　もちろんです」

　元気に返事をした瑠璃に伯母も涙ぐむ。

「庵野さん、このたびは本当にありがとうございました。あなたは瑠璃の命の恩人です」

「いいえ、そんなことありません。私はただ家族として当然のことをしたまでです」

　謙虚な航君に伯母は深々と頭を下げた。

「瑠璃ちゃんが退院して元気になって、一緒に暮らせる日を楽しみにしているよ」

「はい。私も楽しみにしています」

　そう、航君は瑠璃の帰国が決まった日の夜に、みんなで暮らせる家を建てようと言ってくれたのだ。

　私たちと生まれてくる赤ちゃん、瑠璃とそしていつか帰ってくると信じている父。みんなで過ごせる大きな家を建てようと言われた時は、嬉しくて泣いてしまった。

　瑠璃はしばらく元いた病院に入院して、経過観察を行う。医師からは一カ月ほどで退院していいと言われている。

　安定期に入ったら少しずつ引っ越しの準備を進める予定だ。

　瑠璃が定期的に通う予定の病院からも、私たちが以前住んでいたアパートからも近い場所に航君は広大な土地を購入した。

　航君は通勤に今までの倍の時間がかかってしまうけれど、運転手が毎日送り迎えをしてくれるし、車内で仕事を進められるから大丈夫だと言っていた。

　自分のことよりも生まれてくる子供にはのびのびと成長してほしいし、瑠璃にも気遣うことなくリラックスして過ごしてほしい。そして帰ってきた父にとっても、住み慣れた場所で安心して生活できるようにと配慮してくれたのだ。

　今日も瑠璃を病院に送り届けた後、建築家との打ち合わせを予定している。

「すみません、病院まで送っていただいて」

「とんでもないです。ぜひ送らせてください」

　謝る伯母に航君はすぐに答えて、伯母に代わって瑠璃の車椅子を押してくれた。その姿に瑠璃も伯母も目がハート状態。

　車の中で瑠璃は航君に質問攻めだった。でも内容は私のどこを好きになったのか、いつから好きになったのか、出会いはいつかなどなど、私に関することばかりで航君は終始困惑しながらも、ひとつひとつに丁寧に答えてくれた。

　それは聞いているこっちが恥ずかしくなる内容も多く、伯母とともに照れくさくなる場面もあったほど。

　だけど航君の答えを聞くたびに瑠璃は嬉しそうに笑うものだから、こっちまで嬉しくなってしまった。

　病院に到着後は、伯母に入院手続きなどをお願いし、私たちは瑠璃に週末には見舞いに来ることを約束して新居の設計をお願いしている建築事務所へと向かった。

　担当の建築家は事細かに私たちの要望を聞いてくれて、できる限り期待に沿えるように尽力すると言ってくれた。

　大まかな構想が固まったら再び打ち合わせすることを決め、事務所を出てから私のお願いを聞いてもらい、近くの商業施設へやってきた。

「見てください、航君。かわいくないですか？」

　手を繋いでベビー用品店にやってきてからというもの、右を見ても左を見ても興奮しっぱなしの私とは対照的に航君はハラハラし続けている。

「かわいいけど、あまりはしゃいで転んだら大変だぞ？　それに興奮しすぎもお腹の中の子によくないかもしれない」

「大丈夫ですよ、ちゃんと注意して歩いていますし、私が嬉しいと赤ちゃんだって嬉しいはずです」

　そうは言っても航君は不安を拭えないようで、私が移動するたびに細心の注意を払っている。

　うーん……。ただ、航君と楽しくベビー用品を選びたかっただけなのにな。

　だけど、服はもちろん靴下やミトン、帽子におもちゃに至るまでどれも小さくてかわいい。それに種類も多すぎて、これはなかなか選べそうにない。

「航君は男の子と女の子、どっちがいいですか？」

「俺？　俺は……そうだな、健康に生まれてきてくれたらどっちでもいいよ」

　それは私も同意見だ。

「だけど、そうだな。どちらかといえば女の子がいいかな」

「そうなんですか？」

　後継者問題もあるだろうし、航君は男の子を望んでいると思っていた。

「あぁ、だって男の子だったら千波を取り合うことになるだろ？」

「取り合うって……息子ですよ？」

「千波みたいなかわいいママだったら、息子は千波から離れなくなるさ。そうしたら俺と過ごす時間が減る。それなら千波似のかわいい女の子の方がいい」

　思いがけない理由に目を瞬かせた後、おかしくて笑ってしまった。

「アハハッ……！　航君ってば心配しすぎですよ。もし本当に男の子が生まれたとしても、将来はもしかしたら私、うっとおしいって言われて嫌われちゃうかもしれないじゃないですか」

　男の子って反抗期が長いって聞くし、そういう未来が訪れる可能性だってある。

「それはそれで気に食わないな。千波を無視しようものなら俺も黙っていない」

　あくまで可能性であって、まだ生まれてくる赤ちゃんの性別も聞いていないというのに、本気で怒っている航君に私はまた笑ってしまった。

　その後も航君は終始私の身体の心配をして、買い物どころではなかった。だけど下見に来られただけで今日は十分だ。

　お義母さんや瑠璃から、安定期に入ったら一緒に子供服やおもちゃなどを買いに行こうと言われている。

　この商業施設には子供服やおもちゃ、ベビー用品の専門店が多く入っていた。隣接していて移動も楽だし、買うならここがいいかもしれない。

「少しお茶してから帰ろうか」

「いいですね、なにか甘いものが食べたいです」

「了解」

　案内板に向かい、ケーキやコーヒーがある店を探していると、ふと視界に私たちに鋭い目線を送る神屋敷さんの姿が入った。航君も気付いたようで、繋いだ手の力が強まる。

「千波、絶対に俺から離れるな」

「はい」

　小声で言葉を交わし、航君の合図でゆっくりと振り返る。やはり神屋敷さんで勢いよく私たちに向かって近付いてきた。

　すぐに航君は私を庇うように前に立つ。

「なんの用だ？」

　突き放した言い方に神屋敷さんの足は止まり、表情は激しく歪んだ。

「航さん、どうして私の気持ちを理解してくれないんですか？　航さんに相応しいのは私です。一度はご両親も納得してくれたのに今になって手のひらを返されたし……。それもこれも全部あなたのせいなんでしょ!?」

　憎しみのこもった目を向けられ、恐怖心が全身を駆け巡る。

「今度はどんな手を使ってご両親を欺いたの？」

「母さんと父さんは、俺たちの気持ちを理解してくれたまでだ。そっちこそこれ以上俺たち家族に関わらないでくれ。キミの父親には再三言ったつもりだが、なにも聞いていないのか？」

　航君の言葉に神屋敷さんは唇を噛みしめた。

「あんまりです！　私がなにをしたって言うんですか!?　父にも航さんとは会うなと言われました。どうしてですか？」

　取り乱して叫ぶ神屋敷さんの様子から見て、彼女はまだ航君のことを諦めていないようだ。だからこうして私たちの前に現れたんだよね？

　航君のことを信じている。神屋敷さんになにを言われたって動じないはず。だけど、今の神屋敷さんからは殺気を感じるし、なにかされそうで怖い。

　あまり彼女の気に障るようなことを言ったらまずい気がする。

　それを航君に伝えようにも、一触即発の空気に声をかけられない。徐々に周りに人だかりができる中、航君は冷静に言った。

「キミがそれだけのことをしたからだろう。それに俺は何度も言ったはずだ、キミと恋に落ちることは絶対にあり得ないことだと。どうやったら理解してくれるんだ」

　心底迷惑そうに話す航君に、神屋敷さんは大粒の涙を流した。

「そんなの一生理解できません！　私、ずっと航さんが好きだったんです。その女よりも私の方が航さんを幸せにできます！　今からでも遅くありません、早く離婚して私と再婚しましょう」

　涙を拭い笑顔で話す神屋敷さんの目は本気で、恐怖を覚える。

　航君を想う気持ちはきっと本物だと思う。航君が好きだからこそ私が憎くてたまらないのだろう。

　だからといって私は航君を諦めることはできない。彼を想う年月でいったら負けてしまうけれど、好きな気持ちだけは絶対に負けたくない。

　その思いが強くなり、私は一歩前に出て彼と並んだ。

「私はなにがあっても航君のそばを離れるつもりはありません」

　怯むことなく神屋敷さんに立ち向かう。

「航君を幸せにする自信もあります。……神屋敷さんよりも！」

「なんですって!?」

　大きな声で言われて身がすくむも、すぐに自分を奮い立たせる。

「神屋敷さんのように仕事の面では航君の役に立つことはできませんし、むしろ迷惑をかけてばかりです。だからこそそれ以外のところでは全力で航君を支えていきたいですし、私の前では本当の航君のままでリラックスして過ごしてほしいと思っています」

　私には想像できないほど大変な仕事だと思う。今はまだ下積み中とはいえ、周りからは次期後継者として見られているのだから、気も抜けないはず。

　だからこそ家ではゆっくりと過ごしてほしい。私も航君にとってそんな存在になりたいんだ。

「神屋敷には悪いが、俺が幸せになるためには千波が必要なんだ。……長年、好いてくれていたことには感謝する。だけど、どんなに好かれようと千波以外の女性を愛することはできない」

　再び告げられた拒絶の言葉に、神屋敷さんの瞳からはとめどなく涙が溢れ出した。そして崩れ落ちるように蹲うずくまり、両手で顔を覆った。

「ずっと航さんと結婚することだけを考えて生きてきたんです。それなのに航さんが私以外の人と結婚したら、私はどうやって生きていけばいいんですか？」

　悲痛な叫びになにも言えなくなる。

　誰かに恋をして、その相手も自分を好きになってくれる。恋人になって結婚して夫婦になって生涯ともに過ごしていく。

　それがどれほど奇跡なのか、痛いほど身に染みる。誰かに力いっぱい掴まれているかのように胸が苦しい。

　私には彼女にかける言葉はなく、ただ泣き続ける神屋敷さんを眺める中、航君がゆっくりと彼女に近付いた。

　一メートルほど離れたところで足を止めて、目線を合わせるように屈む。そして顔を上げた神屋敷さんに優しい声色で言った。

「俺は神屋敷が思っているほどいい男じゃない。……どうか心から愛し、愛される相手を見つけて幸せになってほしい」

「航さん……」

　航君の話を聞き、神屋敷さんの涙はとめどなく溢れる。

「そんな優しい言葉をかけられたら、ますます諦められなくなりますよ。……私、航さんと結婚するためにすごく努力をしたんですよ？　隣に立っても恥ずかしくないように美容に気を遣い、様々なことを学びました」

「それはきっと、キミの財産になる。これから先いくらでも生かせることだ」

「でもっ……！」

　手を伸ばした神屋敷さんに触れられるより先に、航君は勢いよく立ち上がった。

「それに俺は優しくなんてない。こうやってキミに優しい声をかけたのは今後、二度と俺たちの前に現れないでほしいからだ。もう俺の家族と大切な人に関わらないでくれ」

　完全に突き離され、やっと納得してくれたのか神屋敷さんは俯いた。それを確認して航君が私の方に向かって歩き出した時。

「アハハッ！　本当に今までの努力がすべて水の泡だわ。なにが結婚して子をなせば繁栄するよ。そんな迷信通りに結婚しちゃってバカみたい」

　急に笑い出した神屋敷さんに航君は足を止めた。

「よかったわね、言い伝えがあったから結婚できて。でも半分は私のおかげでもあるのよ」

　ゆっくりと立ち上がり、神屋敷さんは不気味な笑顔を私に向けた。

「どういう意味だ？」

　航君が聞くと、神屋敷さんは愉快そうに話し出した。

「だって最初はあの女の父親が残した借金と、妹の治療費を出す引き換えに子供を産んでほしいって契約を持ちかけたんですよね？　私、なんでも知っているんですよ。ふたりが本当は愛し合っていない政略結婚だったって」

「どこで得た情報かは後で問わせてもらうとして、どんな始まりであれ、千波とは今は互いに愛し合っている。それに夫婦の問題を他人のキミにとやかく言われたくない」

　怒りを含んだ口調で話す航君に、神屋敷さんの表情が歪んだ。

「その女も航さんもかわいそう。あんなバカげた言い伝えがなければ、あんたの父親は事業を失敗して借金を背負うことも、航さんが肩代わりすることもなかったのに」

「どういうことですか？」

　言い伝えがあったから父の経営する旅館が破産したっていうの？　そんなわけないじゃない。

　だけど神屋敷さんは鼻で笑った。

「あなた、本当になにも知らないのね。それじゃあまりに不憫だから教えてあげる。お父様とあなたの父親は旧知の仲だったの。よっぽどお父様を信じていたんでしょうね、私のお願いを聞いてくれたお父様に持ちかけられた、嘘の投資話に乗っかって、旅館を倒産させるほど借金を背負っちゃうんですもの」

　なに、それ。神屋敷さんが言っていることは本当なの？

　にわかには信じがたい話に微動だにできなくなる。それは航君も同じようで、信じられないと言いたそうに神屋敷さんを見つめていた。そんな私たちに神屋敷さんはおかしそうに続ける。

「本当の話よ？　うまく乗っかってくれて、だめ押しに旅館の悪い噂をネットに流したらあっという間に倒産しちゃったわ」

　声をあげて笑う神屋敷さんの姿は、狂気さえも感じてしまう。

「借金まみれになれば天下の庵野グループですもの、そんな家の娘をいくら言い伝えがあったって、結婚相手に選ばないと思ったのよ。あなたの父親は負い目を感じて蒸発してしまい、妹さんの病状も悪化していると報告を受けた時は、さすがに申し訳ないと思ったけど、どうしてもあなたが邪魔だったから仕方がなかったのよ」

　全然悪いことをしたと思っていない物言いに、沸々と怒りが込み上げてくる。

　ずっと堅実でいつも真摯に仕事に取り組んでいた父が、なぜあんなにも多額の借金を残したのだろうと不思議に思っていた。

　家族はもちろん、従業員のこともとても大切にしていた父が、無謀な事業拡大に乗り出したとも考えにくかったもの。

　だけど、まさかそんな裏があったなんて……！　つまり父が守ってきた旅館が倒産したのも、多額の借金を残して蒸発してしまったのも、元は全部私のせいだったんだ。

「どうして父にそんなひどいことをしたんですか？」

　怒りと悲しみに襲われ、泣きそうになりながらもどうにか声を絞り出す。

「私が邪魔なら父じゃなく、私になにかすればよかったじゃないですか」

　航君との結婚が決まった時に私に宣戦布告に来たように、牽制に来ればよかったじゃない。そうすれば今も、父と瑠璃の三人で暮らせていたはず。

「だってその時のあなたは言い伝えのことはなにも知らなかったでしょ？　下手に知られて航さんと面識を持たれたら大変だったもの。だからあなたの父親に頑張って動いてもらったのよ」

　あまりに身勝手な物言いにカッとなる。

「ふざけないで！　お父さんがどんな思いでこれまで旅館を守ってきたと思っているの!?　お母さんだってきっと、心残りだったはず」

　旅館の経営が思わしくないと気付いていたから、あの着物を伯父に託したのだと思う。それでも父になにも言わなかったのは、最後まで父のことを信じていたからかもしれない。

「瑠璃だってお母さんが亡くなってお父さんまでいなくなって、それで一気に病状が進んだの」

　きっと精神的なものだと思う。一気に心臓に負担がかかったのだろう。

「神屋敷さんの身勝手な思いのせいで、私たち家族がどれだけつらい思いをしてきたか……！　許せない、あなただけは絶対に許せない！」

　怒りは涙に代わって溢れ出す。

　父は今、どんな思いでどこにいるのだろうか。ひとりでなにをしているの？　父の気持ちを考えると、悔しくて仕方がない。

　そんな私を見て神屋敷さんは嬉しそうに笑うものだから、ますます怒りが大きくなる。

「千波、落ち着いて。お腹の中の子によくない」

　怒りで震える私の身体を航君はそっと抱き寄せた。

「だけど航君……っ」

「大丈夫、神屋敷には犯した罪の償いをしっかりしてもらうから」

　航君の声は震えていて、彼もまた必死に怒りを鎮めていることに気付いた。

「ここで千波が悔しがったり泣いたりしたら、あの女の思うツボだ」

　航君の言う通りだ。さっきだって私を見て神屋敷さんは笑っていたもの。

　頭ではそう理解できても心がついてこない。せめて泣き顔を見られないように航君にギュッと抱きついた。

「なによ、そうやって見せびらかすように抱きついたりして、自分には航さんがいるって自慢したいわけ？　本当に腹の立つ女ね。どうして航さんはこんなバカな女に騙されっぱなしなのかしら。……大丈夫、私が航さんを助けてあげるから」

　ブツブツと言いながら神屋敷さんはバッグの中から、光るなにかを手に取った。その瞬間、周囲から悲鳴があがった。

「きゃー！」

「逃げろ！」

「誰か警察に連絡をして！」

　次々と聞こえてくる言葉に航君から離れて彼女を見る。すると神屋敷さんは鋭利な刃物を両手で握っていた。

「千波！」

　すぐに航君が私を庇うように前に立つ。

「いいか、千波。絶対に俺から離れるな」

「でも、それじゃ航君が……っ！」

「大丈夫だ、なにがあっても絶対に俺が千波とお腹の中の子は守ってみせるから」

　私を安心させるように笑顔で言うと、神屋敷さんと対峙した。

「ナイフを下ろすんだ」

「なに言ってるんですか？　これで今からその女を消すんですから、早くどいてください!!」

　冷静に声をかける航君とは違い、神屋敷さんは興奮しているのか声を荒らげた。

「千波には指一本触れさせない」

「……っ！　本気で言っているんですか？　そんな女のために航さんは死んでもいいんですか？」

「あぁ、千波を守れるなら本望だ」

　迷いなく言ってくれた航君の言葉は嬉しいけれど、そんなの私の本望ではない。私を守るために航君がいなくなるなんて嫌だもの。

　でも今の私には、どうすればいいのかわからない。下手に前に出たり、神屋敷さんになにか言ったりしたら変に彼女を刺激することになってしまうかもしれないもの。

　ただ航君に守られていることしかできない現状に、もどかしさを感じる。

「そうですか。だけど実際にそうなったら、どうなんですか？　私が本気で刺しにいっても命をかけて守る価値が、その女にはあるのか……見せてください！」

　次の瞬間、悲鳴が響き渡り、航君は私の身体を強く抱きしめた。

　彼に抱きしめられて状況がわからない中、航君が苦しそうに声を漏らす。

「航君？」

　よりいっそう大きくなる悲鳴と、カランッと刃物が落ちる音。考えたくもない不安が頭をよぎる。

「嘘でしょ……。どうして航さん？　なぜそんな女を庇うの？　航さんは私と結婚するんでしょ!?　それなのにっ……！」

「千波を……愛しているから、だ」

　わっと声をあげて泣く神屋敷さんに、航君は途切れ途切れに言う。

「これでもう、わかった……だろ？　金輪際、俺たちに……」

　なにかを言いかけて航君はズルッとその場に倒れ込む。

「……航、君？」

　倒れた航君から赤い血が床に広がっていく。その光景に目を見開いた。

「なに、これ」

　ゆっくりと膝を折り、床に流れる血に触れるとまだ生温かい。紛れもなく航君から流れている血だ。

　彼は固く目を瞑り、声をかけても反応がない。

「やだ、航君しっかりして。誰か……！　すみません、誰か助けてください！」

　逃げまどう人たちに声をかけても、誰も応えてくれない。

　どうしたらいいの？　ううん、私にできることなんてない。早く救急車を呼ばないと。

　震える手でバッグの中からスマホを取り出したものの、スマホが血に染まり恐怖に襲われる。

　このまま航君が目を覚まさないってことはないよね？

　頭の中が真っ白になって、心は恐怖に支配されていく。

「警備員さん、刺したのはあの人です！」

「全員で取り押さえろ！　それとすぐに救急車を呼んでくれ」

「今呼びました！　すぐに来てくれるそうです！」

　私たちの周りで繰り広げられる出来事が、まるでスクリーンに映し出されているかのように見える。

「あなたは怪我していませんか？　大丈夫ですか？」

　声をかけてくれた人は警備員で、心配そうに私を見つめている。

　そんな警備員の腕を掴んだ。

「お願いします、航君を助けてください」

「大丈夫ですよ、すぐに救急車が来ますから。あなたも血がついているじゃないですか、どこを怪我したんですか？」

　ううん、私はどこも怪我していない。だって航君が守ってくれたから。……でもそのせいで航君は……っ！

　不安と恐怖に押しつぶされ、目の前が真っ暗になる。

「大丈夫ですかっ!?」

　床の冷たさを感じながら私はゆっくりと意識を手放した。










心から幸せにすると誓う




「……ちゃん、お姉ちゃん！」

　遠くから聞こえる瑠璃の泣きそうに私を呼ぶ声。目を開けるとすぐに蛍光灯の明かりに目を細めた。

「んっ……」

「お姉ちゃん？　よかった、目が覚めて」

　すぐに瑠璃の安堵する声が聞こえ、ゆっくりと横を見れば、泣いたのだろうか、目を赤く染めた瑠璃がいた。

「瑠璃？　どうして……？」

　混乱する頭で必死に状況を整理する。

　瑠璃がいるってことは、ここは病院だよね？　どうして私、病院に……。

　そこまで考えを巡らせて思い出す。神屋敷さんに刺された航君を見て自分も気を失ってしまったのだと。

「航君は!?」

「落ち着いてお姉ちゃん」

　勢いよく起き上がった私を瑠璃は引き留めた。

「お義兄さんなら大丈夫！　出血量は多かったようだけど、傷自体は浅かったみたい。手術も無事に終わって今は麻酔で眠っているよ」

「そっか、よかった」

　命に別条がないと聞き、ホッと胸を撫で下ろした。

「お姉ちゃんも倒れたんだからね？　幸いお腹の赤ちゃんは無事だったけど、頭を打ったかもしれないから明日検査をするって言われたの。だから安静にしていないと」

「……よかった」

　お腹の子も無事で本当によかった。

　両手でお腹を押さえながら安堵の息を漏らすと、瑠璃は私の手に触れた。

「看護師さんからお姉ちゃんとお義兄さんが運ばれてきたって聞いた時は、心臓が止まるかと思ったんだよ？　……無事で本当によかった」

「瑠璃……」

　無事に手術を終え、帰国したばかりの瑠璃に心配をかけてしまった。

「ごめんね、心配かけちゃって」

「本当だよ！」

　申し訳ないけど、頬を膨らませて怒る瑠璃がかわいくてつい笑ってしまう。

「もう、お姉ちゃん？」

「ごめん」

　当然瑠璃の怒りはさらに増す。おかげで私は笑いをこらえるのに必死だ。

「だけどまぁ、笑えるなら大丈夫そうだね。あ、そうだお姉ちゃんが目を覚ましたら呼んでって看護師さんに言われていたんだった」

　そう言ってナースコールを手にしたものの、瑠璃はなかなか押そうとしない。

「瑠璃？」

　不思議に思って声をかけると瑠璃は神妙な面持ちで私を見つめた。

「お姉ちゃんが眠っている間に、警察が来たの。……お義兄さんとお姉ちゃんが回復したら、事情を聞きたいって言ってた」

「……そっか」

　警察が私と航君に聞きたいことは、神屋敷さんのことだよね。

「本当、お姉ちゃんとお義兄さんが無事でよかった。私、もう家族の誰かを失う悲しみを味わいたくない。だからお願い、お姉ちゃんはいつまでも元気でいてね」

　真剣な瞳で訴える瑠璃の手は、小刻みに震えていた。

「もちろんだよ」

　母を亡くした時に感じた悲しい気持ちを、二度も瑠璃に味わわせたくない。

「約束だからね？」

「うん」

　いつものように指きりを交わすと、やっと瑠璃は笑顔を見せてくれた。そしてナースコールを押して私が目覚めたことを看護師に伝える瑠璃の横で、私は複雑な思いに駆られる。

　旅館が倒産し、父が蒸発した理由はまだ瑠璃には言わない方がいいよね。航君が刺されて私が倒れただけでこんなにも動揺させちゃったんだもの、瑠璃の身体になにかあったら大変だ。

　航君とも相談しながら、時期が来たら真実を話そう。




　次の日。検査を終えてからやっと航君に面会することができた。瑠璃の乗る車椅子を押しながら彼の病室に向かう。

　昨夜はずっと最後に見た航君の姿が目に焼き付いて、なかなか眠ることができなかった。瑠璃から大丈夫だって聞いているけど、あんなに血が出ていたんだもの。この目で元気な航君の姿を見るまでは安心できない。

　緊張しながらドアを数回ノックするとすぐに「はい、どうぞ」という彼の声が聞こえてきた。

　ゆっくりとドアを開けた先にはベッドの上ながら座る航君がいて、私を見て安堵の笑みを浮かべた。

「千波」

「航君……！」

　元気そうな航君の姿に安心したから、涙が込み上げる。

「千波とお腹の中の赤ちゃんが無事で本当によかったよ」

「それは私のセリフです。……航君になにかあったら私……っ」

　想像しただけで怖くなり、ぽろっと涙がこぼれた。それを拭いながら病室に入り、瑠璃とともに彼のもとへ向かう。

「瑠璃ちゃんにも心配をかけたね」

「本当ですよ。お姉ちゃんにも言いましたけど、本気で心臓が止まるかと思いました」

　おどけて言う瑠璃に航君は笑った。そして涙を拭う私を見つめる。

「千波にも心配かけてごめん」

「もう二度とあんな無茶はしないでくださいね」

　守ってもらえたって航君がいなくなったら意味がない。それをわかってほしい。

「俺も千波の泣く姿を見るのはつらいから肝に銘じるよ」

「絶対ですよ？」

「あぁ」

　そんなやり取りをしていると、瑠璃はわざとらしく「あ！」と声をあげた。

「そうだ、私これから検査があるんだった。だから先に戻ってるね」

「じゃあ送っていくよ」

「車椅子に私が何年乗っていると思ってるの？　ひとりで戻れるから大丈夫！　お姉ちゃんはお義兄さんとゆっくりしてきて」

　そう言って瑠璃は自走しながら病室を出ていった。

「悪かったな、瑠璃ちゃんに気を遣わせて」

「はい」

　なんとなく気まずくなって、沈黙が流れる。少し経つと、航君は私に向かって両手を広げた。

「おいで、千波」

　胸がきゅんとなりながら、私は迷うことなくそっと彼に抱きついた。彼の温もりに包まれ、胸の鼓動を聞いていると心から安心できた。

「背中痛くないですか？」

　刺されたのはたしか右側だった気がする。

「それほど傷は深くなかったから大丈夫だ。ただ、二週間ほど入院が必要なようだけど」

「当たり前ですよ」

　だって刃物で刺されたんだもの。早く退院できるわけがない。

「神屋敷のことで千波には嫌な思いをたくさんさせて悪かった。俺がもっと早くに対処していれば、こんなことにはならなかったはずだ」

「そんな……！　航君は悪くありません」

「いや、俺のせいだ。神屋敷の俺に対する執着は尋常じゃなかった。でもさすがにあそこまでするとは思わなかった。俺の考えの甘さのせいだ」

　後悔の言葉を口にする航君に慌てて言ったものの、彼は自分を責め続ける。

「でもきっと神屋敷さんはわかってくれたと思います」

　航君を刺した後の神屋敷さんは後悔しているようだったもの。きっと自分が起こしたことを悔いてくれていると信じたい。

「そうだといいけど、な。……今回の事件は大きく報道されるだろうし、神屋敷ホテルは厳しい現実を突きつけられるだろう。親子ともども、一からやり直してほしい」

「そう、ですね」

　正直に言えば神屋敷さんのことも、彼女に頼まれて旧知の仲だった父を騙した神屋敷ホテルの社長も許すことはできない。

　だけどきっと母が生きていたら、いつまでも私が恨みを抱いていることに賛成はしないだろう。

　父だってそうだ。私にこんな思いをさせたくないから私と瑠璃の前から姿を消したのかもしれない。ふたりはとても優しい人だったから。

「あと少ししたら警察が来るそうだ。……昨日のことを思い出すのはつらいかもしれないが、俺がずっとそばにいる」

「はい、ありがとうございます」

　航君がそばにいてくれたら、安心できる。

「それと引き続き、お義父さんの行方を捜していくよ。もしかしたら取り調べの中で神屋敷からなにか情報が出るかもしれないし、そのことも今日警察に聞いてみよう」

「……はい」

　本当に父はどこに行ってしまったのだろう。今、どこでなにをしているの？

　どんなかたちであれ、生きてさえいてくれたらそれでいい。私たちに会いたくないならそれでもいいから、安否だけは知らせてくれたらいいのに。

　彼に優しく髪を撫でられながら、父の無事を願うばかりだった。

　この日の午後はずっと警察の事情聴取に追われていた。朝からテレビで大きく報道されているようで、警察も慎重に捜査しているようだ。

　次の日には私の脳の検査結果も出てとくに問題がなく、退院が決まった。しかし航君は私を家にひとりにさせておけないと言い、彼が退院するまでの間は伯父の家にお世話になることになった。

　最初は迷惑をかけることになって申し訳ないと思っていたけど、久しぶりに伯父夫婦と生活をして、様々な話をした。

　幼い頃の母の話だったり、私と瑠璃の幼少期の話だったりと話題は尽きず、楽しいひと時を過ごすことができた。

　航君も航君で、入院中に瑠璃が頻繁に彼の病室を訪れては、質問責めにあいながらも仲を深めたよう。

　さらに驚いたのは、お見舞いに来た佑志君がなんと瑠璃にひと目惚れしてしまったそうだ。佑志君は足繁く航君のお見舞いを口実に病院に通い、瑠璃との時間を重ねていたらしい。

　瑠璃もまんざらでもないようで、佑志君のことを「お義兄さんと同じくらいカッコいいし、優しくて素敵な人だね」なんて言っていた。

　それを聞いて私と航君は、これからも定期的にふたりが会えるように協力しようと話した。

　航君が退院できたのは、怪我を負った日から二週間後。入院中から病室で仕事をこなしていた彼は、退院後すぐに仕事に復帰。

　私もふたりで暮らすマンションに戻って、元の日常を取り戻した。

　神屋敷さんとは航君との間で示談が成立。その条件として今後いっさい私たちに関わらないことを約束させた。そして事件をきっかけに神屋敷ホテルは経営難に陥り倒産。社長は退陣し、一家で地方に引っ越したと聞いた。

　どうか神屋敷さんには更生して、自分のしたことを見つめ直してほしい。その先に彼女が幸せになる未来があってほしいと願う。

　そして瑠璃もリハビリのおかげで車椅子を使わずに、自分の足で歩いたり走ったりすることができるところまで筋肉がつき無事に退院となった。新居が完成するまでは瑠璃は伯父夫婦の家で暮らすことになり、復学して勉強の遅れを取り戻している。

　入院中に航君が手配してくれた家庭教師に勉強を見てもらったおかげで、授業についていけているらしい。

　友達も多くできたようで、放課後は毎日のように寄り道していると楽しそうに聞かせてくれている。

　私と瑠璃も頻繁に会っている。今は私が妊娠中で遊園地に行ったり、遠出したりは無理だけど、会う時はふたりではもちろん航君と佑志君も一緒だったり、両家揃って食事会をしたりと様々。家族の絆は確実に強くなっていると思う。

　あとは本当にここに父がいれば……といつも思っていた。




　時は流れ、安定期に入ってお腹の膨らみも少しずつ目立つようになってきた。

　季節は春間近の三月下旬。平日の昼下がりにゆったりとしたワンピースを着て向かった先は、近くのオープンカフェ。ここで春休み中の瑠璃と待ち合わせをしていた。

「お姉ちゃん、こっち！」

　先に来ていた瑠璃に呼ばれて席へと向かう。

「ごめんね、待たせて」

「ううん、私も今来たところだから」

　今日はこれから新居で使う瑠璃の家具を見に行く予定だ。

　本当は航君も一緒に行きたかったようだけど、どうしても仕事が終わらず、後から合流することになっている。それまでの間、私と瑠璃はランチをして待つ予定だ。

　それぞれランチセットを注文すると、瑠璃はまじまじと私のお腹を眺める。

「お姉ちゃん、お腹目立ってきたね」

「そうなの、これからもっと大きくなるのが楽しみだよ」

　お医者さんはもう少ししたら胎動を感じられるようになると言っていた。そうなったら、ますます愛おしくてたまらなくなりそう。

「私も楽しみだな、赤ちゃんに会えるの。私がこんなに楽しみなんだもの、お義兄さんや向こうのご両親はもっと楽しみだよね」

「うん、それはもう」

　航君の過保護ぶりは拍車がかかっているし、お義父さんとお義母さんは毎日のようにベビー用品を買っては届けに来る。それは伯父と伯母も同じ。

　心配して頻繁に来てくれるんだけど、そのたびになにかしら子供のおもちゃや服を買ってくるんだもの。

「瑠璃、残念だけど赤ちゃん用品を一緒に買いに行けそうにないよ」

「えぇっ!?　もうそんなに買っちゃったの？」

「買っちゃったんじゃなくて、買われちゃったの。客間はもうベビーグッズでいっぱい」

　私の言いたいことが理解できたのか、瑠璃は「あー、なるほど」と納得した。

「伯父さんたちでさえあんなに浮かれているんだもの、そりゃ向こうのご両親はもっとだよね。お義兄さんはどう？」

「航君は妊娠中や出産時の本や育児書を買い漁って、毎日勉強している」

「アハハッ！　なんか真面目なお義兄さんらしいね」

　瑠璃は笑うけど私は心配でたまらない。もちろん出産に立ち会ってくれて、育児も積極的に手伝ってくれそうなのは嬉しいことだけど、仕事も大変そうなのに……。

「航君、無理していないかな？」

　不安を漏らした私に瑠璃はすぐに答えた。

「無理していないと思うよ。だって好きな人のためなら、全然つらいと思わないし！」

　意味深なことを言う瑠璃にドキッとなる。

　もしかして瑠璃にも好きな人がいて、その人のためになにかしてあげたいって思っているのかな。なんてことを勘ぐってしまう。

　その相手が佑志君ならこれ以上嬉しいことはないけど……。

　なんとなく私からは佑志君との関係を聞けずにいた。私にとって佑志君は義弟だ。変になにか言ってふたりの関係を壊したら大変だもの。だからいつも聞きたい気持ちを必死に抑え込んでいる。

　今日もグッとこらえているとちょうど注文した料理が運ばれてきた。さっそく瑠璃は美味しそうに頬張る。

「んー！　このクリームパスタ最高」

　もぐもぐと美味しそうに食べる瑠璃の姿に微笑ましい気持ちになる。

　一年前はこんな風に外で瑠璃とランチを食べられる日が来るなんて、夢にも思わなかった。

　瑠璃が元気になって学校にも通えるようになり、当たり前の生活を送ることができるなんて、誰が予想できただろう。本当に航君には何度感謝しても足りないよ。

　彼はお金を返されても絶対受け取らないって言っているけど、少しずつでもいいから航君に返していかないとね。

　私も美味しいパスタに舌鼓を打つ。そして食べ終える頃、急に瑠璃は神妙な面持ちで話し始めた。

「ねぇ、お姉ちゃん。……お父さんのこと、どう思ってる？」

「えっ？」

　急に父のことを聞かれ戸惑う。

　実はまだ瑠璃には真実を告げていなかった。でもどう思うか聞くってことは、もしかして知ってしまった？

　神屋敷さんの事件は大きく報道され、どこで嗅ぎつけたのか一部の週刊誌には父のことまで書かれていた。

　マイナーな雑誌だったし、言わなければ瑠璃の目に触れることはないと思っていたけど、考えが甘かったのかもしれない。

　だけど下手に自分からはなにも言うことができず、瑠璃の出方を待つ。

「どんな事情があれ、私とお姉ちゃんを残してどっかに行っちゃったお父さんのことを恨んでいる？」

「そんなわけないじゃない。私がお父さんを恨むことは絶対にないよ」

　すぐに否定すると瑠璃は表情を和らげた。

「そうだよね、よかった。……私もお父さんのことを恨んではいないよ。きっと私とお姉ちゃんには言えない事情があったんだと思うから」

「……うん、そうだね」

　そろそろ瑠璃にも、事実を告げてもいいのかもしれない。すっかり元気になり、父のことも恨んでいないと言う。今の瑠璃なら事実を受け入れられるだろう。

　今度、航君がいる時に改めて話そうと心に決めた。

　それからデザートが運ばれてきて、しばし他愛ない話で盛り上がっていると航君からメッセージが届いた。

　仕事が終わり、家具店で待ち合わせしようというものだった。それを瑠璃に伝えると素早く立ち上がる。

「お姉ちゃん、行こう！」

「待って、どこの家具店に行くかまだ返信していないから」

「それなら大丈夫！　事前にお義兄さんには伝えてあるから」

　いつの間に？

　瑠璃はびっくりする私の方に来て手を掴んだ。

「ほら、お姉ちゃん早く」

「わかったよ」

　そんなに家具を選びに行くのが楽しみなのかな？

　いつも以上にはしゃぐ瑠璃がかわいくてたまらない。

　会計を済ませて大通りに出ると、瑠璃はタクシーを停めた。そして先に乗り込むと、運転手にメモ紙を渡す。

「ここまでお願いします」

「はい、わかりました」

　私も乗ってシートベルトを締めると、タクシーは走り出す。

「行きたいところをメモに書いてくるなんて、随分と準備がいいね」

「まぁね」

　そう言って瑠璃は窓の外の景色に目を向けた。

　私も航君に今タクシーで向かっていると送信し、新居に必要な家具を考える。そうこうしている間にタクシーは目的地に到着した。

「はい、着きましたよ」

「ありがとうございました」

　なぜか瑠璃が支払いを済ませて早く降りようと急かす。

「ちょ、ちょっと瑠璃？」

「タクシー代はお義兄さんから預かっていたの。みんな待っているから早く行こう」

「みんなってどういうこと？」

「いいから早く」

　ぐいぐいと背中を押されてタクシーから降りると、そこはラグジュアリーな高級ホテルだった。

「どうしてここに来たの？」

「それは後のお楽しみ。とにかく時間がないから早く」

　困惑する私を連れて瑠璃が向かった先は、最上階にある個室。そこには数名の女性スタッフが待ち構えていた。

「姉のこと、よろしくお願いします」

「はい、お任せください。妹様も別室にてご準備をお願いします」

「瑠璃どういうことなの？」

　家具を見に行くんじゃなかった？　それに航君は？

　わけもわからぬまま残された私は、服を脱ぐよう言われ戸惑う。

「まずはお着替えをしていただきませんと、メイクに移れませんのでお願いします」

　そう言いながらも脱がしにかかる女性の有無を言わさぬ態度に、私はされるがまま。ガウンを着せられ、次に鏡の前に座らされると、メイクが施されていく。

　ヘアセットもしてもらった私に出されたのは、純白のウエディングドレス。

「こちらはマタニティ用のウエディングドレスですので、ご安心して着てくださいと新郎様より承っております」

「航君が？」

　だけどなぜ急に結婚式を？　だって結婚式は瑠璃が元気になってからにしようって決めていた。それが妊娠を機に赤ちゃんが生まれてから挙げようということになり、まだまだ先の話のはず。

「さぁ、早く着て皆様に綺麗なお姿を披露しましょう」

「は、はい」

　困惑しながらも着せてもらい、最後にベールをかぶせられた。そしてブーケを渡され部屋を出る。

　状況が理解できないままスタッフについていくと、案内板を見て教会へと向かっていることに気付く。

　そして大きな扉に近付く中、見えてきた人影に目を見張る。

「嘘……」

　見間違い？　ううん、そんなわけない。随分と痩せちゃったけど見間違えるはずがない。

「お父さん……っ！」

　ドレスを着ていることも忘れて走り出す。

　私に気付いたモーニング姿の父も、私に向かって駆け寄る。そんな父に私は勢いそのままに抱きついた。

「お父さん、お父さん……！」

　ずっと会いたくて心配でたまらなかった父がいる。夢のようで怖くて、これは現実なのだと信じたくて父の温もりを全身で感じる。

「すまなかった、千波。本当に悪かった……っ」

　謝罪の言葉を繰り返す父の声が震えていて泣いているのがわかると、たまらず私の目からも涙がこぼれ落ちた。

「ううん、こうやって帰ってきてくれただけで十分だよ。お願いだから、なにがあっても二度と私と瑠璃の前からいなくならないで」

「あぁ、約束する」

　しばし抱き合った後、私たちはゆっくりと離れる。

「お父さん、今までどこでなにをしていたの？」

　メイクが崩れないように涙を拭いながら父に気になっていることを聞く。すると父は言いにくそうに話し出した。

「母さんの治療費の足しと、いつも力になってくれる従業員たちに少しでも還元できればと思い、親友の投資話に乗ったんだ。……まさか騙されているとは夢にも思わなかったよ」

　そうだよね、神屋敷さんの父親と父は旧知の仲だったのだから。父の気持ちを思うと胸が痛む。

「それでも父さんは騙されているとは気付かなくてな、父さんが全部悪い、失敗したと思い込んでいたんだ。お前たちにも合わせる顔がなくなり、そんな俺に神屋敷は仕事と住むところを提供してくれた。そこで地道に働いて借金を返せばいい、千波たちのことなら責任を持って面倒を見ると言ってくれたあいつの言葉を鵜呑みにしてしまったんだ」

「そんな……」

　だけどこれですべて納得がいった。父が私たちを残して蒸発するはずなかったんだ。ちゃんと私と瑠璃の安全が保障されていると理解したから、私たちのもとから離れたんだね。

「騙されていると気付いたのは、ニュースでお嬢さんが起こした事件を知った時だ。だけど、あいつに会うことはもちろん、今さら千波と瑠璃に合わせる顔もなくてな。心配だったけど会いに行く勇気が出ず、一カ月ほど過ぎた頃だ、航君が訪ねてきたんだ」

「航君が？」

　嘘、航君そんなことひと言も言っていなかったよ？

「あぁ、航君には一生かかっても返せない恩ができてしまった。父さんの残した借金だけではなく、瑠璃の治療費まで出してくれたと聞いたよ。それと千波のこれまでの生活ぶりも。……千波には本当に苦労をかけたね」

　ううん、そんなことない。だけど声にならなくて首を横に振る。

「こんな父さんのことを『お義父さん』と呼んでくれて、順番が逆になってしまったけど、娘さんをくださいと頭も下げてくれた。千波をどれほど大切に思っているかも教えてくれてね。……航君になら父さん、安心して千波を託すことができるよ」

　航君、そんな素振りはいっさい見せなかったのに。

　彼の優しさを感じ、再び涙がこぼれ落ちた。

「それだけじゃない、親身に父さんの話も聞いてくれてね。力になるとも言ってくれた。……庵野グループが新しく海外にオープンさせる旅館の経営を任されたんだ。今は本社で勉強させてもらっている」

「本当に？」

「あぁ。絶対に成功させて、少しずつでも恩と借りたお金を返していくつもりだ。だから千波はなんの負い目も感じることなく航君と幸せになりなさい」

　航君はどこまで優しくて、素敵な人なんだろう。時々彼の相手が私でいいのかと不安になるほどだ。でもその分、私も航君を幸せにしたいとも思う。

「泣きやみなさい、千波。せっかく今日は航君が千波にサプライズしてくれたんだから。父さんがなかなか千波に会う心の準備ができないと漏らしたら、結婚式でなら思い切って会えるんじゃないかと提案されたんだ。それに一年も経たないうちに父さんはオープンに向けて海外に渡る。その前にもっと親子の時間を過ごしてほしいともお願いされた」

　そんなことを言われたら、ますます涙が止まらなくなるよ。

　泣きじゃくる私の肩を父は優しく撫でた。

「一週間前に先に瑠璃とも会った。事情も説明したら、瑠璃は泣きながら怒っていたよ。もっと私とお姉ちゃんを頼れってな。……フフフ、あんなに元気な瑠璃に会えて本当によかった。母さんにも見せてあげたかったよ、元気になった瑠璃の姿を」

「きっとお母さんなら、空の上から私たちのことを見守ってくれているよね？」

「そうだな」

　どちらからともなく笑ってしまう。

「改めて千波、父さんがいない間ずっと瑠璃を守ってくれてありがとう。不安だっただろう？　いくら瑠璃のためとはいえ、言い伝えのために航君と結婚することが。それに関しても航君から謝罪されたよ。最初から千波に自分の気持ちを伝えず、嘘をついてしまったことを後悔しているとも」

　航君がそんなことを言っていたんだ。違う、謝らないでほしい。だって幼少期に会っていたのにそれを忘れていた私も悪いのだから。

「じゃあちゃんと航君に伝えるね。そんな後悔はもうしないでって。私、言い伝えには感謝しているし、航君は運命の人だと信じているから」

　笑顔で伝えた私に父は目を細めた。

「それを聞けて父さんも安心したよ。……さぁ、行こう。みんな待っている」

「うん」

　近くで待機していたスタッフが私のメイクを直してくれて、そしてゆっくりと扉が開かれた。

　まっすぐに伸びるバージンロード。その途中には瑠璃に佑志君、お義父さんにお義母さんにおじいさん、伯父と伯母の姿もある。

　さらに懐かしい商店街のみんなもいてびっくりした。

　腕を組んでゆっくりと歩を進める私と父に、「千波ちゃんおめでとう」「苦労した分、幸せになるんだよ」といった祝福の声から、「父ちゃん、もう逃げんなよ」のような父を責める声も聞かれ、父は苦笑いを浮かべた。

　そして私たちの先には黒のタキシードを着たカッコいい航君がいて、胸がギュッと締めつけられる。

　航君の前で足を止めると、父は私の手を取って彼に頭を下げた。

「航君、どうか娘のことをよろしくお願いします」

「……はい、なにがあっても千波さんを守っていきます」

　力強く答えた航君は私の手を取り、優しく微笑んだ。

　そして司祭の前に並んで立つと、こそっと耳打ちしてきた。

「サプライズは成功したか？」

　うん、すごくびっくりした。

「最高のサプライズでした」

　父とこうして会わせてくれたのだから。それに父の仕事に関しても力になってくれたんだもの、ますます航君には頭が上がらないよ。

　司祭が誓いの言葉を述べる中、航君はそっと私の手を握った。

「ドレス似合っているよ。すごく綺麗だ」

「……ありがとうございます」

　なんの前触れもなく褒められて恥ずかしくなる。

「今回は千波とお義父さんを早く会わせたくて挙げた結婚式だ。……約束通り、子供が生まれた時は盛大な式を挙げよう。もちろんその時もお義父さんには千波とバージンロードを歩いてもらう」

「はい、私も歩きたいです」

　結婚式が終わったら、航君にたくさん「ありがとう」と伝えよう。それと何度も好きだって言いたい。

　それぞれ神様の前で誓いの言葉を述べた。

「それでは、誓いのキスを」

　司祭に言われ、私たちは向かい合う。そして航君はゆっくりとベールをめくる。

　目が合った航君は愛しそうに私を見つめ、肩に手を置く。

「千波。……心から幸せにすると誓う。だからずっとそばにいてくれ」

「……はい！」

　触れるだけのキスを交わすと、わっと歓声と大きな拍手があがった。

　みんなに祝福されて胸がいっぱいになる。

　幼い頃に出会い、言い伝えがあったから再会することができた私たちは、間違いなく運命の赤い糸で結ばれていたのだと信じたい。……ううん、絶対にそうだ。

　だってこんなにも心から愛する人とは、もう二度と出会えないもの。

　私も神様の前で誓う。大好きな航君を一生そばで支え、幸せにすると……。
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誕生の瞬間　航ＳＩＤＥ




　たくさんの本を読んで、今日という日に備えてきた。スマートに千波をサポートして、愛しいわが子の誕生を迎えるはずだったのに……。

　薄暗い廊下の長いすに腰かけて、落ち着かない様子でウロウロと歩き回る父と義父、そして如月さんの姿を眺めながら、さっきまでの流れを思い返していた。

　千波に陣痛が始まったのは幸いなことに、俺が帰宅してすぐの十八時過ぎだった。陣痛の間隔が十分おきになるのを待ち、彼女を支えながら安全運転で病院へ向かった。

　陣痛が始まってから両親たちに連絡をすれば、みんなすぐに病院に駆けつけてきたのだ。

　みんなが千波を支える中、出産が近付いているのか彼女の痛みは増すばかり。次第に俺もつらそうな千波を見ていられなくなり、腰や背中を摩さすることしかできない自分が不甲斐なくなってしまった。

　そうなるともう千波がかわいそうで、できるなら代わってあげたくなる。父たちもただオロオロするばかりで、俺たち男性陣は邪魔だと母に追い出されてしまったのだ。

　さんざん勉強してきたが、陣痛があんなにも痛そうで苦しそうなものだとは思わなかった。しかも陣痛が始まって六時間以上経つというのに、まだ生まれないというのだ。

　千波はいつまで苦しみ続けなくてはいけないんだ？

「航、千波ちゃんは大丈夫だよな？」

「そう思うけど……」

　千波のつらそうな顔を思い出すと、心配になる。

　すると父は深いため息を漏らしながら俺の隣に腰を下ろした。

「実は父さん、仕事でお前たちの出産に立ち会うことができなくてな。母さんもあんな風に大変な思いをして航と佑志を産んでくれたのかと思うと……」

　そう言って父はまたため息を漏らす。

「わかります、庵野さん。私も出産には立ち会えませんでした。大変だったけど、その分誕生の瞬間は神秘的で感動したらしく、その気持ちを私と共有したかったと言われてしまいました」

　反対側に義父も腰を下ろし、父と同じくらい盛大なため息を漏らした。

「これからは妻を大切にしようと思います」

「えぇ、それがいいです。それとさっきの話をお伝えするべきですよ。私は謝って感謝したくても、生きているうちは叶いませんから」

　義父の話に胸が痛む。

　愛する人を失い、二度と会うことが叶わない義父の気持ちを思うと、胸が張り裂けそうだ。

「しかし私たち男性陣は、なんの役にも立てませんね」

　如月さんも義父の隣に腰を下ろした。

「そういえばお義兄さん、姉さんによく小言を言われていましたよね。出産の時にそばにいてくれなかったって」

「えぇ、よく覚えていますね」

「覚えていますよ。その時のふたりの様子は仲睦まじくて、今でもよく家内と思い出しては笑っていますから」

　義父と如月さんは、俺たちの結婚式の時はほとんど言葉を交わすことはなかった。如月さんは事情があるにせよ、千波と瑠璃ちゃんにつらい思いをさせた義父を許せなかったようだ。

　しかしそれは時間が解決していった。少しずつ話すようになり千波曰く、今では昔よりも仲が良いらしい。

　そんなふたりを見て千波はとても嬉しそうだった。

　千波が笑うと俺まで笑顔になり、彼女にとって嬉しいことは俺にとってもそうで……。いかに俺の世界は千波を中心に回っているのかがわかる。

「航君、私のように後になって言われないよう、なんとしてでも出産には立ち会うべきですよ」

「そうだな、航。父さんが母さんにしてあげられなかった分も、しっかりと千波ちゃんを支えてあげなさい」

　ふたりの父親から言われ、苦笑いしてしまう。

　だけど子供にも恵まれ、出産に立ち会うことができるんだ。幸福な現状を無駄にしないようにしないとだよな。

「ありがとうございます。病室に戻ってしっかりと千波をサポートしたいと思います」

　立ち上がった俺に三人はそれぞれ深く頷く。

「そうだな、それがいい」

「私たちは生まれたら会いに行きます」

「それまで三人でおとなしくここで待っていましょう」

　そんな三人に見送られ、そっと病室に足を踏み入れる。

　さっきよりも陣痛の間隔が短くなってきたようで、千波はずっと痛がっている。その間、ずっと母が千波の背中や腰を摩ってくれていたようだ。

「代わるよ、母さん」

「大丈夫なの？　また千波ちゃんを困らせたりしないでしょうね」

　棘を生やして言われても仕方がない。実際にさっきの俺がそうだったのだから。

「あぁ、大丈夫」

　俺の話を聞き、母は譲ってくれた。

「じゃあお母さんは外で待っているわ。夫婦ふたりで頑張りなさい」

「すみません、お義母さん。ありがとうございました」

　声を絞り出して言う千波に母は首を横に振る。

「母親として当然のことをしたまでよ。頑張って元気な赤ちゃんを産んでね」

「……はい！」

　母が静かに病室を出ると、再び陣痛が千波を襲う。

「大丈夫か？　千波」

「う、ん。……ううん、違う。すごく痛いです」

「そうだよな」

　弱音を吐く千波の背中を優しく摩る。

「でも、先生に教えてもらったじゃないですか。今、赤ちゃんも同じくらい苦しい思いをしているって。だから我慢できます」

　額に汗を光らせて笑顔を見せた千波が眩しいよ。

　千波はもうすっかり母親の顔をしている。それに比べて俺は……。

「そうだな、赤ちゃんと一緒に頑張ろう」

「はい、航君……。一緒に元気な赤ちゃんを迎えてあげましょうね」

「あぁ」

　それからも度々陣痛に襲われる千波を励まし続けながら、さらに時間が過ぎた頃、やっと分娩室へ移動することとなった。

　俺も消毒などを済ませて分娩室に入ると、すぐに出産に向けての準備が進められた。

「庵野さん、あと少しですからね。頑張りましょう」

「は、い」

　千波は返事をするのもやっとといったところ。そんな千波の手を俺はしっかりと握った。

「はい、庵野さん思いっ切りいきんで！」

　助産師の言葉通りに苦しそうに声をあげながら千波がいきむと、少しして元気な産声が響いた。

「おめでとうございます！　元気な男の子ですよ」

　生まれたての赤ちゃんを見せてもらい、俺は感動のあまり泣いてしまった。

　命の誕生の瞬間が、こんなにも感動的なものだったなんて知らなかった。千波も同じことを思ったのか、肩で息をしながら大粒の涙を流していた。

「検査しちゃいますね、ちょっとお待ちください」

　赤ちゃんの体重測定などが始まり、俺は千波の涙や汗を優しく拭う。

「お疲れ様、千波。……元気な男の子を産んでくれて本当にありがとう」

「航君もお疲れさまでした。……ふふ。航君が泣いているところ、初めて見ちゃいました」

　笑いながら言われて恥ずかしくなるも、自分の息子が生まれた瞬間を目の当たりにしたのだから、泣かない方がおかしいと開き直る。

「こんなに感動したのは初めてだよ」

「私もです」

　労うように彼女の頭を撫でていると、タオルにくるまれた赤ちゃんがやってきた。

「抱いてあげてください」

　そう言って助産師は、赤ちゃんをそっと千波の胸に下ろした。

「う、わぁ。温かい」

　初めて抱く感情にまた千波は泣き出す。

「航君、見てください赤ちゃんの手。こんなに小さい」

　自分の指と比べて嬉しそうに話す千波に俺もまた泣きそうだ。

「大切に育てていきましょうね」

「あぁ、そうだな」

　すやすやと眠る赤ちゃんを眺めていると、優しい気持ちになる。

「航君も抱いてください」

「え？　いや、俺はまだいいよ」

　生まれたてはあまりにも小さすぎて、抱くのが少し怖い。しかし千波は「抱いてほしい」と言う。

「大丈夫ですよ、ご主人。ぜひ抱いてあげてください」

　助産師にまでこう言われては、抱かないわけにはいかない。

「それじゃ……」

　助産師に抱き上げてもらい、赤ちゃんを受け取る。するとこんなに小さいのに千波の言う通り温かくて愛しさが込み上げた。

「本当にかわいいな」

「はい」

　ずっと眺めていられるくらいだ。

　しかし少しすると泣き出した赤ちゃん。慌てる俺を見かねて再び助産師が俺から千波に赤ちゃんを手渡すと、すぐにぴたりと泣きやんだ。

「あらあらまぁ、もうすでにママっ子なのかしら」

　助産師は冗談半分で言っていると思うけど、実際には現実になりそうで怖い。

「そうだったら嬉しいですね」

　つまりそれは、将来息子と千波を奪い合うということだ。

「……俺は嬉しくないぞ？」

　ボソッと本音を漏らせば、分娩室内は笑いに包まれる。

　看護師たちに「奥様、愛されていますね」と冷やかされ、千波は終始恥ずかしそうだった。

　それから両親たちも赤ちゃんと対面を果たし、母以外の男性陣はみんな大泣きしていた。

　すでに祖父母たちによって溺愛されそうな予感しかしない。……でもきっとその分、誰からも愛されて幸せな毎日を過ごすことができるだろう。




　千波と話し合い、『勇ゆう気き』と名付けた。きっと庵野グループの後継者として、この子にはたくさんの試練が待ち受けているだろう。

　それらに勇気を持って挑んでほしい。その思いから名付けた。

　瑠璃ちゃんと佑志もすっかり勇気の愛らしさにやられ、一緒に暮らす瑠璃ちゃんはとくに進んで勇気の面倒を見てくれた。

　どうしても俺が仕事で遅くなった時は、瑠璃ちゃんがそばにいてくれると思うと、とても心強かった。

　そして両親たちに思いっ切り甘やかされてすくすくと元気に育った勇気は、俺の不安を見事に的中させたのだ。

　それは、三年後のある日の夜。

　帰宅するとちょうどふたりは風呂から出たところだった。

「おかえりなさい、航君」

「ただいま。勇気もただいま」

　しかし勇気からの返事はなく、ギュッと千波に抱きついた。

　ママっ子になった勇気は、父親である俺に対して対抗心を抱いている。すっかり嫌われてしまったのだ。

　三歳にして独占欲を発揮するとは……。そういうところは俺に似たのかもしれない。なんて思いながらも、このまま勇気に嫌われたままなのは悲しい。

「勇気、おいで」

　笑顔で両手を広げたものの、勇気にプイッとそっぽを向かれた。

「いや！　パパ嫌い」

　さらに『嫌い』とまで言われ、ショックを隠し切れない。すると千波が優しく勇気に言った。

「勇気、そんな悲しいことを言わないで。ママは勇気もパパも大好きなんだよ？　そんなふたりが仲良くしてくれないとママ、泣いちゃうよ」

　千波が泣き真似をすると、すぐに勇気は狼狽えだした。

「ママ、泣かないで。ゆーき、パパと仲良くするから」

「本当に？」

「うん」

　すると勇気は俺に向かって手を伸ばした。

「おかえり、パパ」

　そんな我が子がたまらなく愛しい。

「ただいま、勇気」

　勇気を抱きしめると、今でも初めて抱いた時のことを思い出すほどに。

「仲直りできてよかった。じゃあ勇気、寝ようか」

「うん！　ゆーきとママが一緒に寝る日だもんね」

「そうね」

　そうなのだ、俺たち夫婦と勇気の寝室は別だったが、つい先月から勇気がママとふたりで寝る！と駄々をこね、渋々週に三回俺はひとりで寝ている。

「ごめんね、パパ。ゆーきがママをとっちゃって。今日はひとりで寝てね」

　そう話す勇気の笑顔が、全然思ってもいないことを言っているニヤニヤした顔にしか見えなくなる。

　これはこの先が思いやられる。千波の奪い合いが激化するかもしれない。そんな日が来るのに備えて俺は先制攻撃に出た。

「いや、いいよ。勇気と違って俺はママと結婚していて、ずーっと一緒にいられるからな」

「ちょ、ちょっと航君？　勇気の前でなにを言っているんですか」

　恥ずかしそうに話す千波とは違い、あからさまに勇気はショックを受けているようだ。

　これでいい、いくら息子とはいえ容赦しない。

　しかしこれしきのことで負けない勇気は、「それならゆーきは、ずーっとママの子供だもんね」と負けず嫌いぶりを見せた。

　そんな勇気とのやり取りに苛立ちながらも、こんな日々が続くことがこの上なく幸せだと感じた。
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あとがき




　このたびは『政略懐妊～赤ちゃんを宿す、エリート御曹司の甘く淫らな愛し方～』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　この作品を書き上げるまで、いろいろなことがありました……。ちょうど職場で急に同僚がふたりも退職して激務と化し、コロナワクチン接種を受けられたものの、副作用に悩まされ、さらには初めての大スランプに陥ってしまいました。

　いつも締め切りはギリギリになってしまったり、数日ほど伸ばしてもらったりとご迷惑をおかけしてきましたが、今回は本当に毎回パソコンに向かって担当様に「すみません」と何度謝ったことでしょう。

　果たして十一月に発売させてもらえるのか？　とハラハラするほど（間違いなく私より担当様の方がしていたと思います）ギリギリのスケジュールで進めさせていただきました。

　おまけにプロットからかなり反れて、新キャラを投入したり、プロットにない展開を加えたりと私にとって難産だった分、愛着のある作品となりました。ちなみに初期設定では、神屋敷さんはおりませんでした。もう少し作品にスパイスを加えたい！と、突発的に思って彼女が生まれたのです。

　周囲からの反対や邪魔が入りつつも、幼い頃の運命的な出会いから航と千波が愛を育んでいくラブストーリーを、少しでもお楽しみいただけましたのなら幸いです。




　出版にあたり、大変ご迷惑をおかけした担当の内田様、編集の鈴木様、そしてスターツ出版の皆様、このたびは申し訳ございませんでした。ですがその分、大変思い入れの強い作品を作ることができました。ありがとうございます。

　うっとりする航と千波を描いてくださった、夜咲こん様。再びご担当いただけて嬉しかったです。ありがとうございました！

　そしてなにより、いつも応援してくださる読者の皆様、本当にありがとうございます！　大変なご時世の中、少しでも私の作品を読んで幸せな気持ちに浸っていただけたら幸せです。

　またこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを願って……。
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